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は じ め に

ジュニアスタディ ーツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中・高校生
とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学習し、 母県・沖縄との絆を深めることによ
り、 海外県系人社会の発展と次世代のウチナ ー ネットワ ー クの担い手を育成することを目的
としています。

本事業は、 平成13年に「第3回世界のウチナ ー ンチュ大会」のプレイベントとして実施さ
れましたが、海外県人会等からの強い要望を受け、平成14年度から継続して実施しています。

平成21年度は、 7 月 21日から7 月 27日まで一 週間の日程で実施しました。 今回のツア ー

には、 海外9カ国、 15の沖縄県人会から18名の参加者と5名の引率者（内1名は県内友好
協会より参加）、 沖縄県内から5名の中学生と13名の高校生が参加し、 県内各地で様々な体
験学習を行い、 無事全日程を終了しました。

ツアー期間中、 参加者は首里城見学等を通して沖縄の歴史について学ぶとともに、 伝統工
芸・芸能体験学習を通して琉球王朝時代に育まれた沖縄の伝統文化にも触れました。 また、
国際通りの散策や美ら海水族館の見学を通して、 現在の沖縄の活気あふれる姿を認識し、 そ
して万国津梁館見学では、 世界に開かれた沖縄について学びました。 さらに平和学習では、
戦争体験者から直接体験談を聞くことにより戦争の悲惨さと平和の尊さを学び、 自然学習で
は比地大滝をトレッキングし、 沖縄の自然を十二分に満喫したことと思います。 そして世界
に広がるウチナ ー ネットワ ー クに関する理解を深めてもらうために、 移民に関する講話や移
民について考えるワ ー クショップを実施しました。 これらの学習プログラムを通して、 沖縄
に関する理解を深めることができたと思います。
また、 前年度に引き続きエイサ ー 学習も行いました。 ツアー期間中遅くまで練習に励み、 み
んなで一つのことを成し遂げることによって、 同じウチナ ー ンチュとしての絆、 そしてアイ

デンテイティ ーを強く実感したことと思います。
この報告書は、 参加者や引率者の感想文とツアー日程や写真等をまとめたものです。 この

冊子が生涯にわたる記念になるとともに、 参加者の皆さんが、 このツアーでの経験をきっか
けとして世界へ視野を広げ、 将来、 様々な分野で沖縄と世界の架け橋となる国際人として活
躍することを期待しています。
結びに、 平成21年度ジュニアスタディ ーツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆様
に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成22年2 月

沖縄県観光商工部長 勝目 和夫
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I 

ジュニ事アス業｀｀ソア ー

I 

1. 趣 旨
海外沖縄県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の歴史、 文化、 自然など

の体験学習をとおして母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外の沖縄県系人社会の発展と将来
のウチナー ネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する。

2. 事業内容
(1)実施期間：平成21年 7 月21日（火） ～ 7 月27 日（月）

来沖日： 7 月15日（水） ～ 7 月16日（木）
離沖日： 7 月28日（火） ～ 7 月29日（水）

(2)参加者
〇海外参加者

14歳～ 19歳までの沖縄県系人子弟 18名
※国別内訳 (9 カ国・18名）

ブラジル 3名 メキシコ
アルゼンチン 2名 アメリカ合衆国
ペルー 1 名 カナダ
ボリビア 1 名 ニュ ーカレドニア
キュ ー バ 1 名

〇県内参加者
沖縄県内の中学・高校生18名（中学生 5 名、 高校生13名）

〇海外引率者
海外参加者の引率及び通訳の役割 4名

1 名
6名
1 名
1 名

ブラジル、 ペルー 、 キュ ー バ、 アメリカ、 ニュ ーカレドニア 各1名
※ニュ ーカレドニアは、 県内の友好協会から参加

(3)学習プログラム
① 自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。
② 歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。
③ 伝統工芸・芸能体験学習

沖縄の伝統工芸・芸能の体験学習を行う。
④ 平和学習

沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。
⑤ 社会学習

沖縄県庁見学、 国際通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。
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到 着
1 8 1 5 夕食…ホテルタニュ ー

19 30 
・
自
振

国

り
の

返
概

りシ
要

ー
紹
ト

介
の
2配

日
布1 

20 30～日程終了～

22 00就寝

ホテルタニュー

7/23（木）
3日

7 00起床

7 30朝食

8 30 出発
・車内にて前日の振り返りシートの回収

9 30 

自然学習（山）

●・比トレ
地
ッ大キ

滝

ン グ

12 00昼食・弁当

13 00トレ ッ キング終了

1 4 00ホテル タニュ ー到 着

（ホテルにて休憩）

1 6 30エイサ ー 講 習

(1日目）

1 7 30 夕
(1食一ヽ•ホテル タニュ ー

（ ベキュ ー ）

19 00 交流プロ
ン
グ

プ
ラ
フ

ム
ァ～キャ ァイヤ ー

7/24（金）
4日

6 30起床

7 00朝食

8 00 出発
・車内にて前日の振り返りシートの回収

1000 

歴史学習

●
●

首金
城

里城
町 の 石畳

↓ 
12 15 昼食フ ードコロ シアム

文化学習
1 3 

県
1

立

5

博

県

物

立

館

博・ 物
美

館術到

館

着

見学

1 4::

琉
4
3
伝
0

5

球
統

県那

漆
工立覇

器
芸

博市体
物 伝験

館統 出工発芸

※ 

1 4 館

※

1 6:三00線 伝統芸能
体験

1 7 1 5 テンブス 館 出発
ン タ17 30 かんぽレクセ

ー到

18 1 5 夕食

19 1 5 エイサ ー 講習
(2日目）

7/25（土） 7/26（日）
5日 6日

17 00起床

7 30朝食
17 00起床

7 30朝食

8 30 出発
車内にて前日の撮り返りシートの回収 ．jjiJ日の 振り返りシ ー トの 回収

900 

9 30 歴史 ・ 社会学習

平和学習 ①※沖
講
縄話 の

（前
移

原
民

信 ー 氏）
●

●

・
・
記戦平

公
録争和
園

フ体祈
内

ィ験
念

散

ル絞ム
資

策

（ 料映館 見学 「世界中に広がるウチナーンチュの心」
②ワ ー クショップ

上長田勝男氏） ※床にそのまま塵るのでスカートはNG

●
11 糸平:4満5和市

の

昼「礎食優
見学

美堂」 |12 00昼食
レクセン ター レストラン

12 45 ひめゆりの 塔見学

|

※ ワ ー クショップ再開

1 400 

社会学習（街・人々）

●マチグワ ー 散策

16 00学 習終了

1 6 30 散策終了 1 6 30エイサ ー 講習
( 4日目）

1 7 00テンブス館 出発

17 30かんぽレクセン ター
到 着

・振り返りシー ト・アンケートの配布
1 8 00 夕食 1 8 

～
00各解

ホ
散

ーム ステイ先へ ～

1 9 1 5 エイサ ー 講習
(3日目）

ホームステイ

7/27（月）
7日

|

1 3 00参加者 受付

13 30-1 5 00 
•前日の 振り返りシ ー トの 回収

14 30~1 5 30 
リハ ーサ来ル

15 00 賓・一般参加者 受付

1 5 30-1 6.15 

学 習成果発表会

1 6 20~1 6 40 

修16:
了

:0
4
0
0
式

さ
さ
よ
よ
な
な
ら
ら

パ

パ
ー

ー

テ
テ
ィ
ィ ー

ー
準備

17 

118 30 
終了～解 散

| •振温字― 卜 の 配布1 噂芋
＿ 卜 の 配布11

21 00 ～ ・振
日程
り返

終
り
了

シ
～

ー トの 配布20 45 ～日 20 45 ～日 111 ホームステイ

22 00就寝 22 00就寝 22 00就寝

ホテルタニュー かんぽレクセンター かんぽレクセンター ホームステイ ホームステイ



＼ Time 
Jul 21 (Tue) 

Day 1 
Jul 22 (Wed) 

Day 2 
Jul 23 (Thu) 

Day 3 
Jul 24 (Fri) 

Day 4 
Jul 25 (Sat) 

Day 5 
Jul 26 (Sun) 

Day 6 
Jul 27 (Mon) 

D翌 ＿7

6:30 

7:00 

8:00 

9:00 

10:00 

11:00 

12:00 

13:00 

し I 1400 

| 

1500 

16 00 

17 00 

1800 

1900 

2000 

21 00 

2200 

Lodging 

8 :00 Depart Recreation Center 
Announcements and confirmation 

8 :30 Arrive at Prefectural Govt. Bldgl8 :30 Departure 
8 :4 5  C ourtesy Visit and Ceremony I *collection of previous day's 
with the Governor reports in the bus 
(Welcome ceremony & group photo) 
9 :30 Depart Prefectural Govt. Bldg. 19 :30 

*collection of previous day's reports Nature Study (Mountains) 110:00 
10:00 Chaperones, sponsors. and staff in the bus 
gather at kampo Recreation Center | Trekking at the Greqt HOI Fa|ls 

Staff set up meeting venue 

Preparatory meeting 

11 :30 Lunch - 1F Restaurant 

12:30 Registration begins for 
participants 

country 

~Break~ 

17:00 Exchange Program 

18 :00 End of Exchange Program 
Move lu邸age to rooms 

18 :30 Welcome Party 
Dinner at Kampo Recreation Center 

*Approx. 8 0  participants 

6:30 Wake-up t,me 

7:00 Breakfast 

11 :00 Tour of the Bankoku Shinゥokan

Nature Study (Ocean) 
12:15 Arrive at Ocean Expo Park 
12:30 Lunch 

13:20 Re•istration ends for participantl13:15 Tour of Churaumi Aquarium 
13:30 Openin• Ceremony 

~orientation~ 
Summary, Explanation, Confirmation 

Distribution of study tools 
Distribution of report sheets I 1 4 :30 Dolphin Performance Show 

1) Participant self-introductions 
2) Group allocation, announcement of 
group leaders 

|
15:15 Arrive at Emerald Beach 

3) Langua•e study !Swimming & beach recreation 
4) G eneral introduction of own 

17:00 Depart Emerald Beach 

Announce room assignments 20117:30 Dinner at Hotel T anyuu 
mins before arriving at hotel| （Barbeque) 

18 :00 Arrive at Hotel T anyuu 
18:15 Dinner at Hotel Tanyuu 
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7:00 Wake-up time 

7:30 Breakfast 

12:00 Lunch/Bento 

＇ 
13:00 End of Trekking 

1 4 ;00 Arrive at T anyuu Hotel 

Rest at hotel 

16:00 Alumni arrive (10 people) 
Staff meetin• 
16:30 Eisa class (1st day) 

19 :00 Exchange Program 
~ Camp Fire~ 

-End of day's schedule­
Staff meeting 
22:00 Bedtime 122:00 Bedtime 

6:30 Wake-up time 

7:00 Breakfast 

8 :00 Departure 
*collection of previous day's 

reports in the busl8 30 Departure 

| 
•collection of previous day's reports 

*collection of previous day'sl9:00 
reports in the bus History/Social Study 

History Study 
*Shuri—jo Castle 
*Stone pavements in Shuri-K四0

town 

12:15 Lunch 

Culture Study 
13:15 •Arrive at Okinawa 

Prefecural Museum 
Hour of Okinawa Prefectural 
Museum & Art Museum 

17:15 Depart Tembusu Kan 
17:30 Arrive at Kampe Recreation 

Center 

18 :15 Dinner 

▼
 

19 :15 Eisa Class (2nd day) 

7:00 Wake-up time 

7:30 Breakfast 

9:30 
Peace Study 

*Tour of Peace Memorial Museum 
•Video showing 
•Mr. Katsuo Nagata's recounting of 

war expenences 
•Stroll through the park 
•Cornerstone of Peace 

11:45 Lunch 
•"Yubido" in Itoman City 

12:45 Visit the Himeyuri Peace 
Monument 

1 4 :00 

1 4 :30 Depart Museum 
1 4 : 4 5 Arrive at Naha City |*Stro|| in Machi郡a Ma水•tplaco

Traditional Arts and Crafts Center !•Guides: Alumni volunteers 

Social Study 
(daily life: town & people) 

Fi,st-hand e,perience making !,ad巾onal
arts and mfts *bingata (Okinawan coloriul 
dyed fabrics), shuri-ui (Shuri weaving), and 
RyOkyOan laque,wa,e 

16:00 First-hand experience of 
OKinawa traditiona| performing arts |16:30 End of Stro|| in Machl詑a
*karate, sansh,'n, R,凡kyiian dance !Marketplace 

17:00 Depart T embusu Kan 

*pass out report sheets
| 

*pass out report sheets 
*pass out report sheetsl20: 4 5  -End of day's schedule- 120: 4 5 -End of day's schedule-

21:00 ~ End of day's schedule~ | Staff meeting I Staff meeting 
Staff meeting 

7 :00 Wake-up time 

7:30 Breakfast 

※Okinawan Immigration 
①Lecture "Tho hearts of 
Uchin •nchu throughout tho world" 

如o水shop
●No skirts (everyone will sit on the 

floor) 

12:00 Lunch 
Recreafon Center restaurant 

Worl<shop resumes 

16:00 End of Workshop 

16:30 Eisa Class (4th day) 

Homestay 

11 :00 Venue preparation begins 
(Tembusu Kan) 

Staff and Volunteers meet 

13 : 00 Registration begins for 
participants 
13:30-15: 00 
·Collection of previous day's reports 

14 : 30-15: 30 
Rehearsal 

15: 00 Re�stration begins for guests 

15:30-16: 15 
Presentafon for part;c;pants to 

report the results of the;, study 
16:20-16:40 
Clos;ng Ceremony 
16 : 40 Preparafon for Sayonara Part 
17:00 Sayonara Party 

17:30 A― rrive at Kampo Recreation I I ※Approx. 200 participants 
Center 1 ・ pass out report sheets & surveys 
18:00 Dinner (18:00 Picked up by host families 

18:30 
Ending & Dismissal 

19:00 Workshop meeting (chaperones) 
19 :15 Eisa Class (3rd day) 

Homestay 

22:00 Bedtime 22:00 Bedtime 22:00 Bedtime 

Kampo Recreation Center Hotel Tanyuu Hotel Tanyuu Kampa Recreation Center Homestay Homestay Homestay 



dfa Mar. 2 1 /7 Mie. 22/7 Jue. 23/7 Vie. 24/7 Sab. 25/7 Dom. 26/8 
hora 1 er dfa 2do dfa 3er dfa 4to dfa 5to dfa 6to dfa 

6·30 6 30 Levantarse 6 30 Levantarse 

7.00 7 00 Desayuno 7 00 Levantarse 7 00 Desayuno r 00 Levantarse r 00 Levantarse 

7 30 Desayuno 7 30 Desayuno 7 30 Desayuno 

Lun. 27/7 
7mo dfa 

8:00 

9:00 

1 0:00 

1 1 :00 

1 2:00 

1 3:00 

4

|
 

1 4:00 

1 5:00 

1 6:00 

1 7 :00 

1 8:00 

1 9 :00 

20:00 

2 1 :00 

22:00 

Arroglo dol local por personal 
oncargado 

8 :  00 Partida: hotel rekucenter 
Repaso de las instrucciones 

8 30 Llegada a la Prefectura 

|

8. 30 Partida 
•juntar los reportes del dfa anterior 

| en e| bus 
8 :  45 Visita a l  Gobernador I •juntar los reportes del dfa anterior 
(Ceremonia de bienvenida, foto)I en el bus 

9:30 Partida de la Prefectura 
"Juntar los reportes del dfa anterior 

1 0 :  00 Reuni6n previa de Tutored en el bus 
Organizadores y Personal 
en Kamporekucenter 

1 1  :30 Almuerzo 1 P 

1 1  :00 Visita al Centro de 
Convenciones Bankoku Shinryokan 

Naturaleza (Mar) 
1 2: 1 5  Ocean Expo Paホ

1 2 :  30 Llegada y registro de los I 1 2:30 Almuerzo 
participantes 

_ 1 3  : 1 5  Acuario Chura Um, 
1 3  : 30 Apertura ~ Orientaci6n 

· Entrega de material 
· Descripci6n del programa 
· Reparto de reportes 

①P resentaci6n personal 
②Present. de grupos y If deres 
③Taller de idiomas 
④Presentaci6n de c/pafs 

~descanso~ 

1 4 :  30 Show de delfines 

1 7  : 00 Activ. de Integraci6n I 1 7 :  00 Partida a l  hotel 
※org. por graduados voluntarios 

Designaci6n de habitaciones 20mm 
antes de la l legada al hotel 

1 8 . oo Termino~Transporte del| 1 8 : 00 LIegada al hotel Tanew 
equip司e a sus habitaciones l 1 8 : 1 5  Cena 

1 8 :  30 Fiesta de Bienvenida 
Cena en Kamporekucenter 

※80 personas aprox 

20 : 00 T �rmino de la fiesta 
※Equipaje para 2 dfas en Nago, 

9:30 

Naturaleza (Montana ) 1 1 0:00 
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1 3 :  00 T ermino de la caminata 

1 4 :  00 Llegada al hotel Tanew 

1 5 :  1 5 ●Playa "Emerald beach" 
banes de mar I (Descanso en el hote l )  

8 : 00 Partida 

Historia 
● Casti l lo Shun 
● Caminito de piedra en 

Kanagusuku 

1 2 :  1 5  Almuerzo 
＂

 

Cultura 
1 3: 1 5  Museo Prefectural y 
Museo de Bellas Artes 

8 :  30 Partida I ·juntar los reportes del dfa anterior 
•juntar los reportes del dfa anterior I on el bus 
en el bus 19 :00 

H istoria • Sociedad 
9:30 

Estudio sobre la Paz ※Emigraci 6n okinawense 
①Expositor:Shinichi Maehara 

●Museo Conmem. de la Paz l(EI Sontimionto Okinawonso on 
· Video-Relato del Sr.Katsuo Nagata l•I mundo) 
●Reconido por el parque ②Taller 
●L�pidas de la Paz 

1 1  :45 Almuerzo 
Restaurante Yubidou en ltoman I 1 2 :  00 Almuerzo 

Restaurante del rekucenter 

1 2:45 Museo de la Paz H1meyun 

1 4:30 Partida del Museo 
1 4:45 Centro ArtesanaI de Naha 

I
● Recorrido por e l  mercado 

※T eiiido bingata, T ejido Shuri, ※Org. por graduados voluntarios 
Lacado ryukyuniano 

1 8 : 1 5  Cena 

1 4:00 

Sociedad ( ciudad-gente ) 

1 7:00 Partida al hotel 

※Continuaci 6n del taller 

r
 
e

 
ta

sa

 

ー

Ei
)

e

a

 

d

de
df
 

゜
a
o
 

需
n

 
r

 
e

a

 

r
 
p
 

T
 

00

g
 

••
 

6

6

 

1

1

 

d゚
 
．

 r 
r

 
c゚

 
e

 
r

 
e

 
d

 
n゚

 
．

 m 
r

 
e

 
T

 
3゚

 
．．

 
6

 
ー

y゚
 
u

 
b

 
u

 

s
y

 

e
k

 

al
u

 
y

 
R
 

n
 
゜c

n
 

di
hi
 

ra
s

 
n

 
a

 

T
 
s

s

 

e
 

rt
e
 

A
at
 

OO
Kar
 

栂
※

s
 
o
_

 

d
a

 

a
n

 

u
o

 

d
 

gra
ers
sa
 

P
Ei
国

el
de

d
 

゜ーe
d

r
 

d

e

 

da
5.g
Cl
 

匹
Un
ct

Lle
Re
岡

00

30

 

⑯

⑯

 

1 7: 1 5  Partida al hotel 
1 7 :  30 ？ごぶ

d:
I
)
hotel Tanew 1 1 7:30 Llegada : Kamporekucentef 7 :  30 Llegada : hotel rekucente 

1 8 : 00 Cena | • Reparto de reportes 
1 8 :  00 Estadf a con la famiha 

～
 

‘̀‘、s
 

a
 
d

 

e
 
r

 
uto

rna
nal

eo

 

r
 

ct

o
o

c
 

j
s

e
 

a
r

r
 

e
r

 

_
e
 

p

i

 

ler
sa
 

e

d

 

_
i
)

 

a
E
a

m
 

t

f

s
d

el

n
r

 

e
d

e
o
d

16
0

 

r

rt.m
n

sa
d

 

el
d

 

d
 a

e

_
e

 

e
d

 

S
C

Po
m
b
 

a
 

o
ti
o

re
er
un

d
 

e
T
e

_
r

 

gl
C

 

a
 

d
~
R

n
o

 

a

 

r
 

e
 
r

 
r
p

o

.IO
H
 

A

c

 

P
O

 

rt
 

0-

0
5

pa
45

0
 

so
2

 

0
1

e
 

9
9

R
o

 

1
1

.
2

u
2

 

～
 

a
 
d

 
a
_

 
a

o

 

e
 

n
 

r
 

r
n

 

0
0

c

 

.
J
S

e
 

a

r

r
 

e
r

 

S

la
e

 

Ei
)

e
p

d.ml
 

n
r

 

a

d
_

 

6
0

 

e
r

s

e
 

al
d

 

d
d

e
o
d

 

a
o

rt.m
n

s
 
1
e

 

e
d

 

c
d

Po
m
b
 

ti
a

re
er
n

d
 

u

_
a

 

c
 
a

e
T
e

a
r

 

d
~
R

n
o

 

r
 

0

.IO
H
 

p
 

rt

c

 

5

p

 

a

0
0

 

5
 

C
 

1

p
4

 

e
:

0

 

9

R
O

s
2

 

1

.
2

U
2

 

～
 

a
 
d

 a
 

a
 
n

 

s
 
゜

n
 
6

i

r
n

 

i

r

o
o

 

c

ta

j
s

 

n

a
r

 

r
 

u

ー

e

l

p

i
 

gra
 

m
 

e

o

e
 

v

d
ー

Int

s

es
o
de

or

 

e
ta
do

rt
inm
n

d
 

e
 

p゚
m
b
 

d
a
a

 

re
er
un

ad
 

g
u

 

r
 
゜

e
T
e

 

5
Fo
ad
 

c

gr
 

H
 

~
r

d
~
R

 

0

0

 

A
 

P

rt

 ゚

゜

a
 

゜

n~
 

o

g

P
O

 

e
 ••
 

r
 
゜

19

※

R
21

22
 

～
 

a
 
d

 
a
_

 

s
 
r

a

 

a

n

 

r
n

 

0
0

 

p
 

.
J
S

 

／
 

r
 

a
 

c
 

e

1
e

r
 
．

 rm
 

p
 

d

e

 

e
 

d
 

n
s

 

6
e

o
d

o

 

•Ci
rt

inm
n

d
 

a
o

e
 
d

 

t
p

m
b
 

e

r
n

 

r

e
u

 

n
 
e

a

 

e

r

 

゜

s

T
e

 

H
 

e
d

~
R
 

r
 

゜

P
rto
 

゜

0
a

3
 

p
 

••
 

n~
 

e
 

3
 

9
R

o

2
 

1
.

2

2
 

～
 

a
 
r

 

n
 
e

d

 

e

I

 

e
al
 

d
n

 

句p
 

。

.I
 
u

a

 r 

q

d
s

 ．
 

r
 

dee

rna
pe

rm
 

o
_

o
 

o

j
e

d
 

t

a
d

 
e

 

s
 

n

d
 

e
 

Ir

de
b

a
 

n
 

e
 古

mmO
ReU

HOr

h

r

o
 

e

o
 

c
 

2
 

en
el

T
 

~

2
 

Homestay 

Homestay 

1 1  :00 Disposici6n del local 
(Tembusu) 

1 3:00 Registro de participantes 

1 3:30~ 1 5:00 
"Juntar los reportes del dfa antenor 

1 4 :  30~ 1 5 :  30 Ensayo 

1 5:00 Registro de invitados y 
dem�s participantes 

1 5 : 30 ~ 1 6 : 1 5  
Presentaci6n final 

1 6 : 20~ 1 6 : 40 
Clausura 
1 6:40 Preparatives para la fiest, 
1 7:00 Fiesta de Despedida 
※org. por graduados voluntaries 
※200 porsonas aprox 

1 8:30 
Termino ~ Despedida 

Homestay 

Estadf a I Hospedaje Kamporekucenter Hotel Tanew Hotel Tanew Hospedaje Kamporekucenter I Hospedaje Kamporekucenter Homestay Homestay 



記 念 写 真





海外参加 者 出 迎 え 7 月 1 5 日 ： キ ュ ーバ
7 月 1 6 日 ： ブ ラ ジル ・ ア ルゼ ン チ ン ・ ペルー ・ ボ リ ビ ア ・ メ キ シ コ ・

ア メ リ カ ・ カ ナ ダ ・ ニ ュ ー カ レ ド ニ ア

一" - I 

dy Tour 
コンペ ン シ ゴ ンピューo-

ジュ ニアス タ ディ ーツアー
Ju n ior S t udy Tour 

（勾ル噴早コ ンペンシ ョ ンピ コ ーm—

― ’ ^ 9 ア 4 - ” -9 F I  

- 5 -

Jun1  

り ., ― 7 -, 々=

一ーヽ
Jun ior S t ud:, 1 ou ,· 

‘̀ .....“駅＾ ｀4 9^＾ - --O ・ ・

` ｀ •一



7 月 2 1 日 （火） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 交流 プ ロ グ ラ ム ・ ウ ェ ル カ ムパー テ ィ

- 6 -



7 月 22 日 （水） 県庁表敬 ・ 自 然学習 （皆既 日 食 ・ 美 ら 海水族館）

ヒ＇
．． 
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7 月 23 日 （木） 自 然学習 （比地大滝） ・ キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー
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7 月 24 日 （金） 歴史学習 （首里城） ・ 文化学習 （県立博物館） ・ 伝統工芸体験 （琉球漆器） ・ 伝統芸能体験 （三線）
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7 月 25 日 （土） 平和学習 （ 平和祈念公 園 ） ・ 社会学習 （ マ チ グ ワ ー散策）
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7 月 26 日 （ 日 ） 歴史 · 社会学習 （ ワ ー ク シ ョ ッ プ）
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7 月 27 日 （月 ） 学習成果発表会 ・ 修 了 式 · さ よ な ら パー テ ィ
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7 月 28 日 （ 月 ） ～ 7 月 29 日 （水） お見送 り
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ジ ュ ニアスタ デ イ ツ ア ー に参加 し て





仲宗根 グス タ ヴ ォ 学- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
NAKASONE GUSUT A VO MAN ABU - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・・ - -

1 7 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ - - -
ブラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ — - - - - - - - - • - - - - - - - - · - - · - · - - - - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - -
ブラ ジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009

ナ カ ソ ネ ・ グ ス タ ボ ・ マ ナ ブです。 1 7歳 で 、 こ の ツ
ア ー で は ブ ラ ジル代表の 一 人 で し た 。 沖縄への滞在 を
実現 し て く れ た 全 て の 人 々 に と て も 感謝 し て い ま す。
そ の お か げで 、 故郷 を 知 り 、 本 当 の ウ チナ ー ン チ ュ の
こ と に つ い て ま た少 し 習 う こ と が で き ま し た。

2009年 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー を 企 画 し た 方 々 、
ブ ラ ジル沖縄県人会、 そ し て祖父母や両親 な ど の親戚
に 勧 め ら れた お かげで祖先 の故郷 を訪れ、 人生 に お け
る 新 し い価値観 を 学び、 堅い友情 を結ぶ こ と が で き た
様 々 な 出身地の人、 沖縄の 参加者 と 交流 が で き 、 旅行
が よ り 一層 楽 し く な り ま し た。

沖縄 に 着 い た 時 の 初印象 は言葉 に表せな い ほ ど素晴
ら し か っ た です。 ア ッ ト ホ ー ム な歓迎を し て い た だ き 、
と て も 有意義 な 8 日 間 で し た。

一 日 目 は 、 ホ テ ル に 着 い て 他 の 参加者 と 知 り 合 い 、
ツ ア ー期 間 中 での 心得や遵守事項 に つ い て 説 明 が あ り
ま し た。 説 明 の 後 、 ブ ラ ジル を含 め て 何力 国 か の紹介
が行われま し た。 国 の 勉強 を し た 後 、 い ろ ん な ア イ ス
ブ レイ ク ゲー ム を通 し 交流会 を行い ま し た。

二 日 目 は 、 副 知 事 に 表敬 訪 問 し ま し た。 そ し て 水
族館 に行 き 、 と て も 印象的で し た。 次 に海へ行 っ て の
んび り し た 時間 を過 ご し 、 海に潜 っ た り サ ッ カ ーやバ
レー を し た り し ま し た。

三 日 目 は、 自 然学習 の勉強 の 日 で 山 の周 り を長 い 時
間歩いて 比地大滝 を 見 ま し た。 ホ テ ル に 着 い て 沖縄の
有名 な 太鼓でエ イ サ ー の 練習 を 始 め ま し た。 そ の 後 、
キ ャ ン プ フ ァ イ ア の焚 き 火 の 準備 を し ま し た が 、 こ れ
はみん な で楽 し む こ と が で き ま し た。

四 日 目 は 、 首里城 に 行 き 、 沖縄の文化 に つ い て 知識
を深 め る こ と が で き ま し た。 そ の 後 に 、 博物館 と 三線
や琉球舞踊 を 習 う 伝統工芸館 に も 行 き ま し た。 ホ テ ル
に戻 り 、 さ よ な ら パーテ ィ ー で発表す る エ イ サ ー の練
習 の続 き を し ま し た。

五 日 目 は 、 平和祈念公園 に 行 き 、 沖縄戦 な ど で 亡 く
な っ た 人 々 の氏名 を 刻 ん だ祈念碑や様 々 な 体験談 に つ
い て 説 明 を 聞 き ま し た。 そ の後 、 有名 な那覇の 国際通
り を散策 し 、 沖縄の特産品や周 辺 地域の歴史 を 知 っ て
勉強 に な り ま し た。 そ の 日 の行程 を 終 え 、 ホ テ ル に 戻 っ

て い つ も の よ う に エ イ サ ー の練習 を し ま し た 。
六 日 目 は 、 沖縄文化 の勉強 と さ よ な ら パー テ ィ ー 前

の 最後 の エ イ サ ー の 練習 が あ り ま し た。 JSTは 私 が 生
き て き た 中 で も 最高 の 2 週 間 に な り 、 プ ロ グ ラ ム 終了
を 迎 え る 瞬間 、 一緒 に い る 最後 の 時 間 だ と 思い悲 し く
も な り ま し た。

最後 の 日 の さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 様 々 な 余興、
修 了 証授与式、 待 ち に待っ た エ イ サ ーやか ち ゃ ー し 一 、
マ カ レ ナ な ど が あ り ま し た。 参加者達全員 が 、 ツ ア ー

期 間 中24時 間 共 に 旅 を し た 友達 と 仲 良 く 本物 の ウ チ
ナ ー ン チ ュ に な り 、 誰 も が別れ を 惜 し ん でい ま し た。

沖縄で体験 し た こ の 素晴 ら し い 12 日 間 はず っ と 思い
出 に残 る で し ょ う 。 こ れ は心か ら の 気持 ち ですが 、 こ ＼

の ツ ア ー は私が 生 き て き た 1 7年間 の な かで最 も 印象 に
残 っ た経験 に な り ま し た。 I� 

そ し て 沖縄 と 別れ る 際 に は 、 「 さ よ う な ら 」 で は な
く て 、 「 ま た ね 」 ！ と 言 っ て ブ ラ ジル ヘ 戻 り ま し た。
ブ ラ ジルで は ウ チナ ー ン チ ュ の文化が失われ な い よ う
に努力 し 、 こ ん な素晴 ら し い い体験 を い ろ ん な方に勧
め た い と 思 い ま す。 こ の 体験 は 、 絶対 に 忘 れ ま せ ん。
あ り が と う と い う 気持 ち で一杯 に な り ま し た 。

JUNIOR STUDY TOUR 2009 

Primeiramente , meu nome e Gustavo Manabu Nakasone , 

tenho 1 7 anos ,fui um dos representantes do Brasil nesse 

intercambio cultural e gostaria de agradecer a todos que 

possibilitaram a minha estadia em Okinawa e fizeram com 

que eu pudesse conhecer o meu lugar de origem e aprender 

um pouco mais sobre o que e ser um verdadeiro descendente 

Uchinanchu . 

Grac;as ao Junior Study Tour 2009, a Associac;ao Kenjin do 

Brasil , aos organizadores de Okinawa e aos meus familiares, 

como meu av6s e meus pais , que sempre me deram grandes 

incentivos, tive o imenso prazer de poder pisar na terra de meus 

antepassados , aprender e criar novos valores de vida e pude me 

interagir com diferentes pessoas de diferente pafses junto com 

os jovens de Okinawa , na qua! construi grandes amizades , que 

tomaram a viagem ainda mais especial. 

Logo que cheguei , a sensac;ao que eu tive de estar em 
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Okinawa pela primeira vez , foi realmente incrivel e inexplic 

avel .A receptividade que as pessoas de la me mostraram , foi 

ほo grande, que foi como se eu estivesse realmente em minha 

pr6pria casa . 

A programac;ao durante esses 8 dias no Junior Study foi 

realmente muito proveitosa. 

No primeiro dia , chegamos ao Hotel e pudemos conhecer as 

pessoas e as normas a serem cumpridas durante o interciimbio. 

Ap6s todas as explicac;oes , foram realizadas algumas das 

apresentac;oes de cada pais , incluindo o Brasil . Passando a 

parte te6rica , come惇aram as atividades de interac;ao envolvendo 

brincadeiras e o extrovertimento das pessoas . 

No segundo dia , fomos conhecer a vice-govemadora de 

Okinawa e logo ap6s tivemos a chance de conhecer o aqu年o ,

que com certeza surpreendeu a todos . Em seguida fomos 

a praia ,onde pudemos ter mais momentos descontraidos , 

mergulhando no mar , jogando futebol e volei . 

No terceiro dia , houve a caminhada em Hij iootaki, onde 

pudemos conhecer a parte da natureza ,durante uma longa 

c am inhada pe lo s  arredores da montanha . Ass im que 

chegamos ao hotel , comec;amos com os treinos de Eisa ,o 

famoso taik6 de Okinawa . Logo em seguida tivemos as 

festividades entomo da fogueira , o chamado Camp fire . 

No quarto dia, fomos conhecer o castelo Shuri , aprimorando 

ainda mais os conhecimentos sobre a cultura de Okinawa . Em 

seguida , fomos a um museo e depois a um centro artesanal 

em Naha , onde aprendemos o sanshin e o Ryukyu buyo .Ao 

retomarmos ao hotel , tivemos novamente a pratica de Eisa, 

para a apresentac;ao no Sayonara Party . 

No quinto dia , fomos ao Memorial da Paz , onde ouvimos 

relatos sobre os acontecimentos junto com os nomes de todas 

as pessoas que perderam suas vidas durante a guerra . Em 

seguida, demos um passeio pelo famoso Kokussaidori de 

Okinawa , conhecendo uma grande variedade de produtos e 

a historia dos arredores da regiao . Ao retomarmos ao hotel , 

tivemos mais um treino de Eisa . 

No sexto e setimo dia , tivemos mais alguns aprendizados 

sobre a cultura de Okinawa e treinos finais de Eisa para a 

apresentac;ao no Sayonara Party . Nestes dias, comec;am os 

sentimentos de tristeza, pela falta , pela saudade de tudo 

o que vinhamos passando durante os dias anteriores , e 

de alegria ao rnesmo tempo , por termos passado uma das 

melhores semanas de nossas vidas . 

No ultimo dia, tivernos o Sayonara Party , onde presenciamos 

diversas apresentac;oes , recebemos diplomas pelo interc細bio ,

apresentamos a ほo divertida danc,;a chamada Eisa , o Katiyashi , a 

Macarena , entre outros . Tivernos tambem a dificil despedida, 

ern que o sentimento okinawano ja estava presente no corac;ao 

de cada participante e as grandes amizades que haviamos 

construido durante todo o programa. 

Durante esses 1 2  dias em Okinawa , passei por grandes 

experiencias, das quais , todas permanecerao guardadas na 

minha mente e no meu cora<;ao . Digo com as mais sinceras 

palavras de que esta, foi a viagem que mais me marcou 

durante esses 1 7 anos de minha vida 

Voltei ao Brasil ,  nao com a ideia de um "Adeus " e sim 

com a ideia de um ' 'Ate logo ' ' a Okinawa . Pretendo 

contribuir da melhor forma possivel, para que essa cultura 

Uchinanchu estej a  sempre presente em nosso pais e espero 

que essa incrivel sensas:ao que pude ter em participar do 

Junior Study Tour 2009, possa contagiar ainda mais aos pr6 

ximos participantes . 

A toda essa inesquecivel experiencia de vida que adquiri 

nesse intercambio, meu mais sinceros agradecimentos .  

Nihedebiru ! 
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翁長 セ ー リ ア 美和
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ONAGA CELIA MIWA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
1 6 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブ ラジル沖縄県人会

2009年JSTは友達 と い う よ り も、 家族の よ う です ！

JST に 参加 し て 誇 ら し く 思 い ま す ！ なぜ な ら ば祖父
母 の 国 を知 り 、 沖縄の文化 を 学習 で き 、 様 々 な 文化や
地域出身で あ り な が ら も 、 ウ チナー ン チ ュ で あ る と い
う 共通 点 の あ る 人た ち と 知 り 合 う こ と も で き た か ら で
す。

最初 は、 他 の 人 た ち と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取れ
る か ど う か、 皆は私の こ と を気 に 入 っ て く れ る か、 ま
た友達を作れな い か と 不安で し た が （一緒 に過 ご し た
た っ た 一 週 間 で） 全て が 上手 く い き ま し た。

こ の 旅 が 、 こ れ ま で の 人 生 に お い て“最 高” の 経験
で あ っ た 、 と い う こ と はい く つ言葉 を使 っ て も 表せ ら
れ な い 、 と い う の が 心 か ら の気持ち です。 毎 日 楽 し く
て 、 特 に キ ャ ン プ フ ァ イ ア ー が あ っ た 日 は多 く の 参加
者 に と っ て 、 こ の ツ ア ー で最 も 楽 し い 日 で し た。 なぜ
か分か ら な い の です が 、 そ の 日 は私 に と っ て は と て も
印象的 で し た。 ですが 、 も ち ろ ん他 の 日 を 忘れて い る
わ け で は な く 、 そ れ ど こ ろ か皆 と 一緒 に過 ご し た 時間
のすべ て の 瞬間 が 記憶 に 刻 ま れ て い ま す。 例 え ばキ ン
ち ゃ ん と ナ ツ キ の サ プ ラ イ ズパ ー テ ィ ーやみ ん な の あ
だ名 、 「 変顔」 ばか り の楽 し い 写真、 そ れぞれの ゲー ム 、
連 日 の徹夜 な ど です。

ブ ラ ジルか ら 日 本 に 来 て 不思議 に思 っ た の は、 日 本
が 地球の反対側 に あ っ て も 、 ア ッ ト ホ ー ム な雰囲気だ
と 感 じ た こ と です。

沖 縄 に 来 る 前 ま で は 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 心 に あ る
“い ち ゃ り ば ち ょ ー で 一 ” と い う 気持 ち の 意 味 が 分 か
り ま せんで し た が 、 来沖後 日 が経つ につ れ て だ ん だ ん
分 か っ て き て 、 今 で は こ の 素晴 ら し い気持 ち を 実感 で
き 、 僕 も ウ チナ ー ン チ ュ で あ る こ と を誇 り に 思 っ て い
ま す。

言葉で表現 で き な い ぐ ら い2009年 のJST参加者 は み
ん な最 高 で し た。 「 友達 と い う よ り も 、 家族 の よ う で
す ！ 」 と さ よ な ら パーテ ィ ー で沖縄の シ ュ ン さ ん が 言
い 、 そ し て 「沖縄に戻 っ た 時の挨拶 “ た だ い ま ” です」
と ペルー の デ ィ エ ゴ さ ん が 言 っ た よ う に 、 僕 に と っ て
も 、 こ の さ よ な ら パー テ ィ ー はお別れのつ も り だ と 思
い ま せん。 僕 は こ れか ら 沖縄を何回 も 訪れ る で し ょ う
が 、 今 回 は そ の 第一 回 目 です。

こ の旅 は人生で最高 の 思い 出 に な る よ う に し て く ご
さ っ た 方 々 に感謝 し た い と 思い ま す。 〗
Muito obrigada! Thank you very much! Muchas gracias! Doumo 

arigatou go:zaimasu! Merci! OBRIGARIGATHANKYOU! 

JST 2009 mais que amigos, somos uma familia! 

Participar do Junior Study Tour foi uma honra ! 

Conhecer o pais dos meus av6s, aprender sobre a cultura 

Okinawana, alem de conhecer pessoas de vario s  paises 

com cultura e costumes diferentes, porem todos com algo 

em comum, todos nos somos Uchinantchu (ou pelo menos 

descendentes) ! 

No comes;o fiquei com um pouco de receio e preocupada, 

pois nao sabia se conseguiria me comunicar, se iriam gostar 

de mim e se conseguiria fazer amigos (afinal nos iriamos 

passar apenas l semana j untos) ,  mas no final deu tudo 

certo. 

Nao 碩o simples resumir essa viagem em algumas palavras, 

mas posso dizer que foi, com certeza, a MELHOR! Todos os 

dias foram muito divertidos, mas, particularmente, destacaria 

o dia do campfire (acho que para a maioria das pessoas foi o 

melhor de todos). Nao sei exp Ii car ao certo o motivo, mas foi 

o dia mais marcante para mim (isso nao quer dizer que nao 

me Jembre dos outros dias, pelo contrario lembro-me de Cada 

instante, como a festa surpresa do Kintyan e da Natsuki, os 

apelidos, as caretas que faziamos para tirar a foto, as brincadeira, 

as noites que passamos acordados). 

0 que mais surpreendeu foi que mesmo e stando em 

Okinawa, um lugar do outro lado do mundo em relas;ao ao 

Brasil, me senti como estivesse em casa. 

Antes dessa viagem nao sabia o significado de ser um 

Uchinantchu do sentimento de "ityaribatyou" ,  mas durante 

e s sa  viagem aos poucos fui descobrindo, e hoj e tenho 

muito orgulho de dizer que sou uma Uchinantchu e de ter 

conhecido esse sentimento tao incrivel .  

Nem tenho palavras para descrever os  participantes do 

JST 2009,  definitivamente silo os  melhores ! Nao somos 

ap enas  amigo s ,  mas s o m o s  uma FAM I L I A  ( como  o 

Shun-Okinawa- havia dito no sayonara paty) e com certeza 
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quando vo ltarmos a Okinawa iremos dizer "tadaima" 

(segundo o Diego-Peru), afinal nao foi uma despedida, pelo 

menos para mim. Essa foi minha primeira visita de muitas 

outras a Okinawa. Estou esperando ansiosamente por 20 1 1 , 

espero reencontrar todos no Uchinatchu Taika. 

Quero agradecer a todas as pessoas que me deram essa 

oportunidade e as pessoas que fizeram dessa viagem a 

melhor ! 

Muito obrigada ! Thank you very much! Muchas gracias ! 

Dommo arigatou gosaimassu ! Merci ! 

OBRIGARIGATHANKYOU! 
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カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

沖 縄 の 文化 は 好 き です。 前 か ら 沖 縄 へ行 き た い と
い う 願 い は大 き か っ た です。 そ の 素晴 ら し い 島へ行 く
チ ャ ン ス を 見逃す こ と な く 、 で き る こ と はや り ま し た。
素睛 ら し い経験で し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は私の人生 の 中 で一番楽 し
か っ た旅行です。 沖縄だ け で は な く 、 カ ナ ダ、 ペルー 、
ボ リ ビア の 文化や歴史 に触れ る こ と が で き ま し た。

飛行場 に つ い た 時か ら さ よ う な ら パー テ ィ ま で、 沖
縄で過 ご し た 時 間 は素睛 ら し か っ た です。 私 の想像 よ
り も 、 雑誌やポ ス ト カ ー ドで見た景色 よ り も 、 沖縄は
本 当 に素晴 ら し い 島 です。 そ こ で見た海 は ど こ よ り も
美 し く て 、 絶対に忘れ ま せん。

沖 縄 の 美 し さ よ り も 心 に ひ び い た も の は ウ チ ナ ン
チ ュ の 心 の 温 か さ です。 本 当 に優 し い 方 々 で 、 親切 に
出 迎 え て く れて く れま し た。

ホ ー ム ス テ イ で は お ば あ ち ゃ ん の 生 ま れた場所、 名
護 市 の き れ い な海 を 見 る こ と が で き ま し た。 そ れ も 、
親切 に 出迎 え て く れた 心 の や さ し い親戚 の 方 々 の お か
げです。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー の 皆 さ ん と 過 ご し た 一週 間
は と て も 忙 し か っ た です。 一 日 目 か ら 去年の参加者 と
一緒 に 、 み ん な が 仲 良 く な る よ う に 、 強い き ず な を作
る よ う に 、 い ろ ん な こ と をや り ま し た。

二 日 目 に は私 の お じ い ち ゃ ん の 生 ま れた場所、 本部
に あ る あ の 大 き な水族館、 美 ら 海水族館へ行 き ま し た。
そ こ で はイ ルカ の シ ョ ー を 見 る こ と が で き ま し た。 そ
の 前 にG8 の 初 め て の集合場所へい き ま し た。 そ こ で、
そ の 日 お き て い た に つ し よ く を 見 る こ と も で き ま し
た。

次 の 日 は少 し つ かれ ま し た が 、 と て も 楽 し か っ た で
す。 比地大滝 ト レ ッ キ ン グ が あ り ま し た。 そ の後 、 エ

イ サ ー の練習 が あ り 、 ミ ル ク ム ナ リ と い う い踊 を な ら
い ま し た。 ばん ご飯 は み ん な 一緒 に つ く っ たバ ーベー

キ ュ を食べま し た。
24 日 に は素晴 ら し い 首里城や那覇 に あ る 美術館 を 見

学 し て 、 三味線で安里屋ユ ン タ を な ら い ま し た。
25 日 に は沖縄県平和祈念資料館へい っ て 、 戦争時代

を 過 ご し た 方 の お話 を 聞 い て 、 そ の つ ら さ を 知 っ て 、

と て も 感動 し ま し た。 そ の後 ス タ ッ フ の 皆 さ ん と 一緒
に那覇の街を散歩 し ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で過 ご し た 一 週 間 は と て も
素敵で、 夢 の よ う で見学 し た 素晴 ら し い い と こ ろ や友
達 と 作 っ た 思 い 出 や新 し い経験、 沖縄で学んだ文化、
すべて を 、 絶対 に忘れ ま せん。

最後 の 日 、 さ よ う な ら パー テ ィ で は皆 さ ん に お別れ
を い う 時 に は涙 を こ ら え る こ と は で き ま せ ん で し た。
そ こ でつ く っ た き ずな は永遠 に続 き ま す。

沖縄へ行 く こ と は私の夢で し た。 こ ん な 素晴 ら し ぃ、
い体験 を い ろ ん な方 にすす め た い と 思い ま す。

こ の機会 を 与 え て く れて 、 私 に 素敵な夏休み を 与 え
て く れた 、 沖縄県知事、 沖縄県人会 、 すべて の 皆 さ

二:i。
す。

い ま は心か ら い う こ と が で き ま す 、 ］

JUNIOR STUDY TOUR 2009 

Sempre tive a vontade de conhecer Okinawa, adoro a 

cultura uchinanchu, entao estar naquela terra maravilhosa 

foi uma oportunidade que nao deixei escapar, nao importa o 

sacrificio que tive que fazer, valeu muito a pena. 

0 Junior Study Tour foi, sem duvida, a melhor viagem 

em toda a minha vida. Poder aprender sobre a hist6ria e 

cultura, nao somente a uchinachu, mas tambem a de outros 

paises como Canada, Peru, Bolivia… 

Desde o momento em que cheguei ao aeroporto ate o 

Sayonara Party, minha estadia em Okinawa foi esplendida. 

Okinawa e uma i lha maravilhosa, muito mais linda do que 

as fotos de revistas ou postais podem mostrar. Suas praias s 

ao uma das mais belas que ja vi, e jamais esquece-las. 

Alem da beleza radiante de Okinawa, outra coisa que me 

tocou muito, foi a forma como fui bem recebida, as pessoas 

sao muito gentis e amigaveis, e eles realmente fizeram me 

sentir em casa. 

Comec;ando pelo homestay tive a oportunidade de conhecer 

algumas praias um pouco da cidade de Nag6, cidade natal 

de minha av6, grac;as a colaborac;ao de meus familiares que 

me receberam de brac;os abertos 

A semana em que estive reunida com membros de varios 
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paises foi bem agitada. Desde o primeiro dia tivemos varias 

atividades em grupo, realiz.ada pelo grupo de antigos participante 

do Junior Study Tour, proporcionando o entrosamento entre 

os participantes e criando entre n6s um grande vfnculo de 

amizade . 

Ja no segundo dia fomos ao enorme Okinawa Churaumi 

Aquarium, localizado em Motobu, cidade natal de meu av6 e 

assistir ao show de golfinhos, mas antes fizemos uma parada 

no lugar onde ocorreu o primeiro encontro do G-8 e aproveitamos 

para ver o eclipse solar que estava acontecendo. 

0 dia seguinte foi bem exaustivo, mas valeu a pena, pois 

foi muito divertido . Fizemos uma longa e linda trilha, mais 

tarde ainda tivemos a pratica de Eisa, em que aprendemos 

a tocar a musica Mirukumunari e depois de tudo um belo 

churrasco preparado por n6s mesmos. 

No dia 24 visitamos o magnffico templo Shuri, o Museu 

de belas artes em Naha e aprendemos a tocar a musica Asadoya 

Yunta no sanshin. 

No dia 25 foi um dia muito emocionante, pois pude aprender 

um pouco mais da hist6ria okinawana, aodescobrir no Museu 

da Paz, o sofrimento que muitas familias passaram durante 

a guerra contra os Estados Unidos.  E depois fomos passear 

pelas ruas de Naha juntamente com o grupo do STAFF. 

Esta semana foi mesmo incrivel, surreal, j amais irei me 

esquecer de todos os lugares que vis i te i ,  os momentos 

maravilhosos que tive com meus amigos, as novas experiencias, 

tudo aquilo que consegui aprender sobre a cultura e os valores 

ensinados. 

0, ultimo dia, no Sayonara Party, foi impossfvel conter as 

lagrimas ao me despedir de todos, pois criamos verdadeiras 

amizades, que eu tenho certeza que durarao para sempre. 

Estar em Okinawa foi  a realizai;:ao de um sonho, agora 
gostaria de incentivar outros jovens a participar deste evento 
maravilhoso 

Por esta oportunidade, agradei;:o a Associai;:ao Okinawa · 
de Campo Grande, bem como o Governo de Okinawa, 
por propiciar as melhores ferias de minha vida. Agora eu 
realmente consigo dizer: Eu amo Okinawa! 
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在亜沖縄県人連合会

言葉に表せ な い一つ の感覚

成長 し て い く の と 同 時 に ウ チナ ン チ ュ ー 文化 に つ い
て巽味が湧いた。

そ し て 、 沖縄県 が若者 向 け に短期 間 留 学 を 実施 し て
い る 事 を 知 り 立候補 を し ま し た。

そ の 時は選ばれ な か っ た が 、 今年 も う 一度 立候補 を
し ま し た。

あ る 日 突然 「 沖縄に行 く こ と が 決 ま っ た よ ！ 」 と い
う 電話 を 受 け た 時 は 、 何が な ん だ か分か り ま せ ん で し
た。 気 が つ く と 沖縄行 き ま で 3 ヵ 月 が迫 っ て い ま し た。
僕は必死 に 、 一緒に行 く 子 （今 で は 良 き 親友） 仲宗根
啓 と 共 に 沖縄行 き の 準備 を始 め ま し た。

き つ い タ ン ゴの練習何時間 も 一 生懸命す る う ち に そ
の 時が 近づ く の を感 じ ま し た。

そ し て 、 つ い に待 ち に待っ た そ の 日 がや っ て き ま し
た。

切 な さ いや緊張感、 そ し て 喜び。 色 々 な感清が 一斉
に ざわ め き 、 7 月 14 日 に な っ て も

訳が分か ら ず、 そ の 地 （沖縄） に 着 い て か ら 数分が
過 ぎ て も 、 僕 の 心臓 の 高 鳴 り が止 ま ら ず、 遠い道の り
と 初 め て 会 っ た親戚 に 迎 え ら れた 時の感動 は忘れ ま せ
ん。

沖縄で親戚 と 過 し た 4 日 間 は と て も 感動的で し た。
親戚 と 知 り 合い 、 自 分のひいひいお じ い ち ゃ ん が築 き
あ げた 家 を 知 り 、 家族 ら の エ ピ ソ ー ドや歴史の あ る 場
所 を知 り ま し た。

7 月 2 1 日 に ウ エルカ ム ・ パ ー テ ィ ー で沖縄に い る 僕
の 友人 も ツ ア ー 参加者の 一 人で あ る 事 を 知 り 、 と て も
驚 き ま し た。 最初 は 、 色 ん な 国 、 文化そ し て言葉の違
う 人達 と 過す な んて ． ． ． ど う な る 事だ ろ う と 不安 で し た
が 、 互い に慣れ な い 日 本語 を 間 に入れ な が ら 会話 を す
る う ち 最初 の 緊 張 が 時 間 と と も に解れ居心地良 く な り
ま し た。

県庁や万国津梁館 を訪れた後 巨大な水族館、 美 ら 海
水族館 を見学 し ま し た。

それか ら 、 海へ行 っ た後 一 日 の締 め に各 国 の紹介 を
し ま し た。 と て も 楽 し か っ た です。

翌 日 は 、 自 然 に つ い て 学 び ま し た。 滝 の 周 辺 を 歩
き 、 み ん な でバ ー ベ キ ュ ー を し た り 飲 み 物 を 作 っ た

り 、 ゲー ム を し た後 は キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し ま し た。
素敵な瞬間 で し た。

首里城 に も 行 き ま し た。 沖縄県立博物館 ・ 美術館 に
も 行 き ま し た。 平和 いや社会 に つ い て も 学び ま し た。
全て が感動 的 で し た。

最終 日 の さ よ う な ら パー テ ィ ー で は あ っ と い う 間 に
時 間 が過 ぎ ま し た。

エ イ サ ー を 踊 り 、 シマ ン チ ュ ー を 唄 い そ こ に居た誰
も が別 れ を 惜 し ん で い ま し た。

し か し そ れ は終わ り で は な く 、 そ の 瞬間 、 そ の 日 か
ら 僕達 の 友情 が 大 き く な り ま し た。

僕達を つ な ぐ ウ チナ ンチ ュ ー と い う 絆が 僕 の 中 で こ
の 瞬間 に も 僕 自 身が ウ チナ ンチ ュ ー で あ る と い う こ と
を感 じ さ せ る の です。

こ の留学はふれ あ い 、 学ぶ こ と を 教え て く れ る と て
も 感動的で大切 な も の だ と 思い ま す。

こ の ツ ア ー で過す 日 々 は言葉 で は表せ ま せん。 僕 が
過 ご し た 瞬間 は本 当 に言葉では説明 で き ま せん。 そ し
て他 と な い強い気持 ち が 心 を 強 く 打 ち 、 た く さ ん の 思
い 出 、 ま た と な い瞬間 を過 ご し 、 今 と な っ て ウ チナ ン
チ ュ ー で あ る こ と が どれ ほ ど の 意 味 を 持 っ て た の か を
知 る こ と が で き ま し た。 僕 に と っ て 夢の よ う な 日 々 で
あ り 、 こ れ ま で の 人 生 に お い て最高 の経験で し た。 最
後 に こ の ツ ア ー を 可 能 に し て く れた全て の 関係者、 ス
タ ッ フ の 人達、 参加者、 在亜沖縄県人連合会 の 皆様、
僕達の 地 を 知 る チ ャ ン ス を 与 え て く れ た 事 を感謝致 し
ま す。 そ れか ら 、 沖縄県庁 の 皆様 に も 感謝 を 表 し ま す。
一生忘れ ら れな い経験 を さ せて く れて あ り が と う ご ざ
い ま す。 イ チ ャ リ バ チ ョ ー デ ヒ ダテ ィ ナ ア ガ“私
達は皆兄弟 で あ り そ れ を 隔 て る 壁 は な い”

UNA SENSACION INDESCRIPTIBLE. 

Al crecer empece a darle mas interes a la cultura Uchinanchu. 
Al enterarme que por medio de la Prefectura de Okinawa 
habian Becas para adolescentes ,me presente.muy ansioso,la 
primera no pudo ser . 

En el 2009,me postulo nuevamente, a las semanas de dar la 
entrevista me llaman y me dan la gran noticia,"VAS A VIAJAR 
A OKINAWA",yo sin entender ,no caia. Faltaban 3 meses 
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para el viaje, durante ese tiempo estuvimos organizando 

y preparando todo con mi compafiero y actualmente mi 

amigo(Key Nakasone) . Las duras y extensas c lases  de 

milonga (Tango) horns y horns prnticando.Cada vez faltaba 

menos. llego el momento tan esperdado , ansioso, nervioso , 

todas las sensaciones juntas , no reaccionaba , el 1 4 de Julio , 

comienza la travesia. a minutos de llegar a tierra (Okinawa) 

Despues de tanto viaje , tenia mucha ansiedad por tocar 

tierra y mucho nerviosismo por ver y conocer a mis familiares . 

al llegar , mi corazon latia a unas revoluciones altisimas , 

me encuentro c o n  m i s  t io s ,Un momento l ind i s imo . 

Los  primeros 4 dias de home stay en Okinawa fueron 

impresionantes,Conocer a todos mis familiares , conocer 

la casa que mis tatarnbuelo construyeron , escuchar sus 

historias , conocer lugares historicos. El 2 1 de Julio comienza 

el JST" en el welcome party me encuentro con la sorpresa 

que un amigo mio de Okinawa tambien participaba del tour. 

Al ser todos de diferentes paises , culturns e Idiomas, 

pense que iba a ser un caos o imposible la comunicaci6n, 

pero no lo fue , el Japones de por medio , los primeros dias 

muy nervioso pero al pasar Las horas me iba sintiendo cada 

vez mas comodo. 

Visitamos la Prefecturn , visitamos Bokoku Shinryokan. 

Luego fuimos al impresionante Acuario Churaumi, despues 

a la playa y al termino del dia dimos nuestra presentacion 

del pais ,  muy divertido . El s iguiente dia estudiamos lo 

que es la naturnleza varios juegos y la fogata , muy lindo 

momento. 

Visitamos el castillo Sauri, observamos el Museo Prefectural 
y el de Bellas Artes, estudiamos sobre la paz y la sociedad, 

muy emotivo todo . 
El ultimo dia en el sayonara party ,paso todo muy rapido, 

bailamos eisa,cantamos shimanchu ,nadie queria despedirse , 
era un momento horrible. 

pero nada terminaba, desde ese momento y dia era donde 
nuestras amistades comenzaban a crecer,en donde armamos 
ese lazo que nos une,ser Uchinanchu. 

en estos momentos siento un sentimiento Uchinanchu 
muy fuerte dentro mio. 

esta beca es real mente importante,impresionante lo que te 
hace ver y sentir. 

nose puede describir lo que uno vive en este tour. 
lo que vivi es inigualable ,realmente entiendo que tan 

rmportante es ser Uchinanchu. 
fue todo como vivir un suefio,muy muy emosionante,fue 

la mejor experiencia que cambio muchisimo mi vida. 
quiero agradecer a todos 1 os que hicieron este viaje  posible, 

a los chicos d e staff,participantes, al Centro okinawense en 
la Argentina , por darnos la posibilidad de conocer nuestra 
tierra . 

estoy inmensamente agradecido,muchas gracias a la 

prefectura de okinawa por pe1mitirme vivir esta inolvidable 

experencia . 
. . Ichariba choode, nuu hidatina aga·· : 

todos somos hermanos ,y entre nosotros no existe barrera 

alguna. 
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NAKASONE NICOLAS CRISTIAN · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ ・ ー ・ ・ ・ - - - ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ - - - ・

1 8 歳 2 世· - - - - - ・・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・

アルゼンチ ン共和国 Argentine Republic · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ー ・
在亜沖縄県人連合会

忘れ ら れな い経験

ア ルゼ ン チ ン 代表 と し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー 2009 に参加 し ま し た。

こ の 2 週 間 を 言葉で表すの は と て も 不可能です。 こ
の 2 週 間 で の 出来事は と て も 感動 的 で し た。 他 の メ ン
バ ー と 過 ご し た 忘れ ら れ な い さ ま ざ ま な 瞬間 に よ っ て
僕 は 、 こ の 留学で ウ チナ ンチ ュ ー で あ る と い う こ と が
どれほ ど大切 な こ と か を 知 り ま し た。

そ し て 、 他 の 国 の 子 た ち と 強い絆 を 築 け ま し た。 ま
ず始め に 、 在亜沖縄県人連合会 の 皆様 に感謝 を 致 し ま
す。 推薦 を し て く れて あ り が と う ご ざい ま す。 そ し て
沖縄県庁 の 皆様 こ の様な企画を作 っ て く れて あ り が と
う ご ざい ま す。 生 ま れ て初 め て の 一 人旅 で し た。

空港で書類の手続 き に少 し戸惑っ た も の の先 に進む
こ と が で き ま し た。 こ の と き 他の 言葉 を 知 る 必要 が あ
る と 感 じ ま し た。 こ の と き 父 が い つ も 言 う セ リ フ 、 “ な
ん く る な い ざ ’何 と か と か な る さ を 思 い 出 し ま し た。
長 く つ ら い フ ラ イ ト での疲れ は み ん な の暖かいお 出 迎
え に よ っ て 吹 き 飛びま し た。 今 で も 、 歓迎 を し て く れ
た人達の喜びに満 ち た表情、 深い感情 を 思 い 出す た び
に涙が あふれま す。 最初、 メ ンバ ー に会 う ま で緊 張感
と 待 ち き れな い気持 ち でい つ ばい で し た。 し か し 、 歓
迎パ ー テ ィ ー の ゲー ム 、 歌、 踊 り 、 会話 を し た お か げ
で、 参加者 と の 距離が狭ま り 兄弟 と し て コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 る こ と が で き ま し た。
そ う 、 あ の セ リ フ の よ う に“イ チ ャ リ バ チ ョ ーデ”

世界で 2 番 目 に 大 き い水族館、 美 ら 海 に 行 き ま し た。
そ れか ら 、 比地大滝ヘ ト レ ッ キ ン グ し ま し た 。 自 然の
美 し さ を 知 り ま し た。 環境、 環境保護 に つ い て 学びま
し た。

首里城、 沖縄県 立博物館 ・ 美術館 に も 行 き ま し た。
こ こ で僕達の祖先 に つ い て 文化や し き た り 、 現代へ と
続 く 生活習慣な ど を 学びま し た。 テ ン ブ ス 館で は三線
を 習 っ た ほ か沖縄の花ハイ ビス カ ス でお皿 をペイ ン ト
し ま し た。 訪問先の 中 で一番印象 に 残 っ て い る の は沖
縄県平和祈念資料館です。 戦没者の 中 に 自 分のひいお
じ い ち ゃ んの名 前 を 見つ け た 時の 悲 し さ 、 戦争 を 生 き
延びた人の話が印象強か っ た です。

一番驚い た事は、 琉球國祭 り 太鼓のハル と ナ ミ と 与

那嶺あ き ら さ ん に 再会 し た こ と です。
ア ルゼ ン チ ン 沖縄県人移住 1 00周 年記念式典の と き

協力 を し て く れ ま し た。
お か げ で式は大成功 で し た。 僕 は琉球國祭 り 太鼓 の

ア ルゼ ン チ ン支部 の 一員 と し て 国 吉 と し ひ ろ さ ん に と
て も 感謝 を し て い ま す。 エ イ サ ー を 教 え て く れ た 事や
沖縄の メ ンバ ー 達 と 一 緒に踊 ら せて く れま し た。 彼 ら
と と も に舞台 で踊れた こ と は僕 の誇 り です。

そ し て 、 僕 達 が 踊 っ た タ ン ゴ“ タ キ ト ミ リ タ ル”

を 教 え て く れ た オ ス バル ド ・ カ ンパ ロ 先 生 に も 感謝 を
致 し ま す。 沖縄の親戚、 それか ら こ の 素 敵 な ツ ア ー の
成功 の た め に携 わ っ た 方々 、 本 当 に あ り が と う ご ざい
ま す。 協力者やボ ラ ンテ ィ ア 、 メ ンバ ー 、 ス タ ッ フ の
方々 、 僕 は一 緒に過 ご し た 事 を 一 生忘れ ま せ ん。 ま た 、
いつ か沖縄に戻 っ た 時 、 皆 さ ん を 再会 で き る の を 楽 し
み に し て い ま す。 い ろ い ろ お世話 に な り ま し た。 本 当
に あ り が と う ご ざい ま し た。

Una experiencia inolvidable 

Como representantes de la Argentina, hemos participado 
de! Junior Study Tour 2009. 

Me es imposible expresar en palabras lo que he vivido en 
estas dos semanas. Fue una experiencia increible. Compartimos 
con los demas miembros, momentos unicos e inolvidables. 
En esta beca he aprendido la importancia de ser un Uchinanchu 
y pude hacer un lazo inseparable con los chicos descendientes 
de Okinawa de diversas partes del mundo. 

En primer lugar quiero agradecer a los miembros del 
Centro Okinawense en la Argentina, por habernos elegido 
y a la Prefectura de Okinawa por organizar este evento tan 
valioso. 

Fue la primera vez que viaj amos so los ,  y a pesar de 
los inconvenientes que se presentaron con respecto a la 
documentaci6n en los aeropuertos ,  pudimos enfrentarlo y 
salir adelante, y valorar la importancia de conocer varios 
idiomas. 

Esto me hizo acordar lo que siempre escucho decir a mi 
padre : "NANKURUNAISA" ("siempre es posible") 

A pesar de! largo y agotador viaje ,  la calida bienvenida 
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con  l a  que  fuimos  r ec ib idos  h izo  que e l  c an sanc io  

desapareciera . Aun despues de  haber finalizado , puedo 

recordar las caras de emoci6n y felicidad con las que nos 

recibieron. Fue un sentimiento muy profundo que de solo 

pensarlo, se me llenan de lagrimas los ojos. 

Al principio estuve muy ansioso y nervioso por conocer 

al grupo .  Pero gracias a la fiesta de bienvenida, en donde 

realizamos varios juegos, cantos ,  bailes, charlas pudimos 

atravesar esa barrera que nos separaba y comunicarnos r 

ap idamente como hermanos ,  como la  frase que d ice  

"ICHARIBACHOODE" .  

Conocimos el  segundo acuario mas grande de l  mundo, 

Chura Umi e hicimos una caminata al Hij iootaki, en donde 

pudimos apreciar la belleza de la naturaleza, conocer sobre 

el medio ambiente, su cuidado; visitamos el castillo de Shuri, 

el Museo Prefectural y de Bellas Artes, en donde pudimos 

observar y escuchar la historia de mis antepasados ,  sus 

tradiciones culturales, sus costumbres que fueron transmitidas 

a traves del tiempo. 

En Tempusukan, aprendimos a tocar el Sanshin y realizar 

laqueados sobre platillo, con la :flor tipica de Okinawa, el 

Haibisukasu. 

La visita que m邸 me conmociono fue el Museo Conmemorativo 

de la Paz. No puedo olvidar la sensaci6n que tuve dentro de 

mi, al ver los nombres de mis dos bisabuelos fallecidos durante 

la guerra y al escuchar el relato de un sobreviviente. 

La sorpresa mas grande que me lleve fue encontrarme con 

Haru, Nami del grupo Ryukyukoku Matsuridaiko y Yonamine 

Akira-san, a quienes aprecio mucho por el gran esfuerzo y 

dedicaci6n que tuvieron para que se pudiera realizar con exito 

el Centenario de la Irunigraci6n Okinawense en la Argentina. 

Yo como miembro de Ryukyukoku Matsuridaiko filial 

Argentina, le estoy muy agradecido a Kuniyoshi Toshihiro-san 

por ensefiarnos el Eisa, y por haberme dejado bailar junto a 

los miembros de Okinawa. Para mi fue una sensaci6n muy 

impresionante y todo un orgullo estar en el escenario junto 

a ellos. 

Bailamos la milonga "Taquito Militar", en donde estamos 

muy agradecidos al profesor Osvaldo Camparo por el gran 

esfuerzo y por apoyarnos. 

A los familiares de Okinawa y a todos los que colaboraron 

para que pudiera realizar esta experiencia hermosa, muchas 

gracias por todo. A los participantes, colaboradores, voluntarios 

y miembros del Staff. Jamas olvidare los momentos que 

pasamos juntos .  Espero con ansias el dia en que vuelva a 

Okinawa y pueda encontrarme con todos huevamente. 

IRO IRO O SEWA NI NARIMASHITA!  HONTOU NI 

ARIGATOUGOZAIMASHITA! 
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中村 利沙

RISA NAKAMURA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 4 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ボ リ ビア共和国 Republic of Bolivia - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ボ リ ビア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て

七 月 十 四 日 、 私 は 日 本 の 沖縄県へ と 出発 し ま し た。
私は、 以前か ら 沖縄 に 対 し て の 強 い 想 い が あ っ た の で、
日 本行 き が決 ま っ た 時、 少 し 信 じ ら れな い気持 ち で い
っ ぱい で し た。

小 さ い 頃私は、 自 分 のルー ツ は沖縄県 に あ る と い う
事 に、 あ ま り 興味 が な か っ た け れ ど、 中 学生 に な り 、
沖縄戦や沖縄県か ら ボ リ ビ ア ヘ移民 し て来た事な ど を
日 本語 の授業 を 通 し て色 々 勉強 し て い く う ち に、 も っ
と 沖縄 に つ い て知 り た く な り ま し た。 そ し て、 実 際 に
祖父や祖母た ち の故郷へ行 っ て 自 分 の体で ウ チ ナ ー に
触れた い と 思 う よ う に な り ま し た。 こ の よ う な い ろ い
ろ な想 い が、 私 を こ の ツ ア ー に応募 し た い と 言 う 気持
ち を お こ さ せた の で し た。

沖縄県 に 着 い て、 初 め て 口 か ら 出 た言葉 ・ • それは、
「暑 い。 」

夜な の に、 ま る で オ ー ブ ン の 中 に 居 る か の よ う な暑
さ で、 ク ー ラ ー が無い と 寝 ら れな い く ら い で し た。 四、
五 日 程、 ホ ー ム ス テイ 先でお世話 に な っ た後、 い よ い
よ J S T が 「か んぽ レ ク セ ン タ ー」 で始 ま り ま し た。
参加 し て い た 国 々 の学生は沖縄県 内 を は じ め、 ブ ラ ジ
ル、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 ア ルゼ ン チ ン、 ペル ー 、 キ ュ
ー バ、 メ キ シ コ 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 、 そ し て、 ボ リ ビ
ア で し た。 ボ リ ビ ア か ら は、 私一 人だっ た の で、 正直
不安で送 っ て く れ た ホ ー ム ス テイ 先 の お じ さ ん に は、
「帰 ら な い で。 」 と い う 気持 ち で し た。 で も 、 楽 し い レ
ク リ エ ー シ ョ ン が あ っ た お かげで、 初対面で も ず っ と
前か ら 知 っ て い る よ う な感覚で友達 に な る 事が 出 来 ま
し た。 「 さ っ き ま で の 不安は、 ど こ へ い っ た の だ ろ う 。 」
と 、 い う 感 じ で し た。 そ し て、 今で も 覚 え て い る の は
県 内参加者の子達が私 に 、 「 日 本語が、 上手 い ！ ！ 」 と 、
言 っ て驚 い て い た こ と です。

こ の 七 日 間で、 自 然、 歴史、 文化、 平和、 社会学習
を や り 、 こ の 様な体験学習 を通 し て沖縄 を改めて知 る
こ と が 出来、 今 ま で以 上 に 沖縄が大好 き に な り ま し た。
ど の 学習 も 本 当 に 良か っ た の ですが、 そ の 中 で も 私 の
心 に 残 っ た の は平和学習 と 歴史 ・ 社会学習 です。 平和
学習 は、 日 ボ校で も 沖縄戦 に つ い て何度か勉強 し て き
た の ですが、 実際 に ひめ ゆ り の塔や、 平和祈念資料館

へ行 っ た 時 は、 なぜかず っ と 鳥肌 が 立 っ て い ま し た。
そ れ は 多分、 平和祈念資料館で 見 た 沖縄戦 の 写真や、
壕 の 中 で泣 く 赤ん坊の 鼻 と 口 を 女性が辛そ う な顔で押
さ え て い る 様子 を 再現 し た人形が薄暗 い 所 に 置 い て あ
る の を見たか ら だ と 思 い ま す。 そ の 人形な ど を見て私
は、 「 お じ い や お ば ぁ 達は、 こ ん な 残 酷 な 時代 を 乗 り
越 え て き た んだな ぁ 。 」 と 、 改めて感 じ ま し た。

そ し て、 歴史 · 社会学習 では ウ チナ ー ン チ ュ ー の移
民 に つ い て、 講話や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 し て色 々 学び
ま し た。 ボ リ ビ ア だ け で は な く 、 ペ ル ー や ブ ラ ジル、
ア ルゼ ン チ ン な ど へ の 他国 の移民 に つ い て も 知 る こ と
が出来て 良か っ た と 思 い ま す。

最初は、 長 い と 思 っ て い た こ の 七 日 間 は、 あ っ と い
う 間 に 終わ り に 近づい て い ま し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ
では、 た ぶん私が最初 に泣 い た と 思 い ま す。 別 れ る の
は、 本 当 に 辛 い こ と です。 けれ ど、 デ ィ エ ゴ （ペル ー

国 の参加者） が言っ て い た様 に、
「沖縄は僕達 の 家 だ。 だか ら 、 今は“ さ よ う な ら ” じ ゃ 、
な く て、 “ い っ て き ま ず’。 そ し て、 い つ か ま た 沖縄 に
戻 っ た 時 は“た だ い ま ” と 言 い た い。 」
こ の言葉は、 本 当 に 深 く う なずか さ れ ま し た。 私達は、
住む場所 も 、 話す言葉 も 違 う けれ ど確か に ウ チ ナ ー ン
チ ュ ー の 血が流れて い る の です。 こ の血が流れ続け る
限 り 、 私達は ま た沖縄 に 帰 っ て こ ら れ る の だ と 思 え ま
し た。 J S T で、 私は本 当 に最高 な学び を 得 ら れた の
で は な い か と 思 い ま す。 こ の 学びは、 言葉で は 上手 く
ま と め る 事 は 出来な い けれ ど、 こ の 経験は将来 自 分 に
と っ て 何か、 プ ラ ス に な る と 思 い ま す。 こ れか ら も 、
ず っ と J S T は あ っ て欲 し い です。 私は、 こ の J S T
に 関わ っ た全て の皆 さ ん に感謝 し た い と 思 い ま す。

それか ら 、 少 し 大げさ か も し れな い けれ ど、 世界 に
移民 し て い っ た ウ チナ ー ン チ ュ ー の 方 々 に も 感謝 し た
い です。 も し、 私 の お じ い や おば あ がボ リ ビ ア に 移民
し て い なか っ た ら J S T で最高 な仲 間 に 出会 え な か っ
た と 思 い ま す。 沖縄県 も 、 私が住んで い る カ タ カ ナ の
“オキナ ワ ’ ' も 同 じ く ら い大好き です。

沖縄 の 地 に2週 間 居 た と い う こ と は、 今で も 夢 の よ
う です。 い つ か、 き っ と 沖縄 に 帰 り た い です ！ ！ 最高
な 思 い 出 を あ り が と う ！ TE AMO OKINAWA! ! !  
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Mis impresiones del Junior Study Tour 

El dia 14 de Julio del 2009, parti con rumbo a la isla de 

Okinawa - Jap6n. 

Siempre tuve el deseo de visitar Okinawa, por eso, cuando 

me avisaron que se me present6 la oportunidad de viajar a 

Jap6n, simplemente no lo podia creer. 

Cuando era pequefia, no sentia la necesidad de conocer 

sobre la  tierra de mis ancestros :  Okinawa. Sin embargo, 

cuando ingresも al nivel intermedio, en mis clases del idioma 

j apones, tuve la oportunidad de aprender sobre la Guerra, 

los efectos que caus6 la guerra en la Prefectura de Okinawa, 

la Inmigraci6n de los okinawenses a Bolivia, y otros asuntos 

que me motiv6 a estudiar mas sobre Okinawa. As i  fue 

aumentando mis ganas de visitar la tierra donde nacieron 

mis abuelos y sentir personalmente c6mo es Okinawa. 

Mi primera impresi6n al pisar la tierra de Okinawa era: 
··Que Calor·· , 

Era de noche pero el calor reinante hacia sentir que estaba 

dentro de un fog6n, sin la ayuda del aire acondicionado no 

se podia dormir. 

Despues de permanecer 4 a 5 dias en casa de mis familiares, 

empez6 el Junior Study Tour en el Centro de Recreaci6n 

KA畑0.

Los participantes eran estudiantes de la  Prefectura de 

Okinawa, ademas de participantes del exterior como : Brasil, 

Estados Unidos,  Canada, Argentina, Peru, Cuba, Mexico, 

Nueva Caledonia y Bolivia. 

Yo era la 血ica representante de Bolivia. Por eso me sent 

ia muy insegura e intranquila. Tanta era la desesperaci6n, 

que cuando me llevaron al lugar de reunion, les pedia a mis 

familiares que no se vayan, que no me dejen sola. 

Pero gracias a los juegos recreativos preparados por los 

organizadores ,  e l  temor fue desapareciendo y senti que 

todos los participantes eramos conocidos desde hace mucho 

tiempo. A d6nde se fue esa tension que senti al principio? 

Recuerdo que m i s  amigo s y amigas  j ap o n e s a s  s e  

asombraron y m e  decian:  "Hablas muy bien e l  Japones ! " .  

En  e s t o s  7 d i a s  d e l  To ur ,  p u d e  c o n o c e r  s o b r e  l a  
Naturaleza, Historia, Cultura, Estudios  relacionados con 
la Paz y la Sociedad regional . Gracias al programa conoc 
i mucho sobre Okinawa y s iento que me gusta mucho m 
as .  Todo estuvo muy bien preparado pero la que mas me 
impresion6 fue el estudio relacionado con la Paz, Historia y 
Estudios sociales. 

En Bolivia, en el " Colegio Centro Bol iviano Japones"  
donde estudio, tuvimos la  oportunidad de  estudiar sobre la  
Segunda Guerra Mundial, especificamente referida a Okinawa. 
Por 血to, tenia algun as nociones anticipadas sobre el asunto, 
pero estar en Okinawa y conocer personalmente el monumento 

recordatorio de los caidos en la guerra como la Torre de 

Himeyuri o el Museo Hist6rico; fue muy conmovedor. En 

el Museo pude ver impresionantes recreac iones sobre la 

guerra. Habia una madre protegiendo a su hij o  tapando la 

nariz y la boca para que no grite y de esta manera no ser 

descubierto por el ej ercito invasor. Al ver esta dura imagen 

senti la cruda realidad que mis abuelos tuvieron que vivir 

durante esos dificiles e inevitables momentos hist6ricos. 

Tambien durante las clases de Hi storia y los Estudios 

S o c i a l e s ,  pude amp l i ar m i s  c o n o c imientos  sobre  l a  

Inmigraci6n d e  los Okinawenses a distintos paises n o  s6lo 

a Bolivia sino tambien al Peru, Brasil, Argentina y otros pai 

ses. 

Los 7 dias que al principio los senti largos, terminaron 

muy rapido y pronto lleg6 el dia de la  despedida. Pienso 

que fui la primera en llorar. Realmente la  despedida era 

muy triste . Sin embargo, Diego (participante del Peru) dij o  

unas palabras que m e  lleg6 a l  coraz6n: 

"Okinawa es como una casa en donde podemos regresar. 

Por eso,  no vamos a decir "Adi6s"  sino " Hasta pronto" y 

cuando volvamos aqui a Okinawa vamos a decir "Ya volvi" 

(TADAIMA)" 

Siento que fueron palabras acertadas. Todos los participantes 

vivimos en diferentes lugares, hablamos idiomas diferentes 

pero tenemos la misma sangre de nuestros ancestros que es 

Okinawa. Mientras corra sangre okinawense por nuestro 

cuerpo, pienso que tenemos un lugar a donde regresar. 

El Junior Study Tour fue un evento donde me ensefi6 

muchas cosas y que nunca podre olvidar. No <ludo que la 

experiencia adquirida en el  Tour sera de mucha utilidad 

en mi vida. Por eso, quiero que este Tour continue para 

siempre . 
Quiero expresar mi agradecimiento a todo el personal que 

hizo posible este Tour. 

Puede ser que suene un poco exagerado, pero tambien quiero 

expresar mi agradecimiento a todos los UCHINANCHUS 

pioneros de la Inmigraci6n, dispersos en todo el mundo, 

a nuestros abuelos y abuelas, que salieron de Okinawa en 

busca de nueva vida. Porque gracias a ellos hemos tenido 

la oportunidad de encontramos en este Tour y cultivar esta 

maravillosa amistad. 

Luego de esta experiencia siento mucho Amor a la Prefectura 

de Okinawa como tambien a la "Okinawa" donde yo vivo, 

que se escribe con Katakana y esta en Bolivia. 

S iento aun como un suefio las dos semanas vividas en 

Okinawa. Algun dia, sin falta te visitare de nuevo. Muchas 

gracias por los inolvidables momentos vividos !  TE AMO 

OKINAWA! !  
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ペルー沖縄県人会

JST と こ れか ら の交流について

飛行機 を 降 り た ら 、 1 5年 も の 間 忘れて い た 沖縄の心
地 よ い暑 さ に 迎 え ら れ ま し た。 そ の 後 、 空港 を 出 た ら
さ ら な る 暑 さ が 待 ち 受 け て い る こ と に気付 き ま し た。
JSTの係 り の 方 々 と 来 ら れ る はず が な か っ た 家族 が 迎
え て く れ た の です ご く 驚 き ま し た 。 挨拶 と 抱擁 を 交 わ
し 、 説明 を 受 け た あ と は24時間共 に旅 を し た友達 と 一

旦別れ正式な ホ ー ム ス テ イ が 始 ま り ま し た。
ホ ー ム ス テ イ 期 間 中 はそ れぞれ違 う と こ ろ に宿泊 し

ま し た。 最初 は き よ し お じ さ ん と かず こ お ば さ ん が い
る 与那原町、 そ れか ら は る お ば さ ん と 娘の たつ こ さ ん
が い る 那覇、 そ し て最後 に ま さ ひ ろ お じ さ ん一 家 が い
る 名 護市 に ホ ー ム ス テ イ を し ま し た 。 今 ま で に な い ホ
ー ム ス テ イ で し た。 み ん な親切 に接 し て く れ た お か げ
で落 ち 着 け て 、 気分が よ か っ た です。 で も 、 そ ん な に
甘やか さ れ る 歳 で は な い よ う な気 も し ま し た。 も し か
し た ら 2 歳 の 頃 に訪れ た 時 の感覚が彼 ら に残 っ て い た
の か も し れ ま せ ん。

み ん な の寛大 さ に は驚か さ れま し た。 沖縄中 を観光 、
ご飯 と し ゅ っ ち ゅ う に 何 か を も ら え た だ け で は な く 、
個 人 的 な 出 費 も 覆 っ て く れ る と も 言 い 出 し た の です
が 、 そ れ だ け は手続 き を 手伝 っ て く れた以外は さ せ る
わ け に は い き ま せん で し た。 そ の気持 ち は有難い の で
すが 、 時々 執拗 に言われ る 「何で も 頼ん で い い の よ 。 」
と か 「何か要 る ？ 」 は人 を 変 な気持 ち に さ せ ま す。 そ
の 上、 親族（知 っ て い る 人 も そ う で な い 人 に も ） に郵送
す る 荷物 の 協力 も し て く れ ま し た。

先祖の故郷 と 私 の 家族、 親族の歴史 を 知 る 機会 に も
巡 り 合 え ま し た。 訪 問 先 で は 、 仏壇に挨拶 が で き 、 先
祖のお墓 も 訪問す る こ と も で き ま し た。 ど の訪問先で
も 敬意 を 表 し 、 習慣 に順次、 長年守 ら れて き た伝統 を
行 い ま し た。

正直、 沖縄に ど の く ら い の 家族が い る の か知 ら な か
っ た し 、 親切 で心地 よ い歓迎 を 受 け る と は思い ま せん
で し た。 研修が 始 ま る 前の ホ ー ム ス テ イ だ け で、 貴重
な 体験 を し 、 自 分の 家系 に つ い て も っ と 知 る こ と が で
き ま し た 。 沖縄の家族 の お かげですべ き 事が で き 、 家
族間 の繋が り を感 じ る こ と が で き ま し た。

沖縄県 民 の 親切 さ に は 驚 か さ れ ま し た。 そ れ は レ

ス ト ラ ン で 出 さ れ る ご飯 の 量の 多 さ です ぐ に気付 け た
し 、 あ る 逸話 に も よ り ま す。 三線の パ ー ツ を頼 ま れて
い た の で近 く の 三線屋 に 連れ て 行 っ て も ら い ま し た。
接客 し て く れた店員 さ ん は 、 私 の 状況 を 知 る な り 特別
価格の 自 家製品 を勧 め て く れ ま し た。 2 店 目 で は 、 必
要 な も の を全部安 く 揃 え る こ と が で き 、 つ い で に 国 際
通 り の 近 く に あ っ た こ と も あ り 駐車場 を使わせて も ら
い ま し た。

1 週 間 家族 と 過 ご し た 後2 1 日 か ら JSTが 始 ま り ま し
た。 かん ぽ レ ク セ ン タ ー に時間通 り に つ い て 、 送迎 し
て く れたお ば さ ん た ち と 別れ ま し た 。 そ の 時か ら 本 当
のJSTが 始 ま り ま し た。

JSTで は 世界 中 か ら 集 ま っ た ウ チナ ン チ ュ ー で僕 と
同 じ世代の 人た ち と 知 り 合 え た だ け で は な く 、 沖縄文
化 を 維持 し 広 め て 、 ウ チ ナ ン チ ュ ー 間 の 連 絡 を 維持
し 県 民 間 の 繋 が り を維持 し よ う と す る 沖縄 出 身 の 主催
者やボ ラ ンテ ィ ア の方 々 と も 知 り 合 う こ と が で き ま し
た。 沖縄の歴史、 文化や伝統 を も っ と 知 っ た だ け で は
な く 、 他 の み ん な と 生活 を 共 に し溶 け 込 ん で い く こ と
も で き ま し た。 様 々 な 文化や地域出身であ り な が ら も 、
み ん な を 結びつ け 、 団結 さ せた感覚 を 分 か ち 合 う こ と
が で き ま し た。 僕 の典型的 な 日 本人像 は幸い に も 沖縄
の若者た ち と は合致せず彼 ら はオー プ ン で社交的 で し
た。 彼 ら は僕 た ち の 母語、 国 に興 味 を示 し て く れま し
た。 こ う い う 期待 の で き る 世代が い る こ と を嬉 し く 思
う し 、 元JST参加者 の 広 中 ひ ろ し さ ん の よ う に 連 絡 を
取 り 続 け た ら と 思い ま す。

日 程はテ ー マ 別 に 分 け ら れ、 そ れ を 下 に活軌が行わ
れ ま し た 。 田 舎や都市 を訪問 し て 自 然 と 沖縄社会 を楽
し む こ と が で き ま し た。 首里城の よ う な古い建築物か
ら 美 う み水族館の よ う な最近の建築物 も 見学が で き ま
し た。 一番典味 を惹かれた の は最近の建築物 で あ っ て
も 、 沖縄では人 工 と 自 然の調和が保たれて い る こ と で
す。 古典的 な琉球 と 現代的 が 混 じ り あ っ て い る こ と が
と て も 興味深か っ た です。 た ぶんそ の調和 と バ ラ ン ス
が 沖縄特有の 落 ち 着 き と 美 を か も し 出 し て い る の で は
な い の か と 思 い ま す。

島 と み ん な と 別れ る の はす ご く 残念だ っ た け ど 、 ま
た い つ か戻 る と 思 う し 、 そ の た め に努力 し た い と 思い
ま す。 成長 し た 姿 を 見 て ほ し い し 、 僕 は み ん な の を 見
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て み た い です。 JST に参加す る た め に 協力 し て く れ た
人 た ち の お か げで忘れ ら れ な い経験が で き た こ と に感
謝 し て い ま す。 JST を 通 し て 沖縄 の 昔 と 今 を 見 る こ と
が で き 、 僕 ら に ウ チナ ン チ ュ ー と 沖縄文化 の 未来 が か
か っ て い る と 思い ま す。

Composicion sobre el JST 

Y mantener el Intercambio de ahora en adelante. 

Bajando de! avi6n, recibi la bienvenida de! calor tropical 

de Okinawa, un calor que no habia sentido desde hace 1 5  

afios. Luego me daria cuenta de que me esperaban unos grados 

Celsius mas afuera. Para mi gran sorpresa mis familiares me 

esperaban (habia entendido que no podian recibirme alli) ,  

junto con algunos organizadores de!  JST. Tras los  saludos, 

abrazos e introducciones, me separe de mis compafieros de 

viaje de las ultimas 24 horas y empece oficialmente el Homestay 

de! programa. 

Dur皿te el Homestay me hospedaria en tres lugares diferentes :  

primero en Yonabaru (con mis tios Kyoshi y Kazuko), luego 

en Naha (con mi tia-abuela Haru y su hija Tatsuko) y despues 

en Nago (con mi tio Masahiro y su familia) . La hospitalidad 

que recibi no tuvo precedentes. La atenci6n que me brindaban 

me hacia sentir c6modo y a gusto, aunque tambien me senti 

a un poco viej o  para que me esten engriendo. Supongo que 

a血 quedaban los recuerdos de mi visita a la edad de dos afios. 

Su generosidad no conocia limites ;  no solo paseandome 

por Okinawa e invitandome y obsequiandome cosas a cada 

rato, tambien insistian en cubrir mis propios gastos (cosa que 

no pude permitir, claro, ya que hasta me habian ayudado en 

buscar y conseguirlos) .  La solidaridad es ta! que a veces uno 

se siente mal cuando insisten en que "pidas lo que quieras" o 

si 悶deseas algo?". Incluso me ayudaron para llevar encargos 

a familiares (conocidos y no conocidos). 

Tuve la oportunidad de conocer el lugar de procedencia de 

mis antepasados y enterarme sobre la historia de mi familia y 

mis familiares.  En las visitas pude dar mis respetos en cada 

butsudan e incluso llegue a visitar la tumbas de mis antepasados. 

Cada v i s ita suponia respetar y realizar las co stumbres 

correspondientes, tradiciones mantenidas a lo largo de todos 

estos afios .  

No tenia ni idea de la cantidad de familiares que residian 

en Okinawa y menos ser recibido de manera, tan amable y 

acogedora. A血 faltando comenzar el programa con los otros 

j 6venes,  con el Homestay habia pasado una experiencia 

enriquecedora, conociendo mejor sobre mi linaje .  Gracias a 
mis familiares pude cumplir con mis deberes en Okinawa y 

aparte me hicieron sentir nuestros lazos familiares. 

M e  impre s ion6 l a  bondad de sobra en  la  poblac i6n  

okinawense, que lo note en  seguida por la gran cantidad de 

cornida que le sirven en los restaurantes, pero especialmente 

resalta en esta anecdota que pase. Tenia como encargos unas 

partes de repuesto de sanshin, entonces me llevaron a un 

sanshinya cercano. El sefior nos atendio, pero enterandose de 

mi situaci6n, me aconsejo comprar las partes de su proveedora, 

que estaban a prec ios  especiales .  Luego en la segunda 

tienda, consegui todo lo que necesitaba, a un buen precio, y 

de paso, ! nos permitieron usar su parking (ya que quedaba 

por Kokusai Doori) ! 

Despues de pasar casi una semana con mis familiares, el 

JST recien estaba empezando el 2 1  de jul io ,  l legando al 

Kamporeku Sentaa a la hora japonesa y despidiendome de mis 

tias (.o primas?) que me habian llevado. Desde ese momenta 

empezaria la verdadera experiencia del JST. 

En el JST tuve la oportunidad de conocer no s6lo a j6venes 

igual que yo, uchinanchus esparcidos por el mundo, - sino 

tambien a los okinawenses organizadores y voluntarios, que 

deseaban preservar y difundir la cultura okinawense, como 

tambien establecer el contacto entre los uchinanchus para 

mantener la red mundial entre okinawenses. No s6lo conoci 

mas sobre la historia, cultura y tradici6n de Okinawa, tambien 

pude compartir la vivencia con los demas y desenvolverme 

con ellos. Pude ver que a pesar de venir de culturas y regiones 

variadas, compartiamos un sentimiento en comun que nos 

ligaba y unia. Mi impresi6n del tipico japones afortunadamente, 

no concordaba con los j6venes de Okinawa, ellos siendo muy 

abiertos y extrovertidos. Mostraban interes en los extranjeros, 

sus idiomas y del pals de la que provenian . Me alegra que 

en Okinawa exista una juventud tan prometedora y espero 

mantener estos contactos como lo hizo Hiroshi Hironaka, 

ex participante del JST. 

El itinerario estaba separado en temas, y las actividades se 

desarrollaban de acuerdo con esto. Tuvimos visitas a lugares 

rurales y urbanos, para apreciar la naturaleza y la sociedad de 

Okinawa. Pudimos conocer edificaciones antiguas como el 

Shurijyo y recientes como el acuario de Churaumi. Lo que mas 

me llam6 la atenci6n fue que a pesar de toda la construcci6n 

que se va llevando los ultimas afios, Okinawa siempre mantiene 

esa armonia entre lo artificial y lo natural. Me gusto c6mo se 

mantiene el aspecto Ryukyu de la antiguedad mezclandose 

con la modemidad japonesa. Creo que esa armonia y balance 

le da esa serenidad y belleza unica a Okinawa. 

Me apen6 mucho tener que despedirme de la isla y su gente, 

pero se que un dia regresare y por eso pienso esforzarme para 

regresar. Quiero que puedan ver el progreso que he hecho, y 

yo el de ellos. Estoy muy agradecido por todo el apoyo que 

recibi para poder participar en el JST, y vivir una experiencia 

inolvidable que ha trascendido en mi. A traves del JST pude 

ver el pasado y el presente de Okinawa, de mi depende crear 

un futuro para los uchinanchus y la cultura okinawense.  
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ペルー沖縄県人会

JST と こ れか ら 文化交流維持について

JSTは 私 が 生 き て き た 中 で も 最高 の 2 週 間 と 最高 の
経験 に な り ま し た。 ず っ と 楽 し く 、 気持 ち が こ も っ
たJSTは 、 気持 ち の い い 日 に ホ テ ル で 始 ま り 、 集 団 活
動 を行 い 、 は じ め て み ん な と 知 り 合 う こ と が で き ま し
た。 と て も 楽 し か っ た です。 特 に 、 参加 し た 踊 り が楽
し か っ た です。 初 日 で特に記憶 に残 っ て い る の は 、 み
ん な と 知 り 合 っ た 瞬 間 か ら 意気投合 し 、 そ れ が そ れ か
ら の研修で待 ち 受 け る こ と が 印 象的 に な る だ ろ う と 思
っ た か ら と て も 嬉 し か っ た です。 そ の 日 の 夜 に 、 女 の
子た ち が 私 の 部屋に集 ま っ て ト ラ ン プ を し た り 、 違 う
国 々 の お菓子 を食べた り し ま し た。 と て も 楽 し か っ た
です ！ 楽 し い 時 間 を過 ごす こ と が で き た 上 に 、 お い し
い チ ョ コ レ ー ト を た く さ ん食べ る こ と が で き ま し た。

次 の 日 、 皆既 日 食が 起 こ り ま し た ！ 見 た こ と が あ り
ま せ ん で し た か ら 、 と て も 感動 し ま し た。 み ん な 与 え
ら れた 眼鏡で皆既 日 食 を 見 て い ま し た。 か ん ぽ レ ク セ
ン タ ー を 出 た 後 、 私 が 今 ま で見た 中 で最 も 大 き い水族
館 に 行 き ま し た。 と て も 驚 き ま し た。 美 ら 海水族館の
入 り 口 か ら た く さ ん の 写真 を撮 り ま し た 。 そ れ に 、 行
く 所すべて で写真 を 撮 っ て い た か ら いつ遅れて し ま っ
て た う え に 、 バ ス の 中 で も 写真 を撮 っ て い ま し た。 バ

ス の 中 で食 べ て 、 絶対 に 忘 る こ と が で き な い 「 変顔」
も 覚 え ま し た。 そ れ か ら と い う も の 、 「 変顔」 ばか り
の 楽 し い 写真 を撮っ て い ま し た。 見 る 度 に 、 お腹 を 抱
え て 笑 っ て い ま す。 と て も お い し か っ たお弁 当 を食べ
た 後 、 記念公園 の見学が始ま り ま し た。 海 中 動物すべ
て の 写真 を 撮 っ て い ま し た。 見学後 、 イ ルカ シ ョ ー を
見 に 行 き ま し た。 芸 を す る イ ルカ を 見 る の は と て も 楽
し か っ た です。 水族館見学後 、 海 に 行 き ま し た。 そ こ
でバ レ ー を し た り 、 海水浴 を し た り し ま し た。 そ の 日
に ホ テ ル タ ニ ュ ー に 向 かい 、 そ れ が ま た新た な お も じ
ろ く て 、 楽 し い 時 間 の 始 ま り と な り ま し た。

ホ テ ル タ ニ ュ ー の朝食で は 、 も っ と 楽 し く な る よ う
に み ん な で な る べ く 食べ る よ う に し ま し た。 そ こ で泊
ま っ た 2 夜 は と て も お も し ろ く て 、 い ろ い ろ な 人 と 知
り 合 う こ と が で き ま し た。 そ こ でお話を し た り 、 音楽
を聴いた り 、 ト ラ ン プ を し た り 、 チ ョ コ レ ー ト も 食べ
た り し ま し た。 あ る 夜みんな浴衣 を 着 て い ま し た。 そ

れ が と て も 楽 し か っ た です。 待合室だ け で は な く て 、
ラ ン ド リ ー で も そ う で し た。 洗濯す る 順番待 ち を し て
い る 間 も 話 し た り 、 写真 を撮っ た り し て い ま し た。 時
間 を 無駄 に す る 事無 く 、 最 大 限 に 活 か し て い ま し た。
ホ テ ル タ ニ ュ ー 2 日 目 の夜 に は 、 エ イ サ ー の 初練習 が
あ り 、 す ご く 楽 じ か っ た です。 そ れ に 、 ゲー ム を し て
残念 な が ら 私 の チ ー ム は負 け た け ど 、 す ご く 楽 し む こ
と が で き た お かげで 自 分た ち が何位 に な っ た と かは 関
係 な く す ご く い い 時 間 を過 ごす こ と が で き ま し た。 そ
れ も こ れ も ゲー ム を企画 し て く れた卒業生ボ ラ ンテ ィ
ア ー 等 の お かげです。 ま た 、 バ ーベ キ ュ ー を食べ て い
る 時 に新 し く 友達 も で き て 、 作 り 方 も 覚 え ま し た。 そ
れ か ら の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は欠 かせ ま せん。 い い 思
い 出 の 一つ です。 ダ ン ス を し た り 、 歌 を 歌 っ た り し ま
し た。 す ご く 楽 し か っ た が 、 少 し の 時間 だ け だ っ た の
が残念です。 比地大滝 も 見学 し ま し た。 そ こ ま で行 く
の に長 い ト レ ッ キ ン グ を し 、 自 然 と 触れ合 っ て い ま し
た。 私 が い た グルー プが進む た び に 一 人ずつ で は な く
み ん な でみん な の 写真 を撮 っ た り し た か ら 一番遅かっ
た です。 遅れ て 、 道 中 ゲ ー ム を し た に も か か わ ら ず、
ど う に か滝 に到着す る こ と が で き ま し た。 道 中 、 笑 っ
た り 、 ト レ ッ キ ン グ を満喫 し た お か げで と て も 楽 し く 、
あ っ と い う 間 に 時 間 が 過 ぎ て し ま い ま し た。 沖縄の 風
景 に と て も 感動 し ま し た。

4 日 目 、 最初 に し た こ と は首里城 に行 っ て そ の歴史
に つ い て 学ぶ こ と で し た。 首里城 を 出 る と き に 、 お 土
産屋 に あ っ た試食用 の ち んす こ う 全部食べて し ま っ た
こ と を 覚 え て い ま す。 沖縄料理は と て も お い し い です。
金城町の石畳 を 通 り 、 県立博物館 ・ 美術館 を 見学 し て 、
琉球漆器 の 作 り 方 を 体験 し ま し た。 と て も 難 し く て 、
先生は 自 分が 作 っ て い た漆器の 一部 を 失敗 し た 私 の に
混ぜて く れま し た。 本 当 に失敗 し て い た の で 、 あ り が
た か っ た です。 三線の 弾 き 方 も 学びま し た。 と て も 興
味深か っ た の です が 、 実際 と て も 難 し く て 、 1 曲 全部
を 覚 え き る こ と が で き な か っ た の ですが 、 友達 と 楽 し
ん でや っ て い ま し た。 中 に は私 と 同 じ よ う に悪戦苦闘
し て い た 子 た ち も い ま し た。 ホ テ ル前 の 公 園 で エ イ
サー の練習 を し ま し た。 と て も 楽 し か っ た です。 と い
う よ り 、 エ イ サ ー の練習全部 が と て も 楽 し か っ た です。
全員 が 一緒 に い る 時間 を最大限に活か し 、 楽 し ん でい
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ま し た。
5 日 目 は 、 参加者一 人の誕生 日 を真夜 中 に サ プ ラ イ

ズパ ー テ ィ ー を す る こ と に し て い た の で特別 な 日 で し
た。 そ の 日 は 、 平和記念資料館 に行 く こ と か ら 始 ま り
ま し た。 海 が と て も 美 し く て 、 資料館 自 体 も き れい だ
っ た の で写真 を た く さ ん撮 り ま し た。 戦争体験者の お
話は本 当 の恐怖 を物語っ て い て衝撃 的 で し た。 見学後 、
生 き て き た 中 で最 も お い し い そ ば、 「 沖縄そ ば」 を 食
べ ま し た。 国 際通 り は と て も 楽 し く て 、 グルー プ と 楽
し い 時間 を過 ご し ま し た。 一緒 に い る 時間 を記念 に撮
っ て お き た か っ た の で 、 あ ち ら こ ち ら で写真 を撮っ て
い ま し た。 行程 を 終 え 、 ホ テル に 戻 っ て いつ も の よ う
に エ イ サ ー の練習 を し ま し た。 サ プ ラ イ ズパ ー テ ィ ー

ま で後僅かで し た。 1 1 時半 ご ろ み ん な で集 ま っ て サ プ
ラ イ ズ の 準備 を始 め ま し た。 本 当 に びっ く り し て い ま
し た。 サ プ ラ イ ズパ ー テ ィ ー は そ の ま ま 一番広 く 14人
宿泊可能な私 の部屋で続 け ま し た。 パ ー テ ィ ー は夜 中
ま で続い て 、 み ん な 踊 っ た り し て 楽 し く 過 ご し ま し た。
参加者 だ け で は な く 、 ス タ ッ フ の方 々 も 混 じ っ て い ま
し た。 そ の後 、 一緒 に い る 最後 の 日 と い う こ と も あ り
み ん な で楽 し く 過 ご し た い と い う 思い か ら 、 パ ー テ ィ
ー は会議室で続 き 、 ト ラ ン プ を し た り 、 ゲー ム を し た
り 、 手 品 を し た り し て 朝 の 4 時 ま で起 き て い ま し た。
だ か ら 当 然 の よ う に 6 日 目 はみ ん な 寝不足 で し た。 し
か し 、 寝 た い気持 ち を我慢 し て み ん な で い る 時間 を 楽
し く 過 ご し ま し た。 そ の 時 に は 、 参加者、 ス タ ッ フ と
卒業生み ん な が 家族の よ う で、 ず っ と 前か ら 知 っ て い
る かの よ う な感 じ で し た。 大家族、 J S T 2009年で し
た。

次 の 日 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー の た め に み ん な テ ン プ
ス 館 に 集 ま り ま し た。 エ イ サ ー発表等 に と て も 緊張 し
て い ま し た。 感情的 に な っ た 時 間 帯 で し た。 と い う の
も 忘れ る こ と の で き な い堅い友情 を結んだ人た ち と 出
会 い 、 2009年 の J S T に参加 で き た こ と を 幸せ に 思 う
反面、 プ ロ グ ラ ム 終了 を 迎 え る に あ た っ て 、 一緒 に い
る 最後 の 時間 だ と 思い悲 し く も な り ま し た。 み ん な 工
イ サ ー 、 マ カ レナ等の ダ ン ス を 踊 り 、 歌 も 歌い ま し た。
み ん な 泣 い て い た が 、 そ れ が 短 い 期 間 で み ん な 違 う
言語 を 話 し て い た に も かかわ ら ず深い友情 を 築 け た こ
と を 意 味 し て い た か ら だ と 思い ま す。 言葉の壁は障害
に な り ま せん で し た。 微笑む だ け で 、 ハ グ を す る だ け
で言い た い こ と を伝 え合 っ て い ま し た。 こ の研修で ど
ん な方法を使 っ て も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取れ る す ば
ら し い 人 た ち に 出会 う こ と が で き ま し た 。 J S T は今
ま でで一番い い経験 だ っ た と 思 い ま す。 そ れ は祖父母
のす ば ら し い故郷 を 知 っ た か ら だ け で は な く 、 こ の 交
流 を 通 し て 参加者、 ス タ ッ フ と 卒業生 と 強い 友情 を 築
け た か ら です。 本 当 に 大家族の よ う で 、 こ の経験 は一

生忘れ る こ と は な い で し ょ う 。 そ れ に参加者 を 通 し て
様 々 な 国 の 文化 に つ い て 学び、 ず っ と 連絡が途絶 え て

い た お じ さ ん た ち と も 再会す る こ と が で き ま し た。 ­
の研修 の お かげで 日 本語を勉強す る こ と の 大切 さ を理
解 し 、 こ れか ら は 日 本語の授業 を真剣 に取 り 組み、 や
る 気 を持 っ て 通 う 事 に決 め ま し た。 前 は授業に行 く こ
と が あ ま り 好 き で は あ り ま せ ん で し た が 、 今 で は重要
だ と わ か り 、 勉強す る 理 由 が で き ま し た。 そ の 一つ が
J S T の 友達 と 連絡 を 取 る こ と と 、 も う 一 つ が も う 一

度沖縄 に 戻 っ た と き の た め に です。 そ の た め こ の 交流
は こ れか ら も 引 き 続 き 行 う べ き です。 連絡が途絶 え て
い た親族 と 再び連絡 を 取 る 機会 と な り 、 祖父母の故郷
を 知 り 、 こ の 研修 の 目 的 の 一 つ で あ る 沖縄県 出 身 子
弟 が 集 ま り 友情 を深 め る こ と 、 沖縄を訪れ る 人 た ち を
刺激 し 、 沖縄の習慣が それぞれの 国 、 私 の 場合 はペル
ー と 県人会で広 め ら れ、 こ れか ら も そ の文化が失われ
な い よ う にす る い い機会だ と 思い ま す。 も ち ろ ん 、 こ
の研修 は私 自 身の 考 え方 と 振舞い方 を 変 え て く れ、 だ
か ら こ そ よ り 一 層 沖縄文化 を 尊重す る こ と が で き ま
す。 20 1 1 年の ウ チナ ンチ ュ ー 大会やそ の他の機会 の た
め に 、 沖縄の家族 と 友達 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取れ
る よ う に 日 本語 を も っ と 学びた い です。 J S T 開 催 を
実現可能 に し て く れ た ス タ ッ フ や卒業生の 皆様 に 心か
ら 感謝 し た い です。 こ の研修は 開 催 さ れ る に あ た っ て
十分な 意義 を 持 ち 、 こ こ か ら 得 ら れ る も の は大変大 き
い た め こ れか ら も こ の交流を続 け て ほ し い です。 2009

年の J S T の 人た ち と 過 ご し たす ば ら し い 時 間 に感謝
し 、 こ れか ら も 連絡 を 取 り 合 っ て い け た ら と 思い ま す。
こ の 思い 出 は絶対 に忘れま せん。 なぜな ら 、 今 は J s 
T の フ ァ ン第1 号ですか ら ！

"Composicion sobre el JST y sobre mantener el 

intercambio de ahora en adelante" 

La semana del JST fue la mejor semana y experiencia de 

mi vida. Toda esa semana Bena de alegria y sentimientos ,  

comenzo con un ameno dia  en el hotel en donde hicimos 

juegos de integracion, en donde nos conocimos por primera 

vez. Me diverti un monton, y mucho mas con los bailes que 

practicamos .  Lo mas resaltante del primer dia fue que desde 

el primer momento que conoci a las personas, congenie muy 

bien con todos y eso me alegro mucho porque sabia que lo 

que me esperaba en toda la semana iba a ser impresionante. 

Esa misma noche, un grupo de chicas nos reunimos en mi 

cuarto para jugar cartas y comer dukes de distintos paises .  

! Fue muy divertido ! ,  la  pasamos muy bien y comi ricos 

chocolates. 

Al siguiente dia, ! ocurrio el eclipse ! Nunca habia visto un 

eclipse y estaba muy emocionada. Todos estabamos viendo 

el eclipse con los lentes que nos habian dado . Luego del 

centro de convenciones, !fuimos al acuario mas grande que he 

visto en mi vida ! Me quede impactada con lo que vi frente a 
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mi. Ya desde la entrada de! acuario Chura Umi nos estabamos 

tomando muchas fotos. Es mas, a cada lugar que ibamos, a 

veces nos demorabamos un poco para tomamos fotos y hasta 

en el bus nos tomabamos. Alli comimos y fue en donde aprendi 

"hengao" y de lo cual nunca me olvidare. Entonces, a partir de 

ese dia, hubieron muchas fotos con "hengao" muy divertidas ! 

Que cada vez que las veo, me rio a mas no poder. Cuando 

terminamos de comer obento, lo cual estuvo muy rico,  

comenzo el recorrido por el parque.  Tomabamos fotos a 

todos los animales marinos que habia. Luego de recorrer, 

fuimos al show de delfines .  Fue divertid,isimo ver a los  

delfines haciendo trucos. Cuando termino nuestra visita al 

acuario, ! nos tocaba ir a la playa ! Alli , jugamos volley y 

nos metimos al mar. Ese mismo dia, nos dirigimos al hotel 

Tanew, lo que significo el comienzo de nuevos momentos 

chistosos y alegres. 

En el hotel Tanew, en el desayuno, todos tratabamos de 

comer juntos para poder divertimos mas . Las 2 noches que 

estuvimos fueron muy chistosas y conoci mucho mas a todas 

las personas . Todos nos reuniamos como en una salita que 

habia al frente de habitaciones nuestras. Alli conversabamos, 

escuchabamos musica ,  j ugabamos cartas y comiamos 

chocolates .  !Una de las noches estuvimos casi  todos con 

yukata ! Fue divertidisimo . No solamente era en la salita, 

s ino ! tambien en la lavanderia !  Mientras esperabamos el 

turno para lavar nuestra ropa, conversabamos y nos tomabamos 

fotos .  No desperdiciabamos ningun momento para hacer 

algo, pues tratabamos de aprovechar todo los momentos al 

maximo. En el segundo dia del hotel Tanew, hubo nuestra 

primera practica de eisa, lo cual me gusto mucho. Ademas, 

hicimos juegos, en los cuales mi grupo perdio,  pero nos 

divertimos muchisimo que no importaba en que puesto 

habiamos quedado, sino en haberla pasado increible, gracias 

a los graduados que organizaron los juegos. Tambien comimos 

parrillada, en donde pude conocer mas a mis amigos y cocinar. 

Lue go, !No podia faltar la fogata! Fue uno de los mejores 

momentos .  Nos pusimos a bailar y cantar. Fue recontra 

divertido, pero lo malo fue que duro muy poco. Visitamos 

la catarata Hij iootaki . Para llegar a ella, teniamos que hacer 

una caminata muy larga, y en donde conviviamos con la 

naturaleza. El grupo en donde yo estaba eramos los mas 

lentos porque cada vez que avanzabamos, nos tomabamos 

fotos,  y no solo uno, sino todos con todos .  A pesar de las 

tardanzas y juegos en el camino, pudimos llegar.a la catarata. 

Todo el camino fue muy divertido y se paso rapido el tiempo 

pues nos estabamos riendo y disfrutando de la caminata. El 

paisaje de Okinawa me impresiono muchisimo. 

En el 4to dia, lo primero que hicimos fue ir al castillo 

Shuri en donde aprendi mucho sobre su historia. Recuerdo 

que ya para irnos del castillo, entramos a la tienda de regalos, 

en donde habia chinsuko gratis, y nos lo cominos todo. !La 

comida de Okinawa es muy rica ! Tambien caminamos por 

el caminito de Kanagusuku, visitamos los impresionantes 

museos, el Prefectural y el de Bellas Artes e hicimos lacado 

ryukyuniano lo cual era muy dificil y el senor que nos enseno 

me tuvo que dar una parte del lacado porque me habia salido 

mal. Fue muy gentil de su parte porque en realidad me salio 

ma!. Tambien practicamos sanshin. Fue muy interesante 

aprender pero en realidad, es muy dificil y a pesar que no me 

aprendi toda la cancion, me diverti con todos mis amigos 

pues habian chicos que t皿bien estaban igual que yo. Tuv血OS

nuestra practica de eisa en el parque frente al hotel .  Fue muy 

divertido, es mas, todos los ensayos de eisa fueron muy 

divertidos. Todos aprovechabamos al maximo todo el tiempo 

que estabamos juntos y nos divertiamos mucho. 

El 5to dia fue muy especial pues a la media noche ibamos a 

celebrar el cumpleanos sorpresa organizado por nosotros 

mismos de uno de los participantes. Comenzamos el 5to dia 

yendo al museo conmemorativo de la Paz, en el cual tambien 

tome muchas fotos pues la vista al mar que tenia era muy 

hermosa y en si el museo tambien. Me conmociono mucho 

lo que nos relato el sobreviviente de la guerra, pues fue en 

realidad un terror. Luego del museo, fuimos a comer e l  

soba mas rico que he probado en mi vida, ! Okinawa soba ! . 

Tambien, caminamos por gokusai doori lo cual me divirtio 

muchisimo y la pase increible con todo mi grupo.  Fotos por 

aqui, fotos por aca, todos queriamos guardar los momentos 

que pasaban10s juntos. Termino nuestro recorrido y regres皿10S

al hotel en donde hicimos nuestra practica rutinaria de eisa. 

Ya faltaban horas para el cumpleanos sorpresa. A eso de las 

1 1  :30 todos nos juntabamos para hacerle una gran sorpresa. 

! En realidad si lo sorprendimos !  La fiesta sorpresa continuo 

en el cuarto donde yo dormia, pues era el mas grande ya que 

all i  dormiamos 1 4  personas .  La fiesta continua hasta la  

madrugada, todos bailabamos y nos divertiamos muchisimo. 

No solo fuimos los chicos, sino tambien gran parte del Staff. 

Seguimos la fiesta en el cuarto de conferencias en donde 

jugamos cartas, hicimos dinamicas y !hasta trucos ! Ese dia 

nos qued皿os despiertos hasta las 4皿 pues era nuestra ultima 

noche juntos ,  y queriamos pasarla muy divertido y todos 

juntos .  Como era de esperarse, todos teniamos muchisimo 

sueno en el 6to dia. Sin embargo, todos la pasamos muy bien 

y dej amos de lado nuestras grandes ganas de dormir para 

estar con los amigos. Ya nos sentiamos como familia y como 

si nos hubiesemos conocido toda la vida, no solamente los 

participante�, sino tambien jun to al staff y con los alumnos 

graduados .  Eramos la gran familia JST 2009. 

Al dia siguiente, todos nos reunimos en "Tembusu" para el 

sayonara party. Estabamos muy nerviosos por nuestro baile de 
eisa, y por nuestras presentaciones. Fue un dia de emociones 
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encontradas pues por un lado yo me sentia muy feliz de haber 

participado en el JST 2009 y haber encontrado a grandes 

amigos que nunca los olvidare con los que habia entablado 

una amistad enorme, y por otra parte me sentia triste pues era 

la ultima vez que ibamos a estar juntos, pues ya terminaba el 

programa. Todos bailamos eisa, macarena y otros bailes mas, 

y cantamos todos juntos. Todos estabamos llorando, sin duda 

nos habiamos hecho grandes amigos a pesar de la corta 

semana que estuvimos juntos y que no hablaramos el mismo 

idioma, pero eso no fue sin duda un obstaculo para nuestra 

amistad pues con una simple sonrisa o un s imple abrazo, 

deciamos lo que sentiamos .  En el JST 2009 me encontre 

con las personas mas buenas que conozco pues de cualquier 

modo nos comunicabamos.  

El  JST fue la mej or experiencia que he tenido, no solo 

porque tuve la oportunidad de conocer el  lugar de donde 

provienen mis abuelos y lo maravillosa que es, sino tambien 

por las grandes amistades que hice en este intercambio no 

solo con los participantes ,  sino tambien con el staff y los 

graduados .  Fuimos una gran familia y todo lo que vivi en el 

JST nunca se me olvidara. Ademas pude aprender sobre las 

distintas culturas de todos los paises participantes y pude 

reencontrarme con mis tios que habiamos perdido el contacto 

desde hace muchisimos anos .  Toda la beca sin duda me hizo 

reflexionar sobre la importancia del idioma j apones para mi 

pues a partir de esta experiencia, decidi tomar en serio mis 

estudios del idioma japones e ir con ganas a las clases pues 

antes no me gustaba estudiar japones, pero ahora veo que es 

muy importante y tengo ya razones para estudiarlo. Una de 

ellas es para poder comunicarme con mis amigos que hice en 

el JST y otra es para poder volver a Okinawa. 

Es por todo ello que el intercambio se debe mantener de 

ahora en adelante pues gracias a ello,  uno vuelve a tener 

contacto de ahora en adelante con sus parientes que viven en 

Okinawa; conoces el lugar en donde nacieron tus abuelos; te 

reunes con descendientes Okinawenses lo que hace que se 

este logrando uno de los obj etivos de la beca:  unir a los 

descendientes Okinawenses de todo el mundo para que 

formen un gran lazo de amistad; fomenta a las personas que 

visiten Okinawa y que se siga fomentando las tradiciones 

Okinawenses en sus respectivos paises, en mi caso en el Peru 

y en el kenjinkai pues es muy importante para que a lo largo 

de los anos no se pierda nuestra cultura ; y por supuesto, 

este intercambio te cambia tu forma de pensar y actuar ya 

que ahora valoro mas mi cultura, la Okinawense, y quiero 

aprender mas sobre ella, y deseo aprender japones para poder 

comunicarme con mis familiares y amigos cuando vaya al 
Uchinachu Taikai 20 1 1  y en otras oportunidades .  Muchas 
grac ias Staff y graduados por hacer que el JST se haga 

posible de realizarlo y espero que sigan continuando con 

este intercambio que sinceramente vale la pena organizarlo 

ya que ganas mucho de ello. Gracias a todo JST 2009 por 

los hermosos momentos que vivi con todos ustedes y espero 

que sigamos en contacto . Nunca los olvidare . Ahora soy la 

fan # 1 of JST ! 
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エ ス テ ラ ロ サ ノ 仲程
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ESTELA LOZANO NAKAHODO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 4 歳 4 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
メ シキ コ合衆国
Estados Unidos Mexicanos - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
メキシコ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー の感想

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 開 始以来、 私 た ち は皆兄
弟 で あ っ た と 感 じ て い ま し た。 友情 の 絆 を育むの に 多
く の 時 間 は か か ら ず 、 我 が 家 に い る 現在 に お い て も そ
の絆は続い て い ま す。 帰国 し た翌 日 に 、 メ ール を 私 の
知 り 合 っ た全て の 人達に送 り 始 め 、 そ の 上、 昔 な が ら
の 手紙ま で も 送 り ま し た。

沖縄に到着 し て 間 も な く の こ と 、 空港か ら 出 る 時、 ‘

初 め て 見た も の は メ キ シ コ の 国旗で、 国章 と わ か り ま
し た が 、 数秒後 に配色 が赤 白 緑 と 違 う こ と に気づ き ま
し た。 緑 白 赤です ！ 、 それ は私 を と て も 和 ま せて く れ、
う れ し く 感 じ ま し た。 そ の 次 の 4 日 間 を ホ ー ム ス テ イ
で過 ご し 、 滞在 5 日 目 の 参加者た ち の到着 と 手続 き の
前 に 、 キ ュ ー バ人 と シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー で知 り 合 ま
し た が 、 私 た ち は 「お は よ う 」 、 「 ま た ね」 以 上 の 言葉
は そ の 時交 わ し ま せんで し た。 ホ テルに到着 し た 時 は
一緒に座 り 、 少 し の 間 お し ゃ べ り し た 後 に 、 自 己紹介
に参加 し ま し た。 そ の 後 、 キ ュ ーバ人 と ペルー 人 と 相
部屋に な り ま し た。 二人は、 と て も 人懐 っ こ い こ と が
判 り 、 快適 に過 ごす こ と が で き ま し た。 歓迎会 で は、
何人かの現地の参加者 と も 知 り 合 え ま し た。 そ し て 同
じ く と て も 居心地が よ く 、 彼 ら と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を と る の に 、 私 は 日 本語が話せな い の に も かかわ ら ず 、
苦労す る こ と は あ り ま せ ん で し た。 大 き な 障害 も な く
完璧 に理解 し あ え ま し た。 日 本 に行 く 前か ら 、 私が臆
病 ゆ え に 、 他 の 人た ち と 理解 し合 え な い か と 不安 で し
た。 仲 間 た ち と 接 し始 め た 時か ら 、 全て に例外な く 友
情 を 育 め た こ と に 、 私 自 身驚 き 、 全て の 意 味 に お い て
よ り 良 い 人 間性 に 変 わ っ て い き ま し た。 実際、 自 分 自
身 が 変 わ っ た こ と を感 じ 、 と て も う れ し く 思 っ て い ま
す。

2 日 目 は あ わ た だ し く 、 水族館 に 行 け た こ と が 良
か っ た。 3 日 目 で は 山 に 行 き 、 登 っ て い る 時、 精神
力 も 無 く も う だ め だ と 思 い ま し た。 そ し て 、 下 り も
同 じ で し た。 そ の遠足の最 中 、 ア ルゼ ン チ ン グルー プ
の 中 の 一人 と 知 り 合い 、 私の母国語ス ペイ ン語で会話
で き た の が と て も 楽 し か っ た。 そ の 後 、 エ イ サ ー の練
習 、 私 の グルー プ と と て も 楽 し む こ と が で き たバ ーベ
キ ュ ーや焚 き 火 、 そ し て お菓子 の ゲー ム は忘れ る こ と

が で き な い で し ょ う 。 なぜな ら 、 顔 中 が小麦粉で覆わ
れて し ま っ た か ら です。 本 当 に楽 し か っ た ！

4 日 目 は 首里城 に 行 き 、 と て も 魅力 的 で し た。
5 日 目 は平和 に つ い て勉強 し ま し た。 全部 が 興味深

い も の で し た。 午後 に は 市場へ散策 し に行 き ま し た。
と て も 面 白 い 一 日 で し た。

6 H 目 は と て も 穏やかで、 最終 日 と い う こ と で少 し
寂 し く な り ま し た。 全て を 有意義 に過 ごす よ う 勤 め た
こ と か ら 、 と て も 時 が 早 く 過 ぎ去 っ た と 感 じ ま し た。
7 日 目 と い う こ と も あ り 私た ち は と て も 寂 し く 、 閉会
式で は元気 に楽 し み ま し た が 、 少 な く と も 私 に は別れ
は と て も つ ら い も の な り ま し た。

空港に 着 き 、 早い 時間 か ら 全て の 友達 と お別れ を し
ま し た。 私 の 出 国 は 一番最後 な の で、 全員 と お別れす
る つ ら い状況で、 さ ら に感傷 にひた ら せ る も の で し た。
ず っ と 昔か ら そ の よ う な こ と で泣い た こ と は あ り ま せ
ん で し た が 、 流行 の テ レ ビ ド ラ マ な ど の よ う に泣いて
し ま い ま し た。 飛行機か ら 降 り 出 口 を探す と き 、 いつ
カ ナ ダの ト ラ ン ジ ッ ト ビ ザ を く れ る か心配で し た。 カ
ナ ダ大使館 に い た 時は 、 全部 が怖い話の よ う で 、 唯一

足 り な い も の は 、 映画の よ う な薄気味悪い音楽 が 聞 こ
え な か っ た こ と です。 今 で は全て が 笑い話です。 ト ラ
ン ジ ッ ト ビザ の ス タ ン プを押すた め パ ス ポ ー ト の提出
を 求 め ら れた と き に は 、 空が 開 け 、 天使達が 聖歌 を 歌 っ
て る よ う に感 じ 、 肩の荷がお り ま し た 。

メ キ シ コ ヘ帰 る 飛行機 で は 、 胸 に あ る 感動 の 大 き さ
で ほ と ん ど 眠れ ま せんで し た 。 最後 の機内食す ら 食べ
ま せん で し た。 なぜな ら 、 タ コ ス が食べた か っ た か ら
です。 メ キ シ コ に 着 き 飛行機か ら 降 り る と き 、 ど ん な
表情 をすれ ばい い か わ か り ま せ ん で し た。 無事到着 し
た こ と で の微笑ん だ顔、 も し く は知 り 合 っ た友達 と 一

緒 に い な い寂 し い顔。 結局 、 無意識 に も も う 家族 に会
い た い と い う 興奮 か ら 、 大 き な 口 を あ け た微笑 ん だ顔
と な っ て い ま し た。 出 口 を 出 て 両親 を 見 た と き 、 ビザ
関連 の 苦悩 で彼 ら が 5 キ ロ ぐ ら い痩せて し ま っ た よ う
に 見 え ま し た。 両親 は泣 き な が ら 、 私 を 枕の よ う に 強
く 抱 き し め ま し た。 会 え て よ か っ た。

本 当 に 、 人生で素晴 ら し い い 一週 間 で し た。 こ こ ろ
か ら 楽 し む こ と が で き 、 同 時 に 私 を成長 さ せ る 経験で
あ っ た と 思 い ま す。 私が望んでい た よ う に 、 仲 間 の こ
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と を 多 く 学び、 彼 ら は私 に つ い て。 そ の他、 ジ ュ ニ ア
ス タ デ イ ツ ア ー で は 、 私 が 知 り た か っ た 沖 縄 を 教 え て
も ら え ま し た。 い ろ い ろ な場所や さ ま ざ ま 事 を 知 り 、
よ く 学ぶ こ と が 出 来ま し た 。 私 た ち の原点 を深 く 知 る
た め にひいお じ い さ ん の 故郷ま で訪ね る こ と が 出来た
こ と に 、 と て も 満足 し て い ま す。 全て を と お し て 、 こ
の プ ロ グ ラ ム の 一員 と な り チ ャ ン ス を も て た事 を う れ
し く 思い ま す。

今 で は 、 一緒に過 ご し た 全て の人達を恋 し く 思 っ て
い ま す。 忘れ ら れ な い こ の ツ ア ー のすべ て の 人達 と は 、
メ ール交換に よ り いつ で も 一緒です。 今 で は 、 私 た ち
の 多 く が 2 0 1 1 年の世界の ウ チナ ン チ ュ ー 大会で再
会 で き る 事 を 望ん で い ま す。

郷愁で い つ ば い な あ の美 し い沖縄への滞在 を 実現 し
て く れ た 全 て の 人 々 に と て も 感謝 し て い ま す。 私 は 、
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加す る チ ャ ン ス を持つ次
の 人達が今回 の ツ ア ー の 体験で私 の よ う に楽 し め 、 一
生に残 る 思い 出 い っ ぱいの気持 ち と と も に それぞれが
家へ帰 っ て い く だ ろ う と 確信 し て い ま す。 そ し て 、 ­
の 一週 間 を過 ごせて恵 ま れ て い る と 感 じ て い ま す。 そ
し て 、 忘れ る こ と が な い と 知 っ て い ま す。

JUNIOR STUDY TOUR 2009 

Desde que inicio el Junior Study Tour sentf que todos 

eramos hermanos .  No tomo demasiado tiempo para formar 

lazos de amistad que han perdurado hasta ahora que estoy 

en casa. Al dfa siguiente que llegue a mi pafs empece a mandar 

mails a todas las personas que conocf, incluso hasta ya mantle 

una carta por el correo antiguo. 

En cuanto llegue a Okinawa al salir del aeropuerto lo primero 

que vi fue la bandera de Mexico, la reconocf por el escudo 

nacional y dos segundos despues me di cuenta que estaban 

los colores en desorden, roj o blanco y verde y no verde 

blanco y roj o ! ,  cosa que me hizo refr mucho y me alegro . 

Los s iguientes cuatro dfas los pase de home stay y en el 

quinto dfa antes de la llegada y registro de los participantes 

conocf en un centro comercial a la Cubana, en aquel momento 

no cruzamos mas palabras que un buenos dfas y un hasta 

luego . Al l legar al hotel nos sentamos juntas . Platicamos 

un rato y practicamos la presentaci6n personal, mas tarde 

compartiriamos cuarto junto con la peruana. Las dos resultaron 

ser muy amigables y nos llevamos muy bien. En la fiesta de 

bienvenida conocf a varios participantes que eran locales. De 

igual manera nos llevamos muy bien, no me costo mucho 

trabajo  comunicarme con ellos, a pesar de que yo no hablo 
japones. Nos entendimos a la perfecci6n sin mayor dificultad. 

Desde antes de ir a Jap6n tenfa mucho miedo de no poder 

entenderme con los demas ya que mi personalidad era un poco 

tfmida. Cuando empece a socializar con mis compafieros 

realmente me asombre a mi misma de la faci lidad con 

la que hice amistad con todos sin excepci6n, esta experiencia 

me cambio la personalidad para bien en todo sentido, en 

verdad siento que cambie y me alegro de eso. 

El dia dos fue muy agitado y lo que mas me gusto fue el 

acuario. En el tercer dia fuimos a la montaiia, cuando subi皿OS

sentia que yo ya no podia ni con mi alma y a la bajada igual . 

Durante el rato que duro la caminata conoci a uno de los 

argentinos, fue muy grato poder conversar en mi idioma ! .  

Despues hubo practica de eisa, parrillada y una fogata en la 

que me diverti mucho con los miembros de mi equipo, no 

voy a olvidar que en un juego termine como pastel Porque 

tenia toda la cara cubierta de harina. Fue tan divertido ! 

El cuarto dia fuimos al castillo de Shuri y puedo decir que 

me encanto . 

En el quinto dia estudiamos sobre la paz. Todo fue my 

interesante . En la tarde fuimos a dar un recorrido por el 

mercado, el dia fue muy entretenido. 

El sexto dia estuvo muy relajado y me senti un poco triste 

por que era el ultimo. Senti que todo pas6 muy rapido por lo 

que trate de disfrutar al maximo todo. A lo largo del septimo 

dia todos estabamos muy tristes en la clausura nos divertimos 

con las actividades pero al menos para mi fue muy duro la 

despedida. 

Llegue al aeropuerto desde temprano para poder despedir 

a todos mis amigos Yo era la ultima en salir asi que fue aun 

mas feo despedirme de todos y tambien parecia que me lo 

hacian de emoci6n. No habia llorado de esa manera desde 

hace mucho tiempo. Me fui llorando como si fuera telenovela 

cursi o algo parecido. Cuando entre a buscar la puerta donde 

salia mi avi6n a la isla grande . Estaba preocupada por el 

asunto de que me pedian visa de un dia para otro para hacer 

escala en Canada y todo parecia como un cuento de terror 

cuando estuve en la embajada. Solo me faltaba escuchar la 

musica tetrica como en las peliculas. Ahora me rio de todo 

eso. Cuando me pidieron el pasaporte para estamparme la 

visa de transito senti que el cielo se abri6 y los Angeles 

cantaron el  aleluya. Me quitaron un peso de mis hombros.  

En el vuelo de regreso a Mexico casi ni dormi de la cantidad 

de emociones que llevaba. Incluso rechace la ultima comida 

del avi6n por que queria llegar a comer tacos ! Cuando llegue 

a Mexico y me baje de! avi6n no sabia como poner mi cara, 

si de sonrisa por haber llegado bien o de tristeza por no estar 

con mis amigos .  Asi que involuntariamente llevaba una 

sonrisa de oreja a oreja por los nervios de que ya queria ver 

a mi familia. Cuando Sali y vi a mis papas creo que bajaron 

como cinco kilos cada uno por la angustia de mi visa! Ellos 

estaban llorando y me estruj aban como almohada. Fue muy 

bueno verlos .  S in  duda fue la mej or semana de mi vida. 

Me diverti mucho ! y pienso que de igual manera fue una 
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experiencia que me ayudo a madurar. Aprendi mucho de 

mis compafieros y ellos de mi. Tal y como yo esperaba. Por 

otr·o lado, durante Junior Study Tour me mostraron el Okinawa 

que yo deseaba conocer. Conoci Muchos lugares que me 

gustaron y de los cuales tambien aprendi mucho. 

Fue muy satisfactorio haber viajado hasta la tierra de mi 

bisabuelo para adentrarme en lo que son mis raices. 

En todos los sentidos me gusto mucho haber tenido la 

oportunidad de ser parte de este programa. 

Ahora extrafio mucho a todas las personas con las que convivi. 

Todas las personas con las que intercambiado mails coinciden 

conmigo en que fue memorable este viaje .  Ahora muchos de 

nosotros esperamos poder reencontramos en 20 1 1  para el 

sekai no Uchinanchu taikai. 

Estoy muy agradecida con todas las personas que hicieron 

posible el que yo pude estar en aquella tierra tan hermosa 

que me llena de nostalgia. 

Yo estoy firmemente convencida de que a las siguientes 

personas que tengan la oportunidad de ser parte del Junior 

Study Tour disfrutaran tanto como yo la experiencia de este 

viaje y regresaran a casa con la mente llena de recuerdos que 

duraran toda la vida. Me siento afortunada de haber vivido 

esa semana, se que no la olvidare. 
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で•メ五｝ 、

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009 nombre que nunca olvidare : "OKINAWA". 

こ ん に ち は ！ ロ イ ス ・ タ マ キ ・ ウ ェ ン デ ィ で す。
2009 年 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に 参加 し 、 虜 に な
り 、 誇 ら し く 思 う 人 は多い と 思い ま すが 私 も そ の 一 人
です。 祖先 の 故郷 に と て も 感動 し て い ま す。 風 に揺 ら
れ る 豊 か な木や緑、 細 い砂 と 戯れ な が ら 私 を誘 い か け
る 波 の 声 に 心惹かれ ま し た。 祖父母が かつ て 歩い た道
を 歩 き 、 お 店 の 主人 、 店 の風変 わ り な ド ア 、 狭い小 さ
な道な ど そ れぞれ の歴史の物語で あふれ る 市場 を 散策
し 、 ま る で夢の よ う で し た。 沖縄人が 持 っ て い る 愛 国
心 、 同胞、 団結、 努力 、 平和への愛、 一体感 を感 じ さ
せて く れ る こ と が 素敵だ と 思い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ
イ ツ ア ー は私 に と っ て 絶対に 目 を 覚 ま し た く な い忘れ
ら れ な い夢の よ う で し た。 沖縄は、 祖先 の 故郷、 私 の
故郷、 そ し て世界一 の 場所で も あ り ま す。 ど こ に行 っ
て も 魅力 に あ ふれて い る の で 、 逃 げた く て も 逃 げ ら れ
な い ぐ ら い です。 私 も こ の 素晴 ら し い 島 の 一 部 で あ る
こ と を誇 り に 思 い 、 け し て 「 沖縄」 と い う 名 前 は忘れ
ま せん。

JUNIOR STUDY TOUR 2009 

jHola! Mi nombre es Wendy Loys Tamaki, y me enorgullezco 

de haber sido participante y superfanatica de! JST Junior 

Study' 2009. Estoy completamente fascinada de la tierra de 

mis antepasados. Me encantaron sus verdes y frondosos 紅boles

que cantan al compas de! viento ; el mar, que invita con el 

canto de las olas al cruzarse con la fina arena. Es un suefio 

el caminar por las calles que un dia mis abuelos pisaron, y 

transitar por el Mercado principal que narra su historia en 

cada vendedor, en cada puerta, en cada calle. Es encantador 

conocer el sentimiento de patriotismo, hermandad, solidaridad, 

esfuerzo y amor por la paz que se respira en cada habitante 

de Okinawa. Para mi el JST es un suefio inolvidable del cual 

nunca quisiera despertar. "Okinawa": nombre de la tierra de 

mis ancestros;  mi tierra, la tierra mas maravillosa del mundo 
que alguien pueda conocer. Irresistibles encantos de los 

cuales nadie podra escapar jamas. Me siento feliz de sentirme 
parte de esa maravillosa y encantadora is la que lleva un 

- 36 -



座喜味 ケ リ ア ン キ ミ コ
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ZAKIMI KELLI ANN KIMIKO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 7 歳 4 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ア メ リ カ合衆国
United States of  America - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ハ ワイ沖縄連合会

2009 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の感想 と 評価

私 の 名 前 は 座 喜 味 ・ ケ リ ー ・ ア ン で す。 こ れ は
2009 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 対す る 私 の 感想
です。 こ の ツ ア ー の最初 の 方 は 、 た だ沖縄に行 っ て親
戚 と 団 ら ん す る こ と を 楽 し み に し て い ま し た。 そ し
て ま た 、 は じ め私 は他の参加者やス タ ッ フ の 人 た ち に
お会いす る こ と に 緊 張 し て い ま し た。 けれ ど も 、 お互
い知 り 合 っ た ら 、 家族の よ う に 一 つ に な る こ と が で き
ま し た。 驚い た の は 、 私達は あ ち ら こ ち ら 違 う 所か ら
来 て い る の に 、 ツ ア ー の 終わ り に は知 り 合 っ て何年 も
経 っ て い る よ う に 友情 と 仲 間意識で結ばれて語 り 合 っ
て い た こ と です。

沖縄に滞在 し た 二週 間 は素晴 ら し く 、 そ こ で暮 ら す
人 々 が ど の よ う に 夏 を過 ごすか伺 い知 る 事が 出来 ま し
た。 ま た 、 文化 、 歴史、 環境な ど 、 沖縄 に 関す る 沢 山
の 事 を学びま し た。 沖縄が 夏 の 間 と て も 暑 く て湿度が
高 く 、 ハ ワ イ よ り も ひ ど い ほ ど だ、 と い う こ と も 忘れ
ら れ ま せん。 そ れで も 、 こ の 暑 さ を も の と も せず に 人 々
は親切 で 、 滞在 中私 は本 当 に ア ロ ハ精神 を感 じ ま し た。
ま た 、 食 を 通 し て 文化 を知 る の も 楽 し く 、 私 は ゴー ヤ ー

チ ャ ン プルー と 伝統 の 沖縄そ ば を 初 め て 食 べ ま し た。
ゴー ヤ ー は好 き に なれ ま せん で し た が 、 沖縄そ ばは今
では大好き な食べ物 の 一つ です。

沖縄平和祈念資料館では、 本 当 に胸の詰ま る 思い を
し ま し た。 沖縄戦で何が起 こ っ て 、 人 々 に ど の よ う な
影響 を 与 え た か、 そ れ ま で と 違 っ た視点か ら 考 え る 機
会 に な り ま し た。 細 かい描写 に は 目 を背 け た く な る こ
と も あ り ま し た が 、 第二次世界大戦の歴史 の本に も 書
かれて い な い よ う な事柄 も 起 こ っ て い た 、 と い う こ と
を 知 る こ と が で き ま し た。

こ の ツ ア ー の素晴 ら し い事は 、 沖縄の事ばか り で な
く 、 アルゼ ンチ ンやペルー な ど他 の 国 々 か ら 来た生徒
を 通 じ て それぞれの 国 の勉強が 出 来た事です。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で は 楽 し い 事 が 本 当
に 沢 山 あ り ま し た。 そ の 一 つ が 私 の 親 戚 と 滞在 し た
こ と で し た。 こ の親戚は沖縄で暮 ら し て い る の で 、 今
ま で一度 も 会 っ た 事 は あ り ま せ ん で し た が 、 こ の 対面
はハ ワ イ と 沖縄の親族 を結びつ け る き っ か け に な り ま
し た。 と て も 優 し く し て 貰 っ て 、 買 い物や ら 島 の観光

な ど に連れて行 っ て 貰 い ま し た。 他 に も 楽 し か っ た の
は 、 私達が グルー プに分かれて ゲー ム を し た 時で し た。
ゲー ム に勝つ た め に お 互い協力 し 今 ま で以 上 に 知 り 合
う 事が で き た か ら です。 ツ ア ー 中 訪れ た た く さ ん の場
所の 中 で も 最 も 好 き な 所 は 、 美 ら 海水族館です。 広大
な敷地 と そ こ に い る 生物 の数の豊富 さ だ け で も 驚 き で
し た。 ま た 、 イ ルカ シ ョ ー も と て も 素晴 ら し か っ た で
す。 私 は来年大学に入学す る の ですが 、 海洋生物学は
専攻 し た い学科の 一 つ です。 そ の こ と も あ っ て 、 世界
第 二 の 大 き さ の 水族館 に 行 け て と て も 喜ん で い ま す。
美 ら 海水族館 に 比 べ る と ワ イ キ キ の水族館は な ん と 小
さ く 感 じ る こ と で し ょ う か。

私達参加者 に 、 沖縄 を 知 る 素晴 ら し い機会 を 与 え て
く れた 県庁 を は じ め と す る ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

関係者 に マ ハ ロ 、 感謝の 意 を 表 し た い と 思い ま す。 こ
の 旅 の お 陰 で私は以前に も 増 し て 、 自 分の 文化 を認識
す る 事が 出 来 ま し た。 沖縄の移民で 、 自 分の歴史 を 知
り 新 し い 人 々 と の 出会 い を 求 め る 人 に 、 こ の ジ ュ ニ ア
ス タ デ イ ツ ア ー を 強 く 勧 め た い と 思い ま す。

Okinawa Junior Study Tour 2009 Reflection and 

Evaluation 

My name is Kelli Ann Zakimi and this is my reflection of 

the 2009 Junior Study Tour. In the beginning of the tour I was 

very excited to just go to Okinawa and have a good time with 

my family. I was nervous to meet the other kids and staff on 

the tour but as we got to know each other we came together 

like family. The amazing thing was that we were all from 

different parts of the world and at the end of tour talked 

as if we had known each other for years with a sense of 

camaraderie and fellowship . 

The two weeks I was in Okinawa were great and it gave 

me a taste of what life was like for the Okinawan people during 

the summer. I learned many things about Okinawa including 

the culture, history, and the environment . One thing I will 

never forget about Okinawa is how hot and humid it is during 

the summer, even more so than Hawaii. But no matter how 

hot it got, the people were all stil l  very friendly and I really 

felt the aloha spirit the whole time I was there. Another thing 
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I like about culture is that it encompasses food as well, so I 

was able to try some native Okinawan dishes such as goya 

champuru and okinawa soba. I didn 't  like the goya, but 

okinawa soba is now one of my favorite foods. Something 

that really touched me was when we went to the Okinawa 

Peace Museum, as it gave me a different perspective of what 

happened during and after the battle and what an impact it 

had on the people. Although it went into more detail then I 

would have liked, it is good to know what the history book 

missed when it tried to cover World War II. A great thing about 

the tour is that I didn 't learn only about Okinawa, but about 

other countries such as Argentina, Peru, and others through 

the other students that were from those places. 

I had many favorite parts of the Junior Study Tour. One was 

staying with my family. S ince they live in Okinawa I have 

never seen them before so this was one way for our families 

to be in touch. They were very kind to me and took me to do 

activities like shopping and touring the island. Another of my 

favorite parts of the tour was when we were put into groups 

and played games. I liked this  because we all got to know 

each other better through the games by cooperating together 

and trying to win. Of all the places we went to on the tour, 

I think my favorite was going to the Churaumi Aquarium. 

Just the sheer size of the park and the amount of animals they 

had there was amazing. The dolphin show was great, too. I 

am going to college next year and one of my potential majors 

is marine biology, so I am glad we went to see the world's 

second largest aquarium. The Waikiki Aquarium is like nothing 

compared to the Churaumi . 

I 'd  like to say mahalo to the government and Junior Study 

Tour for taking our group of students and letting us have this 

wonderful opportunity of exploring Okinawa. Because of 

this tour I feel as though I can identify with my culture much 

more then before. I would definitely recommend this tour to 

other Okinawans that want to learn more about their history 

and meet new people. 
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貴重な体験

先ず最初 に 、 ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ー ・ ツ ア ー (JST)

の ス タ ッ フ の方 々 にお礼 を 申 し 上 げ ま す。 日 本語を話
せな い メ ンバ ー の 通訳や翻訳 を助 け て頂 い た 方 々 、 こ
の プ ロ グ ラ ム の ス ポ ンサ ー で あ る 沖縄県庁、 そ れか ら
こ の様 な 素 晴 ら し い経験 を 得 る チ ャ ン ス を 与 え て く れ
た 北米沖縄県人会 の推薦委員 会 の方 々 に も 厚 く お礼 を
申 し 上 げ ま す。 皆様 に は色 々 な 面でお世話 に な り ま し
た。 思 い 出 深 い 時 を 一 緒 に過 ご し たJSTの 生徒 た ち に
も 感謝の気持 ち で い っ ぱい です。

沖縄の美 し さ や平和 な暮 ら し の こ と は写真や話 し で
は 聞 い て い ま し た が 、 実 際 に 体験 し て み る と 、 よ り 一

層素晴 ら し い も の で し た。 沖縄の気候 に は き っ と 慣れ
な い よ 、 と ア メ リ カ を 発 つ 前 に 皆 に 言 われ た け れ ど 、
自 分で は 「 そ ん な に暑い はずが無い」 と 思 っ て い ま し
た。 で も 飛行機 を 降 り た 瞬間 に感 じ た湿気 に は驚 き ま
し た。 し か し 、 暑 さ に負 けず新 し い友達を つ く っ た り 、
い ろ ん な所へ行 っ て 沖縄の文化 に つ い て 良 く 学ぶ こ と
が 出 来ま し た。

ホ ー ム ス テ イ の最初の 4 日 間 は 、 沖縄の様々 な ラ イ
フ ス タ イ ル に慣れ る 大事な 日 々 で し た。 叔父の家に滞
在 し 、 沖縄の 中 部 と 北部 を 案 内 し て も ら い ま し た。 ム ー

ン ビ ー チ ・ リ ゾ ー ト ヘ行 き 、 そ の 後 ヤ ン バ ル に 住 ん
でい る 79歳 と い う 若 さ のひいお ば あ ち ゃ ん に 会 い ま し
た。 叔父 に は い ろ ん な 沖縄料理の レ ス ト ラ ン に も 連れ
て行 っ て も ら い ま し た。 沖縄そ ば、 と ん かつ 、 ゴ ー ヤ ー

チ ャ ン プルー 、 紅芋ア イ ス ク リ ー ム 、 そ し て 一番珍味
だ と 思 っ た海ぶ ど う を試食 し ま し た 。

ホ ー ム ス テ イ が 終わ る と JSTの メ ンバ ー と 合 同 し ま
し た。 当 初、 外 国 に住 ん で い る 生徒達だ け が 参加 し て
い る も の だ と 思 っ て い ま し た が 、 全員 の名 前札 を 見 る
と 、 国籍が 「 日 本」 と 書い て あ る 者 も い る こ と に気が
つ き ま し た。 「 こ れ は 日 本語 を 勉 強 で き る い い チ ャ ン
ス だ ！ 」 と 希望 を 持 ち ま し た。 次 の2週 間 は 、 首里城、
ち ゅ ら 海水族館、 エ メ ラ ル ド ビー チ 、 国 際道 り な ど有
名 な場所に行 き 、 ホ テ ル の 大衆浴場やサ ウ ナ も 皆 と 一

緒 に 経験 し ま し た。 ま た 、 琉球漆器 を 作 っ て み た り 、
サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー で は エ イ サ ー を 踊 り ま し た。

サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー と い う よ り も 、 「 帰 っ て き ま す」

と い う 約束の宴の よ う な も の で し た。 仲 良 く な っ た友
人 た ち と 別れ る の は と て も 辛 か っ た です。 泣 い た り 、
笑 っ た り 、 誕生 日 を祝 っ た り 、 お化 け話 し を し合 っ た
り 、 み ん な 家族の よ う な絆で結ばれた気が し ま し た。

JST を 経験 し た こ と が き っ か け で、 琉球大 学 に 進 も
う と 思 っ て い ま す。 そ し て 、 日 本で英語 の 教師 に な り
た い です。 JSTの お か げ で 自 分 の 人 生 に 色 ん な チ ョ イ
ス が 生 ま れ、 道 が 開 け た と 思 い ま す。 JSTは僕 に と っ
て 大変貴重 な経験で し た。 今後 も こ の プ ロ グ ラ ム を続
け て く だ さ い。 そ し て 次 の 世代 の 「 う ち な ん ち ゅ ー 」
達 に も 僕 に 与 え ら れ た の と 同様の チ ャ ン ス を つ く つ て
あ げて く だ さ い。
い っ ペ ー に ふ ぇ ー で一 び る ！

First and foremost, I would like to thank all the Junior 

Study Tour staff members who made sure everything ran 

perfect, the translators who helped the non-Japanese speakers, 

the Okinawan government for providing the program, the 

JST students who gave me countless unforgettable memories, 

and the evaluation staff of the Hokubei Okinawa kenj inkai for 

handing me the chance to have such a wonderful experience. 

Before I departed, I had only seen pictures and heard 

stories of how beautiful and peaceful the islands of Okinawa 

are . However, hearing and actually experiencing are two 

completely different things .  From the very first step off of 

the plane, the humidity hit me in the face instantly. Prior to 

going to Okinawa, everyone told me how fierce the weather 

was and that I might not be able to handle it. I always thought 

to myself, " oh it can ' t  be THAT hot " ,  but I was terribly 

wrong! Despite the weather, the overall trip was amazing. I 

was able to experience many new places, make new friends, 

share memories, and learn about the Okinawan culture. 

The first four days of home-stay upon arriving was a great 

way to get accustomed to the different lifestyle of Okinawa. 

Staying with my uncle, he showed me the majority of the 

middle and northern section of the island. He also took me to 

the beautiful Moon Beach resort and also to see my great 

Grandma who is only 79 ! and currently resides in the Yanbaru 

area.  Along with a tour, my uncle also took me to a great 

number of restaurants to try new foods such as Okinawa 
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Soba, Tonkatsu, Goya Champloo, Ben-ni Mo ice cream, 

and the most interesting, Umi Budou! 

Once the home-stay portion was over, it was time to move 

onto the JST and get acquainted with the other members . At 

first, I thought that only members from outside of Japan were 

going to be on the tour, and was surprised to see many people 

wearing a name tag who's nationality said " 日 本" . But at the 

same time I felt this would be a great chance to practice and 

study my Japanese ! I was so excited and hoped to learn a great 

deal of Japanese throughout the trip. Over the course of two 

weeks the JST members had learned so much. We visited 

the famous "Churaumi Suizokan", 1 1Shurijo 1 1 , "Emerald beach", 

and "Kokusai Dori" and even experienced the soothing bath 

houses and sauna's at the hotels ! We learned how to create 

Ryukyu shiki plates and also performed a traditional 1 1eisa 1 1  

dance for the Sayonara Party. 

The Sayonara Party was more similar to a " I ' ll be back 

party" as everyone had become so attached that it became to 

hard to let go. From the beginning to the very end, I don 't 

think any of us had the strength to farewell. Instead we used 

our tears to express our feelings. We had all formed a special 

bond like that of a family. Through various events such as 

sharing ghost stories and celebrating each others birthdays as 

though we have been friends for years, was very touching 

and a beautiful feeling. 

Because of the JST experience, I have now decided to try and 

enter 琉球大学 ！ To become an English teacher in Japan. This 

opportunity opened up many new choices in my life, and 

helped me a great deal. And because of that, I want to thank 

everyone associated with JST and I ask that you keep on 

running this program so that our future generation of Okinawans 

can also share the same experiences and opportunities ! lppei 

Nihei-Deebiru ! 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009

J S T の プ ロ グ ラ ム に参加 し た 5 日 間 、 み ん な と 一

緒 に 沖縄の文化 を 学びな が ら と て も 楽 し い時間 を過 ご
し ま し た。 参加者一 人一 人 の こ と や、 それぞれ の 国 の
文化 を 学ぶ こ と は 大 き な喜びで し た。 ホ ー ム ス テ イ で
親戚 と 再会 で き た こ と も と て も う れ し か っ た です。

沖縄は あ ま り 発展 し て い な い亜熱帯気候 の小 さ い 島
で 、 人 々 は温かい 、 と い う こ と が 到着 し てす ぐ に読み
と れ ま し た。 こ の 島 で は未 開 発 の 地が 町 と 町 を 区切 っ
て い る 景色 が 、 私 が ア メ リ カ で こ れま で見た よ り も た
く さ ん あ り ま し た。 そ の他 に も 、 青 く 透明 な海水が 何
マ イ ル に も 渡 っ て 広 が る 沖縄の ビー チ は 、 今 ま で見た
ど の砂浜 よ り も き れい だ と 思 い ま し た。

そ し て ま た こ の 美 し い 自 然 に加 え て 沖縄 に は と て も
興味深い文化が あ り ま す。 J S T の 中 で 、 首里城 を訪
れ る 機会 も あ り ま し た。 首里城 に は鮮やかな赤、 龍の
凝 っ たデザイ ン な ど 中 国 の 象徴が た く さ ん使 われて い
て 、 中 国 か ら の影響が あ る の が 分か り ま し た。 けれ ど
も 実 は 、 首里城 は何度か焼 け落 ち て い て 、 沖縄戦 の 間
も 完全に破壊 さ れて い る の で 、 今 日 の 首里城 は現代 に
建て ら れた も の な の だそ う です。

沖縄県平和祈念資料館では沖縄戦 に つ い て 学びま し
た。 20万人以 上 の 死者 を 出 し 、 そ の 半分以上が 民 間 人
で あ っ た と い う こ と 。 爆撃 、 飢 え 、 マ ラ リ ア 、 自 殺、
そ し て 、 ひ ど い 時 に は退却す る 日 本軍 の 手 に かか っ て 、
た く さ ん の 人 が 亡 く な っ た こ と 。 ま た 、 資料館では戦
争 を 体験 し 生 き 残 っ た 人 々 の経験 を 証言形式で集 め て
い ま し た。 そ の 中 でた く さ ん の 人 が 飢 え に 苦 し み食べ
物や水 を 求 め て 、 戦場 を 行 く 当 て も な く さ ま よ い歩い
た経験や、 ま た 、 米軍の捕虜 と な り 収容所 に入 っ た体
験 を つづ っ て い ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は沖縄の こ と を 学び、 他
の 参加者 と の 友情 を 育 む 素 晴 ら し い機会 に な り ま し
た。 み ん な で一緒 に 取 り 組ん だ レ ク レ ー シ ョ ン は た だ
楽 し い だ け で な く 、 私 た ち を 一つ に ま と め る 力 が あ り
ま し た。 中 で も キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は一番想い 出 に残
る も の と な り ま し た。 大 き な た き 火 だ け が真 っ 暗な夜
を 照 ら し 、 夜通 し 歌 っ て 踊 っ て過 ご し ま し た。 み ん な
で想い 出 の 一夜 を選ぶ と し た ら 、 こ の キ ャ ン プ フ ァ イ

ヤ ー に な る と 思い ま す。
J S T に参加 し て と て も 良 い経験 に な っ た の で、 -,..

の プ ロ グ ラ ム がず っ と 続い て 欲 し い と 思い ま す。 こ れ
か ら の 世代 に 、 ツ ア ー の 何 も 変 わ る こ と が な く 、 そ の
ま ま 私 た ち が 参加 し た の と 同 じ よ う な 楽 し い 体験 を
し て欲 し いです。 ハ イ キ ン グ、 平和祈念資料館、 エ イ
サ ー 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 何 も か も が 私 た ち の遺産
を学ぶた め の完璧な経験で し た。 私 の祖先 を身近に感
じ る こ と が で き 、 新 し い友達 を 得 る こ と が で き て 、 こ
の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に感謝の気持 ち で い っ ぱ
い です。 沖縄で 出会 っ た み ん な が 大好 き に な っ た の で
ま た合 い た い と 思 っ て い ま す。 そ し て 、 沖縄の親戚 を
も う 一度訪ね た い です。

Junior Study Tour 2009 

During the five days I was with the JST, I have enjoyed 

the time spent with everyone in learning about Okinawan 

culture . It was a pleasure to meet everyone and learn about 

each individual and their country 's cultures .  Even during 

the home stay it was a joy to see my family once more . 

Upon arrival , with a quick analysis,  Okinawa i s  a small 

island with a tropical climate, not very industrialized, and 

friendly people.  The is land contains many large plots of 

unindustrialized land that separates each city, more than 

I 've seen in America so far. Along with these plots of land, 

Okinawa also has some of the most beautiful beaches that 

I 've ever been to; as each beach contains clear blue seawater 

that stretches for miles. 

Along with beautiful nature, Okinawa has a very interesting 

culture . One place which we visited while on the Junior 

Study Tour was Shuri Castle. The castle resembles a Chinese 

influence on Okinawa as the bright red color and intricate 

design with the dragon are all symbols of China. However, 

today 's Shuri Castle is more modern in time period, as the 

original Shuri Castle was burned several times and was 

completely destroyed during the Battle of Okinawa. 

We had also learned about the Battle of Okinawa through 

the Okinawa Prefectural Peace Memorial Museum. The 

Battle of Okinawa lasted for approximately ninety days, 
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with an upward death toll of 200,000 more than half of which 

were civilian lives. Many died from shells, starvation, malaria, 

suicide or even by the retreating Japanese troops. The museum 

also contained information in the form of testimonies form 

those who experienced the war and lived to tell of it. Many 

of them were starving and had nowhere to go except wander 

the battlefield in search for food or water, while others were 

taken into U.S .  refugee camps. 

The Junior Study Tour was an amazing opportunity to 

learn about Okinawa and to gain new friendships with the 

others in the tour. The activities we had done together were 

both fun and brought us closer together. One of the most 

memorable activities was the campfire . All of us together 

dancing and singing the night away with nothing but the 

large bonfire to light the night. It seems everyone 's favorite 

night had to be that one. 

I have enj oyed the JST greatly, and hope that thi s tour 

continues. I believe that nothing should be changed and that 

the tour should remain the same for future generations to 

enj oy as we have. The hiking, the Peace Museum, Eisa, the 

campfire, everything was a perfect experience for us in learning 

about our heritage.  Thanks to this tour, I feel closer to my 

ancestors and am grateful for my new friends. I miss everyone 

and hope to see them again once more, as well as visiting 

my family, as I wish to go to Okinawa again. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009

2009年沖縄ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 目 標 は 、 私の
よ う な海外 に住む沖縄人が 、 沖縄の 人 の 生 き 方 を勉強
し て よ り 深 く 沖縄を理解す る こ と が で き る よ う にす る
こ と で し た。 し か し 、 こ の ス タ デ イ ツ ア ー で は 、 そ れ
以上の成果を得た と 思い ま す。 ツ ア ー全体 を 通 し て 素
敵な こ と が た く さ ん あ り ま し た。

私 は 、 沖縄で過 ご し た こ の 二週 間 の こ と を ど の よ う
に 説 明 し は じ め た ら い い の か さ え わ か り ま せ ん。 『 百
聞 は一 見 に し かず』 こ れ は母か ら 聞 い た こ と わ ざです。
私 が飛行機か ら 降 り た 時、 む し暑 さ が 私 を包み ま し た。
そ し て 飛行場 を あ と に し て 、 大 き な都市 を 見 て び っ く
り し ま し た。 何故な ら 私の想像 し た 沖縄は の ん び り し
た農村だっ た か ら です。 私 は最初か ら 最後 ま でた く さ
ん の 新 し い事 を学びま し た。 い ろ ん な こ と を し ま し た。
し か し経験で き な い こ と も た く さ ん あ り ま し た。 で も
そ れ は 、 『 ま た 沖 縄 に行 き た い 』 と い う 気持 ち を 起 こ
さ せ ま す。

ツ ア ー の 間 の ホ ー ム ス テ イ の計画は、 と て も よ か っ
た と 思い ま し た。 そ れ に よ っ て私 た ち は沖縄の 人 の 毎
日 の 生活 を かい 間 見 る こ と が で き ま し た。 親戚 の 家 を
い く つ か訪問 し ま し た。 そ し て親戚の 人 々 に と て も て
い ね い な態度で接 し ま し た。 ア メ リ カ で は 、 な か な か
そ う い う こ と が な い の で文化 の違い に び っ く り し ま し
た。 そ し て 琉球村でハブ と マ ン グー ス ー の こ と も 学び
ま し た。 お じ さ ん は 私 に 言 い ま し た。 『 ホ ー ム ス テ イ
の 間 に も い ろ ん な こ と が勉強 で き る よ 、 ジ ュ ニ ア ス タ
デ イ ツ ア ー だ け が 勉 強 だ け で は な い よ 。 し つ か り と 、
い ろ い ろ な こ と を 学ぶ よ う に』 振 り 返 っ て み る と 、 ま
っ た く そ の と お り だ と 思い ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は 、 最初か ら 最後 ま で刺激
的 な素晴 ら し い経験で し た。 そ の 二 日 目 は 、 一番楽 し
か っ た 日 で し た。 私 た ち は 、 県庁 に行 き ま し た。 それ
は 、 と て も 興味深い も の で し た。 ま た 、 万国津梁館で
は夢中 で 日 食を見ま し た。 ま た 、 水族館でイ ルカ シ ョ ー

を 見 て 、 それか ら 海 で泳 ぎ ま し た。 そ の 日 は楽 し い行
事 が た く さ ん あ り ま し た が 、 学びの機会 も た く さ ん あ
り ま し た。 万国津梁館では、 沖縄に 関す る 新 し い政治
的 な知識を得ま し た。 小 さ な 島 で あ る に も かかわ ら ず

重要 な位置 に あ り 、 世界的 な政治の場で大切 な役割 を
果た し た と い う こ と に び っ く り し ま し た。 水族館 で は 、
多様 な海洋生物 が い て 、 沖縄はユ ニ ー ク で特別 な と こ
ろ だ と い う こ と を感 じ ま し た。 沖縄の海に は奇妙 な 形
を し た 生物や、 生 き 生 き と し た 生物 な ど 、 た く さ ん の
生命 が 存在 し ま す。 魚 の 中 に は 、 あ ま り に も 他 の魚 と
似 て い な い の で魚 だ と い う こ と す ら わ か ら な い も の も
い て 、 は じ め 何 か の 海 の植物 か と 思 っ た ほ ど で し た。
水族館は 、 海 の 生命 の 美 し さ と 多様性 を 見せ て く れ ま
し た。 こ う 振 り 返 っ て みて も 、 や は り 二 日 目 は 、 一番
心 に残 る 日 だ と 思い ま す。

ま た 、 他 の 日 で も 私 の 好奇心 を そ そ る で き ご と が た
く さ ん あ り ま し た。 比地大滝へのハイ キ ン グで は 、 そ
の 自 然 の す ば ら し さ を 経験 し ま し た。 そ し て 沖縄 に
し か存在 し な い鳥類が い か に 多 い か に び っ く り し ま し
た。 私 が 渡 っ た 橋 を 見 る と 、 そ の 下 と そ の彼 方 に は 、
生い茂っ た緑の木々 が 見 え 、 川 の 流れ る 音が 聞 こ え ま
し た 。 そ の音や緑の木 々 は 、 ま さ に熱帯雨林 に い る こ
と を かん じ さ せ ま し た 。 こ れ は 、 本 当 に 自 分の 目 で見
る べ き です。 そ の 素晴 ら し さ は千の言葉で も 表せ ま せ
ん。 首里城 と 金城町の石畳 は 、 昔 の 沖縄の 姿 と そ の長
い歴史 を感 じ さ せ る 場所で し た。 それか ら 平和祈念資
料館で の ツ ア ー は 、 私 の 心 に深 く 感 じ さ せ る も の が あ
り 、 泣 き そ う に な っ て し ま い ま し た。 長 田 勝男 さ ん の
戦時 中 に 関す る 話 は 、 考 え 深い も の で し た。 展示物 を
見 な が ら 、 こ れは 、 本 当 に過去に起 こ っ た こ と で あ り 、
多 く の 人 々 が 苦 し ん だ と い う こ と を知 り ま し た。 そ の
後 、 外 に 出 た と き 、 祈念碑 に刻 ま れた た く さ ん の 人 々
の名 前 に衝撃 を受 け ま し た。 祈念碑 に刻 ま れ た 多大 な
人 々 の名 前 を 見 る こ と に よ り 、 私 の 目 が 開 かれ た 思 い
が し ま す。 平和祈念館 を訪れた こ と に よ り 、 私 は なぜ
沖縄の 人 々 が 平和 に 関 し て ゆ る ぎ な い 姿勢 を持 っ て い
る の か が 、 少 し理解で き る 感 じ が し ま し た。 感銘 を 受
け た こ の 場所 を訪れた こ と は 、 忘れ る こ と が で き な い
で し ょ う 。 そ の後 の マ チ グ ァ ー散策 に は ワ ク ワ ク し ま
し た。 何故な ら 普通 見 る こ と の で き な い い ろ ん な も の
を 見 る こ と が で き た か ら です。 お仏壇 に は真 ん 中 に線
が 引 かれ、 右 と 左 に分かれて い た の で 、 ち ょ っ と 不思
議だ と 思 い ま し た。 多彩 な種類のお店が終わ り の な い
よ う に 立 ち 並 ん で い ま し た。 そ れ ぞれ の 店先 で は違

- 43 -



っ た物 が 置 い て あ り 、 市場で は ほ ん と う に い ろ い ろ な
品 々 を み る こ と が で き る と い う こ と に び っ く り し ま し
た。 ホ テ ル に 帰 っ て か ら の研究会 は楽 し い う え に 、 い
ろ ん な こ と を勉強で き ま し た。 すべて の ツ ア ー を 通 し
て 、 い つ も 新 し い こ と 、 気持 ち が ワ ク ワ ク す る こ と が
あ り ま し た。

私 は 、 い ろ ん な こ と を ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー で学
び ま し た が 、 そ れ と 同 時 に知識以外の こ と も 手 に入れ
ま し た。 そ れ は 、 友情 です。 ツ ア ー の最初 の こ ろ は友
達が作れ る か ど う か不安で し た が 、 終わ り の こ ろ に な
る と 友達 と 別れた く な い と い う 思いか ら 、 涙でい っ ぱ
い に な り ま し た。 『 イ チ ャ リ バ チ ョ ー デ ー』 と い う 沖
縄の言葉 を 知 り ま し た。 そ れ は一度会 っ て 友達 に な る
と 兄弟 、 姉妹の よ う な も の だ と 言 う こ と です。 すべて
の ツ ア ー を 通 し て 、 私 は 、 彼 ら と の友情 の 絆 を 作 り ま
し た。 そ し て と て も 楽 し い 時 を過 ご し ま し た。 い ろ ん
な 友達 を 作 り な が ら 、 私 は想像 も で き な か っ た新 し い
こ と を た く さ ん学びま し た。

2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は 、 私 の 人 生 に と っ
て 本 当 に す ば ら し い経験 と な り ま し た。 と て も 楽 し か
っ た と 同 時 に 、 た く さ ん の こ と を 学 び ま し た。 沖 縄
の 文化 は本 当 に素晴 ら く 、 島 は と て も 美 し い です。 ジ
ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー でい ろ ん な こ と を経験 し ま し た
が 、 ま だ ま だ私 は 沖縄の こ と や沖縄の人 々 の 生 き 方 を
学びた い と 思 っ て い ま す。 私 は ま たす ぐ に で も 沖縄 を
訪れた い と 思 っ 文 い ま す。 今 回 の ツ ア ー の経験 は 、 死
ぬま で忘れ る こ と が で き な い で し ょ う 。 私 は こ の ツ ア
ー に参加 し て た く さ ん の こ と を 学ぶ こ と が で き 、 本 当
に 良 か っ た と 思 っ て い ま す。

最後 に 、 2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に協力 し て
い た だいた方々 と 、 私 を こ の 忘れ る こ と の で き な い ツ
ア ー に参加 さ せ る た め に協力 し て く れ た 方 々 皆様 に感
謝 し ま す。

本 当 に ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。

Junior Study Tour 2009 

I don't even know how to begin to describe the two weeks 

that I spent in Okinawa. There were so many things that I did. 
But, there were also many things I did not get to experience, 

which makes me want to go back again. The main goal of 

this trip was so that Okinawans, such as me, could learn 

m9re about the Okinawan way of life. However, I believe 
this trip went far beyond the initial goal. There were so many 
things that I liked throughout the whole Junior Study Tour. 

The idea of allowing a homestay during the trip was a very 
good idea. This allowed everyone to experience what daily 
life might feel like, since during the ' study part' of the trip, 
we were busy and followed a schedule .  While I was staying 
with my host family, I 1 earned many things and visited many 

places that I didn't get to experience during the ' study part' of 

the Junior Study Tour. During my homestay, my uncle said, 

"You can learn many things during the homestay, not just 

during the ' study part ' of your trip, so make sure you ' re 

learning" . Looking back, I realize I just agreed with him 

without thinking about it. However, now I fully understand 

what he was talking about. 

The Junior Study Tour itself was also an amazing experience 

like the homestay. From the beginning to the end, it was a 

stimulating experience .  One of my favorite days was the 

second day. We went to the Prefectural Government Building 

and it was very interesting to see .  When we went to the 

Bankoku Shinryokan, I was extremely ecstatic since we 

got to see the solar eclipse there, and look inside Bankoku 

Shinryokan. After that, we toured the aquarium and saw a 

dolphin show, then swam at the beach. That day was full 

of very fun things, but I also learned a lot. At the Bankoku 

Shinryokan, I got new insight about the political side of 

Okinawa. At the aquarium, I felt that I got to know how 

different and special Okinawa is because of the variety of 

marine life. It showed me how beautiful everything is .  The 

second day was definitely my favorite. 

Although the second day was my favorite, there were many 

other things that piqued my interest. During the hike at the 

Great Hiji  Falls, I experienced the magnificence of the nature 

of Okinawa. I was surprised to learn that there were so many 

animals that are only native to the island of Okinawa. The 

landscape was really beautiful and touched my heart. When 

I looked over a bridge we crossed, I remembered the many 

stories that my family told me how beautiful Okinawa is .  It 

really is something that somebody should see for themselves, 

because not even 1 ,000 words could describe it. Shuri-jo 

Castle and the stone road in Shuri-Kinjo  town really made 

me think about the past of Okinawa and the long history it 

has had. The Peace Memorial Museum reached deep into 

my heart and almost made me cry. Mr. Katsuo Nagata's story 

about his life was interesting to hear. Looking through the 

exhibit, it made me realize that the past actually happened 

and so many people suffered. When we went outside, I was 

shocked at how many names there were on the numerous 

memorial stones .  Seeing all of the names really opened my 

eyes. I feel that I can understand a little bit why the Okinawans 

are so adamant about peace now that I have visited the Peace 

Memorial Museum. I don't think that I will ever forget about 

the visit there because it made a big impression on me. The 

stroll through Machigawa Marketplace was really exciting 

because I saw so many things that I normally wouldn 't see. 

When we did the workshops at the hotel, it was very fun, 

and I learned a lot at the same time. Throughout the whole 

trip, there was always something new or exciting that I 
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experienced. 

I learned a lot during the Junior Study Tour, but there 

i s  something I gained other than knowledge, and that i s  

friendship . I n  the beginning o f  the trip, I didn't really know 

if I could make friend with everybody, but by the end of the 

trip, I was in tears because I didn ' t  want to leave them. 

Throughout the whole trip, I was making friends and bonding 

with them, and having lots of fun. Making so many different 

friends, I actually learned new and various things I would 

never have dreamed of. 

In the end, the Junior Study Tour 2009 has been one of the 

greatest experiences of my life. I had lots of fun on the trip, 

but I also learned so much .  The Okinawan culture truly 

is wonderful, and the island is extremely beautiful.  Even 

through I 've experienced so much on the Junior Study Tour, 

I still feel like learning so much more about Okinawa and the 

Okinawan way of life. I really want to go back to Okinawa 

soon, and I plan to attend Sekai no Uchinanchu Taikai in 

20 1 1 .  This experience is one that I will never forget until I 

die. I am extremely ecstatic that I could go on this trip and 

learn so much. I appreciate everybody who has worked with 

the Junior Study Tour 2009 Program, and me, for making 

the trip possible and unforgettable. 
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ジ ュ ニ ア ー ス タ デー ツ ア ー 2009

沖縄で過 ご し た今年の 夏 、 と て も す ば ら し い 時間 を
過 ごせた こ と に と て も 感謝 し て お り 、 こ れか ら も ず っ
と 忘れ る こ と の で き な い経験 に な り ま し た。 僕 の 沖縄
の先祖の歴史、 僕の母、 祖母が 生 ま れ育 っ た 島 の歴史
に つ い て た く さ ん学びま し た。 そ し て 、 世界 中 か ら 来
た 沢 山 の 素 晴 ら し い人 た ち に 出会 い 、 一 生 の 友情 を築
く こ と が で き た こ と を 幸運 に思 っ て い ま す。 僕が ア メ
リ カ に 戻 っ て き た 時、 日 本文化 と 島 の歴史が僕の家族
に深 く 関係 し て い る と い う こ と が 、 よ く 理解 が で き た
よ う な気 が し ま し た。

日 本 に 着 い て す ぐ に親戚 と 共 に過 ご し た 4 , 5 日 間
は 、 久 し ぶ り の 再会 で と て も 楽 し む こ と が で き ま し た。
僕 が 2 歳 の 頃お じ と お ば を 訪ね る た め に母 と 沖縄へ来
ま し た が 、 僕 は幼 か っ た の で 、 そ の 時の 沖縄旅行 の 記
憶 は ほ ん の 少 し し か残 っ て い ま せん。 ですの で 、 今 回
の経験全て が 僕 に と っ て 初 め て の も の と 言 っ て い い ほ
ど です。 僕 の お じ達は本 当 に親切 で 、 普段で は体験で
き な い 島独特の光景 を 見せて く れ ま し た。 伊計島 と そ
の他 の 島 々 へ行 っ た 時 は 、 と て も 美 し い海岸 と 風景 を
楽 し み ま し た。 滞在の 2 日 目 は 、 お じ と 勝連城へ行 き 、
島 と 海 の 驚 く ほ ど の 気 高 い 眺 め に深 く 感動 し ま し た。
城 の 全体的 な構造が と て も 良 く 保存 さ れて あ り 、 た ＜
さ ん の歴史が あ る 空間 に い る と い う 感覚 は 、 今 回 の旅
の 思い 出 に 強 く 残 っ て い る う ち の 一 つ です。 他 の お じ
と 一緒 に座喜味城へ行 っ た と き も 、 同 じ よ う に感動 し
た こ と を 覚 え て い ま す。 それか ら 、 お じ と 岸釣 り を し
に行 き 、 何 も 釣れ ま せん で し た が 、 と て も 良 い 思 い 出
に な り ま し た。 琉球村で は昔か ら の 沖縄の文化そ し て
人 々 の 生活 を 少 し垣間 見 る こ と が で き 、 典味深い経験
で し た。 何 よ り も 、 僕 の親戚家族 と 一緒に過 ごせた こ
と が と て も 幸せで し た。

旅 の 残 り の 時 間 はJSTの 皆 と 過 ご し ま し た。 ブ ラ ジ
ル、 ペルー 、 ボ リ ビア な ど世界 中 か ら 集 ま っ た生徒 た
ち と 出会 い 、 過 ご し た こ と に よ り 、 世界的 に沖縄の文
化社会 が 大 き く 広 ま っ て い る の だ と 実感 さ せ ら れ ま し
た。 さ ら に 、 歓迎会 の 時 に はそ れぞれ の 生徒 が そ の 国
の 歌や踊 り を披露 し 、 国際交流 も 楽 し む こ と が で き ま
し た。 JSTの ス タ ッ フ の 皆 さ ん は本 当 に親切 で た く さ

ん助 け て も ら い 、 大変お世話 に な り ま し た 。 僕 の 日 本
語 に は 限 り が あ っ た の で 、 通訳 さ ん に は特 に お世話に
な り ま し た。 そ し て 、 リ ー ダー さ ん に は と て も 友好的
で親切 な も て な し を し て い た だ き ま し た。 僕た ち の滞
在 中 の宿泊先 も と て も 良 い と こ ろ ばか り で し た。 特 に
沖縄の 一番高 い場所 に あ る ホ テ ル タ ニ ュ ー は僕 が 気 に
入 っ た ホ テルで し た。 食事 も お い し く 、 食べ物 の 質 に
も と て も 満足 し た こ と を 覚 え て い ま す。 沖縄そ ばや大
根 と い う 今 ま で食べた こ と の な い違 っ た新 し い食べ物
を 挑戦す る こ と が で き ま し た。 基本的 に 、 よ く 食べ 、
よ く 寝 、 退屈す る こ と も な く 、 病気 も せず、 こ の 沖縄
で の経験 は本 当 に全て が 楽 し く 良 い 思い 出 に な り ま し
た。

僕た ち が観光 を し た所は沢 山 あ っ た の で 、 全て は報
告 で き ま せん が 、 何箇所か、 と て も 印象 に 残 っ た場所
が あ り ま す。 ち ゅ ら 海水族館の水槽の 中 を 巨大 な ジ ン
ベイ ザ メ がすいすい と 泳い でい る 光景 に は深 く 感動 し
ま し た。 県立博物館 と 平和祈念資料館で は沖縄の 人た
ち が 平和 の た め に直面 し た 苦悩 と 勝利 につ い て 、 よ く
理解す る こ と が で き ま し た。 ナ ガ タ カ ツ オ さ ん は 、 わ
か り やす く 率直 に第二次世界大戦の悲劇 の 話 を し て く
れ、 JSTの イ ベ ン ト の 中 で も と て も 印象深 く 、 僕 の 家
族が体験 し た戦争の話 を 思い 出 し ま し た。 僕 の祖父 も 、
ア メ リ カ 海軍 と し て 沖縄戦で戦 っ た 一 人 です。

た だ 一 つ だ け 、 少 し が っ か り し た の は 首里城 です。
何度 も 修復 さ れ て い る と い う こ と は 、 本物 の 歴 史 的
な価値 を あ ま り も た な い と い う こ と を意 味す る か ら で
す。

教育関係 の経験の他で は 、 グルー プでゲー ム 、 ダ ン
ス 、 キ ャ ン プフ ァ イ ア ー を し ま し た。 さ よ な ら パ ー テ
ィ ー で は み ん な でエ イ サ ー を学びま し た。 難 し か っ た
ですが 、 ア メ リ カ と 沖縄で こ の ダ ン ス を何度 も 観賞 し
て き た の で 、 実 際 に エ イ サ ー を学んで踊 る こ と は 、 自
分 自 身、 沖縄のす ば ら し い文化 に 一歩近づ け た よ う な
気持 ち に な り ま し た。

さ よ な ら パ ー テ ィ ー は 沢 山 の 新 し い 友達、 そ し て
心 か ら 好 き に な っ た 島 と の 別 れ の 場 だ っ た の で、 と
て も 感清的 に な り 、 辛 い 思 い で し た。 こ の よ う な プ ロ
グ ラ ム は こ れか ら も ず っ と 長 く 続い て ほ し い と 思い ま
す。 他の若い沖縄の子孫の 人 た ち に も 沖縄へ来て美 し
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い 、 楽 し い 、 そ し て 素敵な経験 を し て ほ し い と 思い ま
す。 本 当 にす ば ら し い 思い 出 ばか り です。 い つ か ま た 、
JSTで経験 し た こ と を 胸 に 近い将来、 沖縄へ戻 っ て き
た い です。

繰 り 返 し ま すが 、 こ の よ う な 一 生の想い 出 を あ た え
て く だ さ り 、 ほ ん と う に あ り が と う ご ざい ま す。

Memories of My Junior Study Tour Program 

My time in Okinawa this  summer was an astounding 

experience that I greatly appreciate and will remember 

forever. I learned a great deal about my heritage and the 

history of the island where my mother and grandmother 

were born .  Also, I was fortunate to meet many wonderful 

people from around the world and established friendships I 

shall maintain for a long time. When I returned to America, 

I felt I had acquired a better understanding of the culture 

and history of the is land that comprises so much of my 

family history. 

The opportunity to stay with my relatives for several days 

when I first arrived allowed me to reconnect and enjoy their 

company which I had not been able to do in quite some time. 

When I was two years old, my mother and I visited Okinawa 

and my great aunts and uncles .  However, due to my young 

age, I have only a limited memory of the trip. Thus, the entire 

experience was almost completely new. My great uncles 

showed me incredible hospitality and unique aspects of the 

island that I would not have experienced �therwise. I went 

to Ikei-j ima and other outer islands, enjoying the beautiful 

beaches and landscape. During my second day, we (one of my 

uncles and I) traveled to Katsuren Castle and I was deeply 

impressed by the stunning elevated views of the island and 

ocean. The overall structure was well preserved; simply being 

present at the location of so much history is one of the 

highlights of my journey. On a later date, my other uncle 

and I explored Zakimi Castle and the effect was the same. 

Also, we enjoyed fishing off of the pier, even without any 

success. The Ryuukyuu mura was an interesting experience 

as I got a glimpse of old Okinawan culture and lifestyle . 

Most of all, I reveled in the opportunity to spend time with 

my family. 

During the remainder of my experience, I was with the 

other members of the JST. By meeting and interacting with 

students from around the world (Brazil, Peru, Bolivia, etc . )  

showed me how large the global Okinawan community 

i s .  Furthermore, during our welcome party, some of the 

participants performed dances or songs from their countries 

and enjoyed a bit of international education as well. The staff 

members of JST were all very kind and helpful. I do not know 

what I would have done without them. Because my Japanese 

was somewhat limited, the translators were particularly 

beneficial. Also, the student leaders displayed exceptional 

friendliness and hospitality. Our accommodations were quite 

nice. I especially liked the Tanyuu Hotel which was upon the 

highest point in Okinawa. I recall being well-fed and pleased 

about the quality of our meals. I was able to try several different 

foods that were completely new to me such as Okinawa soba 
and daikon. In general, I was never in want of anything. I ate 

well, slept well, and I was never bored or sick. Anything that 

could have interfered with my enjoyment and understanding 

was completely absent from the experience.  

The places the tour visited were almost too numerous to 

account for but a few are prominent in my memory. The sight 

of massive whale sharks gliding effortlessly through the tanks 

of Churaumi Aquarium was indeed very impressive. The 

Prefectural Museum and Peace Memorial granted me with 

a better understanding of the struggles and triumphs the 

Okinawan people have faced. Mr. Katsuo Nagata's account 

of his war experience was one of the most powerful events 

of the JST. The lucidity and honesty with which he recalled 

the tragedies of the Second World War reminded me of my 

own family's story. My grandfather himself fought in the 

Battle of Okinawa with the United States Marines. 

There was one thing that was not very pleasing to me. I 

was somewhat disappointed with the Shuri Castle. The fact 

that it entirely rebuilt several times diminished the authenticity 

and historical relevance to a degree .  Aside from all of the 

educational experiences, the group played games, danced, 

and held a bonfire (all in the same evening). For the sayonara 

party, everyone learned an eisa dance routine. Although it was 

difficult, I enjoyed learning and performing as I have seen 

such dances many times both in America and Okinawa. By 

participating in one made me feel much closer to Okinawa's 

rich culture. 

The sayonara party was an emotional good-bye to the many 

new friends I made and to the island that I had grown to love 

so dearly. I feel that this program should continue for as long 

as possible. I would love to see other young people of Okinawan 

descent to come and experience the beauty, fun, and hospitality 

that surely await them. I have few complaints and innumerable 

praises .  I plan to return to Okinawa in the near future and 

once again enjoy what I did on the Junior Study Tour. 

Once again, thank you so much for giving me such an 

incredible lifelong experience. 
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ジ ュ ニ ア ー ス タ デー ツ ア ー 2009

私 が 沖縄 を 訪 問す る 許可 を 与 え て 下 さ り 感謝致 し ま
す。 私 の 沖縄滞在の経験 は と て も 楽 し く 、 次 回 の 沖縄
訪 問 が待て な い ほ ど です。

沖縄滞在 は と て も 短い期 間 で し た が 、 そ の 印象 は い
つ ま で も 残 る で し ょ う 。 こ の J S T に参加 し た全て の
生徒た ち が私 同 様 に こ の ツ ア ー を エ ン ジ ョ イ し た こ と
と 思い ま す。

私 は沖縄滞在 中 に 沖縄の 文化遺産 を学びま し た。 そ
し て 、 新 し い友人等 も 出 来 、 ま た 沖縄の家族 と 楽 し く
過 ごす こ と が 出来 ま し た。

私 は 以 前 は 沖 縄 の 事 を 少 し し か知 り ま せ ん で し た
が 、 今 回 は私 の 家族そ し て J S T 参加者 と 共 に沖縄の
色 々 な 場所へ行 く こ と が で き ま し た。 特 に 印象 に 残 っ
た の は 「 平和祈念資料館」 です。 私 は そ こ で 沖縄戦
体験者 の 方 の 体験談そ し て 沖縄戦で い か に 生 き 延びた
かの体験 を 聞 く こ と が で き ま し た。

私 は 「 首里城」 そ し て 「 中城城址」 へ も 行 き ま し た。
J S T は私た ち を 「沖縄水族館」 へ も 連れ て 行 っ て く
れ ま し た。 そ こ で は色々 な海の生物 を 見 る こ と が 出 来
ま し た。 そ し て 「イ ルカ シ ョ ー 」 も 見 ま し た。 ま た私
の 沖縄 の 家族等 と 「 オ キ ナ ワ ワ ール ド」 へ も 行 き ま
し た。 私 が 行 っ た 色 々 な場所 は と て も 興味深 く 、 沖縄
を 更 に知 る こ と に役立 ち ま し た。

私達 J S T 参加者た ち は初 日 の 出会い か ら お互い の
こ と を す ぐ に知 る こ と で き ま し た。 私 は参加者全員 と
一時間足 ら ずで友達に な る こ と が で き ま し た。

J S T で 困 っ た こ と は私 が 日 本語が話せ な い の で皆
と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取れ な か っ た こ と で し た。 で
も 数 日 後 に は皆それぞれお互い を理解す る こ と が 出 来
ま し た。

生徒全員 と 知 り 合 っ て か ら た っ た の 一週 間 し か経 っ
て い ま せん が 、 ベ ス ト フ レ ン ド に な っ た感 じ が し ま し
た。 私 は ア メ リ カ に帰 っ て 来 て も 彼 ら の 事 が 忘れ ら れ
ま せん。 皆 はそれぞれ違 う 国 に 住 ん で い て コ ン タ ク ト
を と る の は難 し い と 思 い ま す が 、 そ れ で も 努力 を し よ
う と 思い ま す。

こ の旅 で最高 だ っ た の は初 め て 沖縄の 家族 と 出会 え
た こ と です。 私 は 多 く の従兄弟 た ち 、 叔父 た ち 、 叔母

た ち と 会い ま し た 。 あ ん ま り 大勢で名 前が 覚 え ら れ な
い ほ ど で し た。

時 間 が 足 り な く て 家族全員 と は過 ごせ な か っ た の で
す が 、 それで も 私 は満足 し て い ま す。

彼 ら は私 を 沖縄の遺跡な ど に連れて 行 き 、 そ こ で沖
縄の伝統 な ど を 見せて く れ ま し た。 ま た 、 私 の 沖縄の
家族 は沖縄の美味な食べ物 を 私 の た め に料理 し て く れ
ま し た。 彼 ら の お かげで、 ま る で 自 分の 家 に い る よ う
に く つ ろ ぐ こ と が で き 、 私

ー

は こ の よ う な 素晴 ら し い 家
族 を持 っ て い る こ と に非常に感謝 し て い ま す。

こ の ツ ア ー全て が 私 の 目 を 開 かせて く れ ま し た。 そ
し て 沖縄 が い か に 美 し い 島 で あ る か も 見せて く れ ま し
た。 私 は こ の ツ ア ー に参加す る 機会 を 与 え ら れた こ と
に感謝 し ま す。 沖縄に滞在す る と い う こ と が ど ん な に
素敵な こ と か分か っ た の で 、 次 に 沖縄 を 訪れ る の が待
ち き れ ま せん。

J S T は私 を 大 い に 変 え ま し た。 私 は 自 分 が 受 け
継いだ遺産 に誇 り を持 っ て い ま す。 そ し て 沖縄系 の 生
徒 た ち 皆 が 私の よ う に チ ャ ン ス が 与 え ら れ る よ う に と
願 っ て い ま す。 こ の よ う な経験 は長年心 に 残 る はずで
す。 こ の J S T は沖縄系 の青少年 に 沖縄の遺産、 習慣、
及び伝統 を紹介す る の で、 こ れか ら の 沖縄の役 に も 立
つ事 と 思い ま す。

私 は再び沖縄 に帰 る 前 に 日 本語 を 習 得 し た い と 思い
ま す。 私 の ゴールは流暢な 日 本語 を 話す こ と です。 私
が 沖縄で得たすべて の友人そ し て 私 が 会 っ た 沖縄の家
族 は 私 の 心 に い つ ま で も 残 る 事で し ょ う 。 近い将来再
び皆 に会 う こ と が で き る こ と を願 っ て い ま す。

Junior Study Tour 2009 

I would like to thank you for allowing me to visit Okinawa. 
My experience there was delightful and I cannot wait to go 
back. The time I spent there was very short, but the impact 
will last forever. I hope that every student who participates 
in the Okinawa Junior Studies Tour will enj oy his or her 
experience in Okinawa as much as I did. I have learned about 
my heritage and culture while being in Okinawa. I also met 
new friends and enjoyed spending time with my family. 

I knew little about Okinawa compared to now. I went to 
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many places with my family and the Junior Studies Tour. My 

favorite was the Okinawa Prefectural Peace Memorial Museum. 

While there I was able to listen to a real-life encounter during 

the Battle of Okinawa and of how one man survived it. I also 

went to Shurijo Castle and Nakagsuku Castle. For fun the 

Junior Studies Tour took us to the Aquarium, where we were 

able to see the sea creatures that live there and watch a dolphin 

show. I also got to go to Okinawa World with my family. 

The places I went were exciting and help me understand to 

Okinawa more. 

On the first day when all the Junior Studies Tour students 

got together everyone knew each other instantly. I was 

friends with everyone within the hour. The hardest part of 

the trip was trying to communicate with everyone because 

I did not know Japanese .  But after a few days we were all 

able to understand each other. I felt like I was a best friend 

with each of the students, even though I had only known 

them for one week. I miss them now that I am home. With 

everyone living in different countries it is hard for us to 

keep in contact, but we still try. 

The best part of this trip was seeing my family for the first 

time. I met so many cousin, uncles, and aunts that I cannot 

remember everyone 's name . Even though I wasn't able to 

spend a lot of time with all of them, we made the best of it. 

They took me to historic places as well as showed me many 

traditions . Another good part was all the delicious Okinawa 

foods they made. They made me feel at home and I am very 

grateful to have such a wonderful family. 

This whole trip has opened my eyes and shown me how 

beautiful Okinawa is. I am so thankful to have been given the 

opportunity to go. Now that I know what it is like living and 

experiencing Okinawa, I cannot wait to go back. 

The Okinawa Junior Study Tour as changed me a great deal. 

I am so proud of my heritage and hope that �very Okinawan 

student will have the opportunity as I did. The experience 

should continue for years to come. This tour will benefit 

Okinawa by introducing its young adults to their original 

heritage, customs, and traditions. 

But before I go back, I want to be sure I know what everyone 

is saying. My goal is to speak fluent Japanese. All the friends 
I have made and the family I have met will always be in 

my heart. I hope I am able to see everyone again in the near 

future. 
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ト ロ ン ト球腸会

オキナ ワ ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009

「 沖 縄 は 私 た ち の 故郷だ か ら 、 い つ か ま た 帰 っ て き
て 『 た だ い ま 』 を 言 え る よ う に 、 『 さ よ な ら 』 で は な
く 『行 っ て 参 り ま す』 の あ い さ つ を し ま す。 」

沖縄は今や、 私 の 愛すべ き 場所、 慣れ親 し ん だ場所、
そ し て 故郷 と 呼べ る 場所。
沖縄へ の 旅 で で き た思い 出 は 、 すべて忘れが た い も の
です。 て い ん さ ぐぬの花が爪先 を 染 め る よ う に 、 私 の
心 も 沖縄での想い 出 に染 ま り ま し た。

沖縄の 素 晴 ら し い文化 を受 け入れ る こ と が で き た の
で 、 今 、 私 は沖縄の 人間 です、 と 誇 り を 持 っ て 宣言 し
ま す。

沖縄の美 し い 自 然は息 を の む ほ ど です。 驚 く べ き 生
物 で あ ふれ る 広大な海、 は る か に続 く 緑の木 々 と 、 素
敵な 虫や動物 の住む森。 こ れ ら を 写真 で は 見 た こ と は
あ っ た の です が 、 自 分の 目 で見 る 沖縄の美 し さ と は比
較 に も な り ま せ ん。 実 際 に 自 分 で 見 る と い う こ と は 、
何に も 代 え が た い経験です。 沖縄の芸術 も 、 と て も 特
別 で魅力 的 で し た。 首里城の伝統的 な造 り は洗練 さ れ
て い て 、 平和祈念資料館 も ま た独特で近代 的 な 建築だ
と 思 い ま し た。 そ し て 沖 縄 の 音 楽 の 響 き も 、 そ の ユ
ニ ー ク さ と 美 し さ で大好 き に な り 、 三線の 音 を 聞 く 度
に 沖縄に戻 り た く て た ま ら な く な り ま す。

沖縄で の滞在 中 、 すば ら し い学びの機会 に も た く さ
ん恵 ま れ ま し た。 戦争の 直接の 体験談 を 聞 く 機会 が あ
り と て も 胸 が 締 め付 け ら れ る 思い で し た が 、 平和 の 大
切 さ と 戦争の悲惨 さ を本 当 の意味で理解す る の に役立
ち ま し た。 そ し て ま た 、 他 の 国 の 文化や沖縄の 人 々 が
ど の よ う に様 々 な 国へ移住 し て い っ た か と い う こ と に
つ い て も 学び ま し た。 さ ら に 、 三線やエ イ サ ー ま で習
う こ と が で き ま し た ！ 市場の探索 も と て も 興味深 く 面
白 く て ユ ニ ー ク な経験 に な り 、 と て も よ か っ た です ！
そ し て 、 ブルー シール の シー ク ワ ー サー ア イ ス ク リ ー

ム も 本 当 にお い し か っ た です。
沖縄料理 も 私 が 大好 き な も の の ひ と つ で 、 と て も 懐

か し く 思 っ て い ま す。 沖縄そ ば、 ご ー や ー ち ゃ ん ぷ
る 一 、 紅イ モ 、 ち んす こ う 、 ア グ ー 、 寿 司 、 さ し み、
牛の 腸 の ス ー プ （訳者注 ： お そ ら く 中 味汁 の 意 ） 、 ナ
マ コ 、 な ど数 え あ げた ら き り が あ り ま せん。 一番楽 し

か っ た の は 、 ホ テ ル タ ニ ュ ー での盛大なバ ーベ キ ュ ー

と そ の 後 の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー です。
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の 夜 は 、 参加者が は じ め て 一つ

の グルー プ と し て ま と ま っ た 時 な の で 、 忘れ ら れ な い
も の に な り ま し た 。 そ の 前 ま で は み ん な ば ら ば ら に 固
ま っ て い た の ですが 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を経て私た
ち はみ ん な 家族 の よ う に仲 良 し に な り ま し た 。 沖縄の
歌 を 一緒 に 手 を つ な い で歌 っ て 、 み ん な の 故郷で あ る
沖縄の 地でひ と つ に な る こ と が で き た の で 、 本 当 に み
ん な と 家族 に な っ た よ う な気分 に な り ま し た。 私 た ち
の テ ー マ ソ ン グ と も い え る 「 島 ん ち ゅ ぬ宝」 を 歌 う 度
に 、 沖縄 に ま た戻れた ら と す こ し泣い た り す る こ と も
あ り ま す。 み ん な が名 前 を 書 い て く れた ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ツ ア ー の T シ ャ ツ も 宝物 と し て 一 生大切 に し 、 沖
縄への旅で培 っ た友情 の 絆 を 忘れ な い よ う に し ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し 、 私 の 沖縄の親
族 と 初 め て 対面す る こ と も で き ま し た。 そ れ ま で顔 を
合わせた こ と は な か っ た けれ ど 、 す ぐ に 家族愛 を感 じ
る こ と が で き 、 ま る で私 が 生 ま れて か ら こ れ ま でず っ
と 知 っ て い た よ う な 気持 ち に な り ま し た。 こ の 沖縄の
家族が 県 内 の い ろ い ろ な と こ ろ を案 内 し て く れて 私 の
母が育 っ た場所 を みせて く れ る う ち に 、 私 は み ん な が
大好 き に な り 、 一緒に過 ご し た 時間 は か け が え の な い
も の に な り ま し た。 私が何 よ り も 懐か し く 思 う も の は 、
人 々 の 温かい心 だ と い う こ と は確かな こ と です。 一 生
懸命勉強 し て 、 ま たす ぐ に沖縄に戻っ て 来 た い と 思 っ
て い ま す。 私 に 与 え ら れた こ の機会 に感謝の気持 ち で
い っ ぱい です。 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が な け
れば、 学生の 間 に 沖縄を訪れて、 私 の故郷が どれほ ど
素晴 ら し い場所か を知 る こ と は な か っ た で し ょ う 。

い つ か か な ら ず こ の素敵な場所 に 戻 っ て “た だ い ま ”

を言 え る こ と を信 じ 、 沖縄でのすべて の想い 出 を 大事
に抱 き ま す。

こ のすば ら し い機会 を 与 え て 下 さ り 、 感謝い た し ま
す。 あ り が と う ご ざ い ま し た ！

Okinawa Junior Study Tour 2009 

" Okinawa is our home, so we are not saying 'goodbye ' ,  but 

rather ' Itte mairimasu' ,  and so someday we will come back 
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to Okinawa and say ' tadaima' " 

Okinawa is now a place I love, a place I have become 

attached to; a place I call home. The memories that were 

created on my journey to Okinawa are all unforgettable. . .  

and just a s  you paint your fingernails with the dye o f  the 

Tinsagu flower, the memories I made of Okinawa are painted 

onto my heart. 

I was able to embrace the amazing culture of Okinawa, so 

I can proudly say that I am Okinawan. Seeing Okinawa's 

beautiful nature was breathtaking; the vast ocean filled with 

extraordinary creatures ,  as well as the forests filled with 

fascinating bugs and animals, along with endless hills of 

green trees. I only saw pictures before, but the pictures do 

not even compare to the beauty that Okinawa holds . Seeing 

everything first hand was definitely an experience that is 

incomparable .  The art of Okinawa was so different and 

attractive ;  The Shuri-j o Castle had such fine traditional 

architecture, and the Okinawa Prefectural War Museum also 

had fascinating architecture that was unique and modem. The 

sound of Okinawan music was also a sound that I loved as it 

was so unique and beautiful… every time I hear the shamisen, 

my heart yearns to return to Okinawa. 

There were so many great learning experiences that were 

made while I was in Okinawa. The opportunity to listen to 

first-hand war experiences was very touching, and helped 

me to really understand the importance of peace, as well as 

the tragic effects of war. I was also able to learn about the 

other countries ' cultures ,  and how the people of Okinawa 

immigrated to the different countries as well .  Furthermore, 

I was able to learn how to play the shamisen, as well as 

how to dance eisa ! Walking around the marketplace was 

also very fascinating and exciting, it was such a different 

experience, I loved it ! I also loved going to Blue Seal and 

trying the Shiiquasa ice cream. 

The taste of Okinawa was something I fell in love with 

and miss very much. I loved the Okinawa soba, as well as 

the Go-ya chanpuru- , Beni Imo , Chinsuko, Agu- , Sushi, 

Sashimi, Ushi no cho soup , Namako, and so much more ! 

One of my favourite days was probably when we had the big 

barbeque at Hotel Tanew, and had the Camp Fire afterwards. 

The night of the campfire is a night I will never forget, 

because I remember it was the night when all the students 

came together as one whole group. Before that, we were all 

in little cliques, but now we are all friends and one big family. 

Singing the Okinawan songs together as we were all holding 

hands really made us feel like family, as all of us were united 

in our homeland of Okinawa. Every time I listen to our song, 

"Shimanchu nu Takara" ,  I cry a little wishing I was back in 

Okinawa. And I will forever cherish my Junior Study T-shirt 

that everyone signed, so I will never forget the bond of 

friendship that was created on my journey to Okinawa. 

The Junior Study Tour gave me the opportunity to meet 

my family from Okinawa for the first time. Although I 've 

never met them before, I immediately felt their love and felt 

as though I ' ve known them my entire life. I became very 

attached to them and enjoyed every minute that I spent with 

them as they took me around Okinawa and showed me where 

my mother grew up . I know for a fact that the thing I am 

going to miss the most from Okinawa, would be the warmth 

of everyone 's heart. I want to work really hard so I can go 

back someday soon. I am so thankful for this opportunity 

that was given to me; if it weren't for the Junior Study Tour, 

I would not have been able to go to Okinawa during my 

high school years, and I would not have realized just how 

amazing my homeland is. 

I will hold onto al l  of  my memorie s  from Okinawa, 

knowing that someday I will return to the wonderful place, 

and say "I 'm home" 
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ジ ュ ニ ア ー ス タ デー ツ ア ー 2009

皆 さ ん 、 こ ん に ち は。 こ の た び の 日 本 へ の 旅行 は 、
と て も よ い経験で し た。 と い う の は私 は旅行す る の が
初 め て だ っ た か ら です。 飛行時間 が あ ま り に長 く て 、
到着す る の が本 当 に 待 ち 遠 し か っ た です。

ま ず最初 に 、 沖縄での 滞在 中 、 私 に付 き 添っ て く れ
たすべて の 人 に 、 沖縄県 の 関係 者 を 始 め 、 三木 さ んや
ミ ゲール さ ん 、 タ カ さ ん、 友視 さ ん 、 私 を 受 け入れて
く れ た ホ ー ム ス テ イ の 家庭 の 皆 さ ん に感 謝 し て い ま
す。 ど ん な ふ う に み な さ ん が 私 を も て な し て く れ た か 、
決 し て 忘れ な い で し ょ う 。

私 は こ の研修が 大好 き に な り ま し た。 こ の研修のす
ば ら し い 思い 出 を 大切 に し ま す。 た と え ば水族館 を訪
れ た 日 の 思 い 出 ・ ・ ・ 私 は ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の水族館
に ま だ行 っ た こ と が な い の で、 比較す る こ と が で き な
い けれ ど 、 巨大 な魚やエ ビ、 カ ニ はす ご か っ た です。

そ れ と 、 研修 中 に最 も 興味深かっ た の は 、 博物館へ
行 っ た こ と です。 沖縄の歴史 に こ れ ほ ど 関心 を も つ と
は 思 っ て も み ま せ ん で し た。 私 は も っ と 沖縄の歴史 を
知 る べ き だ と 研修で学びま し た。

ホ テ ル タ ニ ュ ー （宿泊先） と 比地大滝の 距離 に も 驚
き ま し た。 遠 か っ た けれ ど 、 見事な滝 を 見 た り 、 ニ ュ ー

カ レ ド ニ ア と 野生の植物 が 似 て い る と わ か っ て価値が
あ り ま し た。

あ な た の 国 で 、 た く さ ん の こ と に驚 き ま し た。 例 え
ば朝食、 私 が あ れ ほ ど食べ る の は初 め て の こ と です。
そ れ と と て も 難 し く て 、 箸で食事 で き な か っ た こ と を
謝 り た い と 思い ま す。

研修期 間 中 に 、 私 は た っ た 一 人 の フ ラ ン ス 人 で あ っ
た に も かかわ ら ず、 友視 さ んや満理奈 さ ん と い う 新 し
い親 友 が 助 け て く れ て 、 多 く の 友 だ ち が で き ま し た。
そ し て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 参加者全員 に感謝 し
て い ま す。 ま っ た く 日 本語が わ か ら な い 私 が み ん な に
溶 け 込 め る よ う に し て く れ ま し た。

沖縄で も う 一 つ大好 き に な っ た の が 、 音楽 と ダ ン ス
です。 と て も 楽 し か っ た。

キ ャ ン プ ・ フ ァ イ ヤ ー は み ん な と 過 ご し た ス テ キ な
時 間 で し た。 私 は お 世話 に な っ た み な さ んやJSTの 参
加者 と こ れか ら も 連絡 を 取 り 合 っ て い け た ら と 思 っ て

い ま すが 、 そ の た め に 日 本語の授業 を と る つ も り です。
上手 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る た め に は と て も 重要
です。 み な さ ん と お知 り 合い に なれた こ と を本 当 に う
れ し く 思い ま す。 そ れ は み な さ ん が 温か く 歓迎 し て く
れ た お か げです。
こ の旅行 は忘れ る こ と の な い も っ と も す ば ら しい思い
出 です。 み な さ ん は私 の 新 し い家族 です。 私 は決 し て
み な さ ん を 忘れ な い で し ょ う 。

私 は み な さ ん が いつ か ニ ュ ー カ レ ド ニ アヘ来て く だ
さ っ た ら と 思い ま す。 それか 日 本で20 1 1 年 の う ち な ん
ち ゅ 大会 の と き に 、 お会い で き た ら と 思い ま す。

最後 に こ の旅行 を企画 ・ 運営 し たすべて の 人 にお礼
を 言 い た い です。 決 し て み な さ ん の こ と を 忘れ ま せん 、
心 か ら 感謝 し て い ま す。

そ れで は ま た。

Junior Study Tour 2009 

Bonjour a tous. 

Je voudrais vous faire savoir que mon voyage au Japon a 

ete une tres bonne experience pour moi car c'est la premiere 

fois que j e  voyage.  Dansl 'avion c 'etait trop long, j ' avais 

vraiment hate d'arriver. 

Tout d'abord, je voudrais remercier toutes les personnes 

qui m'ont accompagnees pendant ce sejour a Okinawa tel 

que Monsieur Miki, Miguel, Taka, Tomomi, mes familles 

d'acceuil ainsi que la Prefecture d'Okinawa. Je n'oublierai 

jamais comment ces personnes m'ont accueillie. 

Ce stage je l'ai trop adore, j 'en garderai de tres bons souvenirs 

tel que les jours ou l'on est parti visiter !'aquarium. C 'est trop 

magnifique avec ses enormes poissons et crustaces .  Je ne 

peux pas faire de comparai son avec ! ' aquarium de l a  

Nouvelle-Caledonie car j e  ne  l'ai jamais visite. 

Ensuite, ce qui m'a le plus interesse pendant ce stage c'est 

la visite au musee. Je ne pensais pas que j ' allais etre aussi 

attiree par l'histoire d'Okinawa. Cette pもriode de stage ma 

appris a mieux me connaitre. 

J'ai ete vraiment surprise de la distance qu'il y avait entre 

l'Hotel Tanyuu et la cascade, c'est tres loin mais cela valait 

le cout pour voir une magnifique cascade et voir la ressemblance 
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des plantes sauvages avec celle de mon pays . 

Dans votre pays beaucoup de chose m'ont surpris comme 

par exemple le petit dejeuner. C ' est la premiere fois de ma 

vie que je mange autant . . .  Je voudrais aussi m'excuser car 

je n'ai pas reussi a manger avec les baguettes car c 'est tres 

dur. 

Pendant cette periode de stage, j e  me suis fait beaucoup 

d'ami(e)s meme si j ' etais la seule frani;aise .  Mais j ' avais 

l'aide de Tomomi et de ma nouvelle meilleure amie Marina. 

Je voudrais remercier tous les participants du Junior Study 

Tour 2009 qui ont tout fait pour que je m'integre parmi eux 

meme si j e  ne comprenais pas du tout le japonais .  

II  y a  aussi deux autres choses que j 'adore a Okinawa, ce 

sont la musique et la danse. C'est vraiment beau. 

Le feu de camp a etも un moment trop formidable parmi 

Yous . J 'espere continuer a communiquer aYec Yous ainsi 

qu'ayec tous les participants mais pour cela j e  Yais suiYre 

des cours de j aponais car c ' est tres important pour une 

bonne communication. 

J'ai ete tres heureuse d'aYoir fait Yotre connaissance car 

Yous etes des personnes aux bras ouYerts. 

Ce yoyage est mon plus beau souYenir: inoubliable ! Yous 

etes ma nouYelle famille et j e  ne yous oublierai jamais. 

J'espere de tout mon coeur Yous reYoir un j our, sois en 

NouyelJe-Caledonie ou yous serez les bienyenue ou au Japon 

peut-etre en 20 1 1  pour le festiYal d'Okinawa. 

Pour terminer, je Youdrais remercier toutes les personnes 

qui ont organise ce yoyage. Je ne yous oublierai j amais, j e  

Yous aime de  tous mon coeur. 

A bient6t. Bisou.Yuki 
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山 城 金太郎
KINTAROY-YAMASH[RO JST に参加 し て

伊江 中 学校三年 、ヅ 今 年 の 夏 、 た っ た 一 週 間 と い う 短 い 期 間 で し た が 、
JSTで最 高 の 体験 をす る こ と が 出来 ま し た。

僕 が こ のJST （ ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー ） に参加 し た理 由 は 、 自 分の 英語力 の 向 上 の 為 と 、 他 の 国 の 文化 に つ
い て 学び、 日 本以外 に も も っ と 友達 を つ く り た か っ た か ら です。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー の 初 日 、 い ろ ん な 国 の 人達 と う ま く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る か不安な気持 ち が 多
い 中 、 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン が 始ま り ま し た。 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン が 終わ っ た あ と ち ょ っ と し た フ リ ー タ イ ム が あ
り 、 積極的 に話 し か け て い き ま し た。

二 日 目 、 名 護へ行 き 、 かい き 日 食 を 見 る こ と が 出来 ま し た。
そ の 日 は 、 美 ら 海見学や、 海水浴 な ど を し て 、 沖縄の海 につ い て 改 め て 知 る こ と が 出 来 ま し た。 又 、 ホ テ ル は 、

五人部屋で 、 同 じ部屋の 人 た ち と た く さ ん話せて友達に な る こ と も 出来 ま し た。
三 日 目 は 、 ひ じ川 で ト レ ッ キ ン グ を し ま し た。 沢 山 歩い て疲れま し た が 、 滝 を 見 た 後 に み ん な で弁 当 を食べた

後 は、 ち ょ っ と の 自 由 時間 が あ り 水 き り や、 県外参加者達 と お玉 じ ゃ く し を捕 ま え た り し て遊びま し た。
夜 に は 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー が あ り ま し た。 初 め て の 体験で と て も 新鮮で し た。 ゲー ム を し て 盛 り 上が っ た後

に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で 更 に盛 り 上が り ダ ン ス の 時 は 、 最裔潮 に 達 し て い ま し た。 そ の 時 に はみん な 、 国境が感
じ ら れ な い く ら い心 が 通 じ あ っ て い ま し た。

四 日 目 の夜 は ホ テ ルの ロ ビー でユ キやマ リ ナ さ ん に フ ラ ン ス 語 を い ろ い ろ 教 え て も ら い ま し た。 僕 は 、 こ の ス
タ デ ィ ツ ア ー で 、 何か一つ の 言葉 を覚 え た か っ た の で と て も タ メ に な り ま し た。

五 日 目 は ま ず平和学習 を し ま し た。 平和学習 を 通 し て 改 め て 沖縄戦の 悲 さ ん さ や、 平和 の 尊 さ を 知 る こ と が 出
来 、 こ う い う 国際交流 を通 し て 、 世界の 人達に も 伝 え ら れた ら い い な と 思い ま し た。

六 日 目 、 こ の 日 は七月 二十六 日 で僕 の誕生 日 で し た。 午前零時 に な っ て ド ア を 開 け る と み ん な が お め で と う と
言 っ て く れ ま し た 。 こ の と き は本 当 に嬉 し か っ た です。 そ の後 、 大部屋でい ろ ん な 事 を さ せ ら れて と っ て も 恥ず
か し か っ た です。 で も 、 こ の 日 の こ と は 、 一 生忘れな い最高 の 思い 出 に な り ま し た。 誕生 日 ケ ー キ も お い し か っ
た です ！ ！ 

七 日 目 、 と う と う み ん な と お別れの 日 が来 て し ま い ま し た。 ・
フ ェ ア ウ ェ ルパ ー テ ィ ー で は 、 それぞれの 出 し物 が あ り 、 伊江島 の踊 り も う ま く 出 来て よ か っ た です。 み ん な

で一 生懸命練習 し た エ イ サ ー も みん な 伸 び伸 び と 踊 っ て い て 、 う ま く 踊れて い た と 思 い ま す。
エ イ サ ー ダ ン ス と 終わ り フ ェ ア ウ ェ ルパ ー テ ィ ー も 終わ り が 近づ い て き ま し た。 一週 間 を 思い 出 し て み る と 、

本 当 に楽 し く 、 タ メ に な る 事 ばか り で 、 最高 でず ぅ 一 つ と 続 け ばい い の に と 思 っ て い ま し た。
で も 現実 は そ う も い かず、 フ ェ ア ウ ェ ルパ ー テ ィ ー が 終わ り 、 次 の 日 、 み ん な それぞれ の 国へ帰 っ て行 き ま し

た。
で も 、 こ のJST に参加 し た 九期生三十六名 は家族 で いつ ま で も 繋が っ て い る の で 、 い つ か又会 え る と 信 じ て い

ま す ！ ！
最後 に こ のJST に参加す る 機会 を く れ た 方 々 、 先生や両親、 エ イ サ ー の指導や面倒 を 見 て く れた ス タ ッ フ の方 々

やボ ラ ンテ ィ ア 方 々 、 そ し て 、 九期 生 と い う 最高 の メ ンバ ー に 出会 え た 事 に感謝 し 、 こ れか ら の将来 に し つ か り
生か し た い です。

あ り が と う ご ざ い ま し た。
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小那覇 祐希
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 感想

古蔵 中 学校一年 私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー 2 0 0 9 に 参加 し ま し
た。

応募 し た理 由 は 、 お母 さ ん が 「 こ れ、 い い ん じ ゃ な い ？ 」 と 聞 かれ、 そ の 内容 を 見 て み る と 、 沖縄県 系 の 人 た
ち と の 交流 と 書かれ て お り 、 親戚の 人 も ペルー に住んでい る の で い い な ぁ ー と 思い 、 応募 し ま し た。

そ し て 、 学校で合格 を し ら さ れた 時 は 、 「や っ た ！ ！ こ ん な す ごい こ と が 体験で き る ん だ ！ ！ 」 と 思い 、 が ん ば っ
て い っ て こ よ う と 思 い ま し た。

し か し 、 最初の オ リ エ ンテ ー シ ョ ン に い く と 、 み ん な年上ば っ か り で と っ て も 気 ま ずか っ た け ど 、 1 人 だ け 同
じ年の新里陽菜子 ち ゃ んが い て 、 ち ょ っ と はず か し か っ た け ど思い切 っ て は な し か け る と 、 普通 に 仲 良 く な っ て
い き 、 今 で は携帯で連絡 を と り あ う 仲 です。

オ リ エ ンテ ー シ ョ ンで次 の 日 の リ ハ ー サルな ど を し て 終わ り ま し た 。
次 の 日 に は 、 海外参加者 と の顔合わせで、 最初 に し ゃ べ っ た の が君子 で し た。

私 は 、 英語は少 し し か話が で き な い け ど 、 頑張っ て 一 生懸命話 し ま し た。
君子 と し ゃ べ っ た後 に説 明 会 が あ り 、 次 に ウ ェ ルカ ム パー テ ィ ー が あ り ま し た。
ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー で は 、 出 し物 な ど を 見 ま し た。
そ の 時 に 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の ユ キ の通訳 さ ん が 、 「 同 じ名 前だね P 」 と フ ラ ン ス 語で訳 し て く れ て 、 握手 を

し ま し た。 そ の 時 に な ん か親近感が わ き ま し た。
こ う し て 1 日 目 が 終わ り ま し た。
2 日 目 は副知事表敬式典 と 一番楽 し み に し て い た 美 ら 海水族館 と エ メ ラ ル ド ビー チ で し た。
副知事表敬では安里カ ツ 子副知事の あ い さ つ と 、 君子の あ い さ つ と 記念撮影が あ り ま し た。
美 ら 海水族館では、 ジ ンベイ ザ メ やマ ン タ を 見 て 興奮 し て い る 海外参加者 が 多 か っ た の が お も し ろ か っ た です。
あ と 、 エ メ ラ ル ド ビー チでは少 し さ むか っ た け ど み ん な で楽 し く 泳 ぐ こ と が で き て 楽 し か っ た です。
泳 ぎ終わ る と 、 バ ス で ホ テ ル タ ニ ュ ー に 向 かい ま し た。
タ ニ ュ ー の部屋が 、 と て も 本 当 に あ っ だ怖い話 に で て き そ う な部屋で ち ょ っ と 怖か っ た です。
3 日 目 は、 比地大滝での ト レ ッ キ ン グ で し た が 、 理 由 が あ っ て 行 け ま せん で し た。
そ の 時 に ロ ー ソ ン でおおた さ ん に キ ャ ラ メ ルマ キ ア ー ト を お ご っ て も ら い ま し た。 そ し て 、 な つ き さ ん と おお

た さ ん と い っ し ょ に フ ク ギ並木 を 見 に 行 き ま し た。 。
い か に も 、 ト ト ロ が 出 て 来そ う で し た。
並木 を 見 た 後 に 、 ホ テ ル に も ど り 休憩 し ま し た。 休憩 が 終わ っ た あ と 、 1 回 目 の エ イ サ ー 講習 が あ り ま し た。

前 に な な え さ ん が 「 イ ケ メ ン の 先生 が く る よ ー。 」 と い っ て い て 、 と て も 期待 し て い た け ど 、 出 て き た の は と し
さ ん でびっ く り し ま し た。 こ の 日 の エ イ サ ー練習 は 、 エ イ サ ー の基本的動作な ど を 習 い ま し た。

終わ っ た あ と は、 BBQで し た。 み ん な食べ る ス ピ ー ド が 速す ぎて あ ま り 食べれま せ ん で し た。
食事が終わ っ た ら 、 念願の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で し た。 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で は 、 小麦粉の 中 に あ め 玉が 入 っ て
い て 、 そ れ を 食べ る と い う ゲー ム が 一番お も し ろ か っ た です。 み ん な お ば け み た い な顔 に な っ て い ま し た。

次 に ダ ン ス や歌な ど が あ り 、 「 夏休み 中 全部 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー で い い か も 。 」 と 思 っ た ぐ ら い です。
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー が終わ る と 、 各 自 の部屋で寝 る はず が 、 男 子禁制 のや ば い ガー ルズ ト ー ク 女子話が あ っ た

り 、 怖い話を し た り な ど 、 と て も 楽 し い夜で し た。
4 日 目 は 、 歴史学習 と 文化学習 で し た。
私 は沖縄生 ま れ 、 沖縄育 ち に も かかわ ら ず、 首里城や金城町の石畳 を 見た こ と が あ り ま せ ん で し た。 け ど 、 見

れ て よ か っ た です。 思 っ た こ と が な ん で あ ん な に 首里城 は ま っ 赤 な の か な ぁ ー と 思 い ま し た。 文化学習 で は博
物館見学で し た。 博物館で き お みが原始人 に 向 か っ て 「 ア イ ラ ブユ ー ？？」 と い っ て い て 、 お も し ろ か っ た です。
次 に伝統工芸 品 な ど を作 り ま し た。 け っ こ う 上手 に で き たつ も り で し た。

5 日 目 は、 平和学習 を マ チ グ ワ ァ ー散策で し た。 こ の 日 は 、 実は私の所属 し て い る すい そ う 学部 の コ ン ク ール
が あ っ て 、 そ れ に 私 と ひ な は 出 る 予定だ っ た け ど 、 出 れ な か っ た コ ン ク ールだっ た の で、 そ の 日 は 2 人 で ソ ワ ソ
ワ し て い ま し た。

平和学習 で は 、 資料館見学や平和 の 礎 を 見 ま し た。
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次 に ひ め ゆ り の 塔 を 見学 し ま し た。 ひ め ゆ り 学徒隊の人た ち は私た ち ぐ ら い の 人 た ち が 沖縄戦で亡 く な っ て い
る の を 聞 い て 、 現代 に 生 ま れて よ か っ た と 思い ま し た。

午後 は 、 マ チ グ ワ ァ ー散策 で し た。
散策 で は 、 私 た ち の 知 ら な い 国際通 り の歴史な ど を お し え て も ら い 、 オーパ の 下 の ク イ ッ ク リ ー を の み ま し た。
そ れ で 、 エ イ サ ー練習 の と き に ひ な の 学校 と 私 の 学校 の コ ン ク ールの 結果 が メ ー ルで来て 両方 と も 銀賞 で し た。
と て も う れ し か っ た です。
6 日 目 は移民 ワ ー ク シ ョ ッ プで し た。
海外参加者の祖先 は沖縄人 な の で 、 な ん かふ し ぎ と 親近感が最初 か ら 感 じ て い た の で、 や っ ば り 沖縄人入 っ て

る な ぁ ー と 思 っ て い ま し た。 ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 自 分の ア イ デ ンテ イ テ ィ ー は ど ん な かん じ ？ み た い な の をや
り ま し た。

ワ ー ク シ ョ ッ プが 終 わ っ て最後 の エ イ サ ー講習 が あ り ま し た。
講習 が 終 わ っ て 家 に帰 り ま し た。
そ し て お 母 さ んやお父 さ ん に思 い 出 話 を い つ ばい し ま し た。
7 日 目 は 、 学習成果発表 と さ よ な ら パー テ ィ ー で し た。

学習成果発表で は 、 ス ピー チ し た り 、 修 了 書 を も ら っ た り し ま し た 。
さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 エ イ サ ー の発表 し た り 出 し物 を し た り し ま し た。
最後 に 島人 ぬ宝 を う た っ た 時 に 小学校の 卒業式で も な か な かっ た の に 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は大泣 き し ま し

た。
海外参加者 と は 、 も う 会 え な い ん だ な ぁ と 思 っ て 、 と て も 悲 し く な っ て泣い て し ま い ま し た。
そ し て 、 T シ ャ ツ に ら く が き （ ？ ） を し て も ら っ て 帰 り ま し た。
こ の ス タ デ ィ ツ ア ー の思い 出 は作文 に 書 き き れな い ぐ ら い あ り ま す。
で も 、 そ れ ぐ ら い楽 し か っ た ん で 、 い い体験が で き ま し た。
こ の き か く を し て く れた人た ち に と っ て も 感謝 し て い ま す。
あ り が と う ご ざい ま し た。

- 56 -



神里 阿侑香
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
A YUKA KAMIZA TO JST に参加 し て

南 西 中 学校三年 l環量• ノ‘� 私 が こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し た き っ か け
は 、 担任の先生か ら 勧 め ら れた か ら です。 で も 、 初 め て

聞 く ツ ア ー で不安 も あ り ま し た が 、 興味が わい て き た の で応募 し ま し た。
日 が近づ く につれ、 不 安が 大 き く な っ て い く な か、 そ の ま ま オ リ エ ンテ ー シ ョ ン を迎 え ま し た。 緊 張 し な が ら

参加 し た け ど 、 周 り の 人た ち か ら 声 を か け ら れて安心す る こ と が で き ま し た。
ツ ア ー初 日 、 い ろ い ろ な 国 の 人 と 交流 が 出 来 て 、 そ の 国 の 文化や言菓 な ど を紹介 し て も ら い 、 知 る こ と が で き

ま し た。 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー で は 、 ダ ン ス や歌、 ト ラ ンペ ッ ト 、 二線な ど 自 分 の 特技 を 出 し て 、 盛 り 上が る こ
と が 出 来 ま し た。

ツ ア ー ニ 日 目 、 三 日 目 は沖縄の 北部 に行 き ま し た。 私 は 、 久 しぶ り の 北部 で海 は今年初 め て 入 り 、 山 は 階段 が
多 い な が ら も 、 み ん な と の お喋 り や笑顔 に 元気づ け ら れ登 る こ と が で き ま し た。 北部 で は 、 バ ーベ キ ュ ー と キ ャ
ン プ フ ァ イ ヤ ー が 一番楽 し か っ た です。 バ ーベ キ ュ ー で は 、 肉 を焼 き な が ら 高校 に つ い て話 し た り 、 と う も ろ こ
し の焼 き 具合 が わ か ら な く て 困 っ た り 、 何か刺 さ れて 足 な ど か ら 血が 出 て い た こ と に は 、 ビ ッ ク リ し ま し た 。 キ ャ
ン プ フ ァ イ ヤ ー は 、 ゲー ム と ダ ン ス が と っ て も 盛 り 上 が っ て 一 瞬に し て 、 み ん な が 打 ち 解 け あ え た よ う な気 が し
ま し た。

ツ ア ー 四 日 目 か ら 六 日 目 ま で は 、 沖縄の 文化や歴史 を学びま し た。 初 め て 体験 し た琉球漆器 は 、 あ ま り 上手 に
は作れ な か っ た け ど家族へのお土産にす る こ と が で き て嬉 し か っ た です。 他 に も 戦争体験談を 聞 い た り 、 移民に
つ い て の 講話 を 聞 い た り 、 マ チ グ ワ ァ ー散策で 国 際通 り につ い て の 説 明 を 受 け た り し て 学ん だ こ と が い っ ぱい あ
り ま し た。

ツ ア ー最終 日 、 学習成果発表会 と さ よ な ら パ ー テ ィ ー が あ り ま し た。 一分間 ス ピ ー チ を 聞 い て 、 一週 間 の み ん
な の気持 ち が伝 わ り ま し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 ツ ア ー 三 日 目 か ら 練習 し て き たエ イ サ ー を皆で踊 る こ と
が で き ま し た。 間 違 え た け ど 一生懸命踊 っ た こ と は 、 成功 に繋が っ た と 思い ま す。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 し て 、 忘れ る こ と の な い 一 生 の 思い 出 を作 る こ と が 出 来 ま し た。 ま た 、 ツ
ア ー で学んだ こ と を こ れか ら の 生活面や勉強面 に も 活かせて い き た い です。

こ れか ら 、 パ ソ コ ンや携帯 の メ ー ルで、 情報交換や友情 な ど を深 め て い き た い です。 私達は 良 い ボ ラ ンテ ィ ア
の 先輩方 に 恵 ま れ て 、 と て も 楽 し か っ た し 、 良 か っ た の で私 も 今後 、 積極的 に ボ ラ ンテ ィ ア に参加 し て 、 み ん な
と 交流 を 続 け た い です。

最後 に お世話 に な っ た ス タ ッ フ 、 ボ ラ ンテ ィ ア 、 県 内外参加者の み な さ ん。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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名 護 中 学校二年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て

僕 は 、 初対面 の 人 と 会話が と て も 苦手な性格です。 だ
か ら 、 こ の 交流会 に 参加 し た と き 、 何 を 話せ ば い い か分

か ら な い し 、 相 手が何がす き な の か も わ か ら な い の で 、 と て も 緊張 し ま し た。 ツ ア ー の初 日 、 参加者 が た く さ ん
い る 中 で と て も 恥ずか し く な り 、 「 帰 り た い な 」 と 、 思 い ま し た が 、 こ の ツ ア ー で 自 分 を 変 え た い と 思い 、 頑 張 っ
て み ま し た。

ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で は 、 デ ィ エ ゴ さ ん と キ オ ミ さ ん の ダ ン ス が と て も 素敵で、 み ん な が 見 と れて い ま し た 。
僕 も す ごい な あ と 思い ま し た。

次 の 日 は 、 北部 に移動 し 、 ビー チ に 行 き ま し た。 男 子 は海で じ ゃ れ た り 、 女子 は ビー チバ レ ー を し て 、 それぞ
れ楽 し み ま し た。 こ の と き 、 み ん な の 距離が少 し縮ま っ た よ う な気 が し ま し た。 夜は広い部屋で、 駿 さ ん た ち の
怖い話 を 聞 い て と て も 楽 し か っ た です。

3 日 目 は 、 比地大滝へ い き ま し た。 遊歩道 で は 、 セ ミ やカ エルな ど 、 い ろ い ろ な 虫 た ち が い て 興奪 し ま し た。
滝が と て も き れい で 、 写真 を い っ ぱい撮 り ま し た。 そ の 日 の夜 は 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 僕 は初 め てや り ま し た。
ア ー ム レ ス リ ン グ は僕た ちA グルー プ は惜 し く も 男 女 と も に 2 位 に な り ま し た が 、 と て も う れ し か っ た です。 ダ
ン ス の と き は腕が痛 く て 、 あ ま り 踊れ ま せんで し た が 、 よ い経験 に な り ま し た。

4 日 目 は南部 に戻 り 、 首里城 に行 き ま し た。 昔 の 沖縄の こ と を知 り 、 勉 強 に な り ま し た。 お昼は フ ー ド コ ロ シ
ア ム に行 き 、 た く さ ん食べま し た。 僕 は 、 ポテ ト と サ ラ ダ、 そ し て チ ャ ーハ ン を 一皿ずつ食べ ま し た。 と て も お
い し か っ た です。 午後 は県立博物館に行 き 、 い ろ い ろ な歴史 の 展示物 を 見 ま し た。 どれ も こ れ も 目 新 し く 釘付 け
に な り ま し た。 金 ち ゃ ん は 、 昔 の 着物 を着 て 、 と て も 似合 っ て い ま し た。

5 日 目 は 、 平和学習 で平和 の礎やひ め ゆ り の 塔 な ど に 行 き ま し た。 礎で は僕の祖母 の 知 り 合い の方の名 前 を 見
つ け ま し た。 な ん だか複雑な 気持 ち で し た。 こ の と き 、 何で戦争は起 き て い る の だ ろ う と 不思諧 に 思い ま し た。
こ の 平和 な 今 、 二度 と 戦争を 起 こ さ な い よ う に し た い と 誓い ま し た。

6 日 目 は 、 沖縄の歴史 を勉強 し ま し た 。 お姉 さ ん た ち か ら い ろ い ろ な こ と を 聞 い て 、 勉強 に な り ま し た。 と て
も あ り が た か っ た です。

最終 日 はテ ン ブス 館で さ よ な ら パ ー テ ィ ー を し ま し た。 あ の 時は と て も さ び し く 、 と て も 悲 し か っ た の ですが 、
なぜか泣 け ま せ ん で し た。 お そ ら く 、 ま た会 え る よ う な気 が し た か ら です。

ツ ア ー に 参加 し た皆 さ ん 、 短い 間 で し た が 、 と て も 楽 し か っ た です。 あ り が と う ご ざい ま し た。 最初 は あ ま り
人 と 関 わ る の が苦手で し た が 、 こ の 交流で はみ ん な の こ と を い ろ い ろ 知 る こ と が で き 、 と て も よ か っ た と 思い ま
す。 や っ ぱ り 、 交流 を す る こ と は大切 な ん だ と 思い ま し た。 僕 は こ の短 い 時 間 で 、 成長 で き た の で し ょ う か。 で
も こ の 貴 重 な 体験 を さ せて い た だ き 、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。 こ の 交流 を き っ か け に 、 こ れか ら も 今以
上 に積極的 に い ろ ん な 交流会 に 参加 し て い き た い です。 ツ ア ー を企画 し て 下 さ っ た 、 沖縄県観光商工部交流推進
課 の 担 当 の 皆様、 大変お世話 に な り ま し た。 あ り が と う ご ざい ま し た。
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HINAKO SHINZATO Jun i o r study tou r 2009 

伊波 中 学校一年 り� てつ’ ● 私 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 忘れ
る 事の で き な い た く さ ん の 思い 出 が で き ま た 、 改 め て 沖

縄の文化 ・ 歴史 を 学ぶ事が で き ま し た。 私が こ の ツ ア ー に 参加 し た動機 は 、 夏休み の 時間 を 使 っ て何か思い 出 に
残 る も の 、 貴重な体験 を し た か っ た か ら です。 最初 の オ リ

・

エ ンテ ー シ ョ ン の 時 は 、 や っ ぱ り みん な年上で簡 単 に
は話 し か け ら れ ま せ ん で し た。 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー の 時 も と ま ど っ て ばか り で し た。 で も 、 み ん な優 し く て 、
面 白 く て 、 よ く 話 し か け て く れ ま し た。 最初 の 県庁 で の歓迎セ レモ ニ ー で は 、 こ れか ら の 時 間 を 大切 に し 、 こ の
ツ ア ー を思い っ き り 楽 し も う と い う 気持 ち に な り ま し た。 副知事に も 会 え て 良 か っ た です。

海洋博公園 に は何度 も 行 っ た こ と あ る け ど 、 イ ルカ シ ョ ー を 見 る の は初 め て だ っ た の で 良 か っ た と 思い ま す。
自 然学習 の海水浴 で は 、 海の 中 でナ マ コ に遭遇 し た り 、 み ん な で騒いで楽 し か っ た です。 夜 はみん な で喋 っ た

り し て遊びま し た。 夜更か し に ば慣れて い な か っ た け ど 、 朝 は ち ゃ ん と 起 き れた し 、 楽 し く て疲れは感 じ ま せん
で し た。 ト レ ッ キ ン グで は森の 中 を歩 い て と て も 気持 ち 良 か っ た です。 で も 、 正直 き っ か っ た です ・ ・ ・ 。

私 が 一番思い 出 に残 っ て い る こ と は 、 や っ ぱ り キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー です。 あ の 時 間 で一気 に絆が深ま っ た と 思
い ま す。 卒業生が 考 え て く れ た ゲー ム も 楽 し く て 、 み ん な で歌 っ た り 、 踊 っ た り し て と っ て も 楽 し め ま し た。

首里城見学で は 、 改 め て 沖縄の歴史 を勉強で き て よ か っ た と 思い ま す。 県外参加者 も 琉球漆器 を 作 っ た り 、 三
線 を習 っ た り し て と て も 楽 し そ う でた。 い い 思 い 出 に な っ た と 思 い ま す。

エ イ サ ー講習 で は有名 な琉球祭 り 太鼓 の ト シ さ ん に 直接指導 し て も ら っ て感激で し た。 お互い教 え合い な が ら
楽 し く 覚 え ら れ ま し た。

少 し難 し か っ た け ど 、 み ん な と 一緒に頑張 る 事が で き ま し た。
平和祈念資料館見学で は 、 体験者の話の 一言一言が胸 に染みて 、 人 の 命 の 尊 さ を感 じ ま し た。
マ チ グ ワ ー散策 で は 、 那 覇 に 行 っ て も 普段歩かない所に行 け て 、 町並み も 昔の ま ま でお も し ろ か っ た です。
ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 初 め て移民の話 を 聞 き ま し た 。 今 回 の ツ ア ー の 目 的 が 世界 の ウ チナ ー ン チ ュ と の 交流 を

通 し て 、 絆 を 深 め る こ と だ っ た の で 、 初 め て 移民 を し た 沖縄県人の 話は興味深かっ た です。
こ れか ら も 移民 に つ い て 勉強 し て 、 語学 も 勉強 し て 次 の 「世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会」 で は ボ ラ ンテ ィ ア と し

て 参加 し た い と 思 っ て い ま す。
さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は余興に参加 し て 、 と て も 緊 張 し な が ら 弾 き ま し た。 で も 、 初 め て 誰かの た め に 弾 き た

い と 思い ま し た。 終 わ っ た 後 、 「感動 し た よ ！ 」 つ て 言 わ れ た 時 は嬉 し か っ た です。 パ ー テ ィ ー で の 、 余 興や工
イ サ ー ・ ダ ン ス は全員 の 心 が 一つ に な り 最高 の フ ィ ナ ー レ で し た。

こ の ツ ア ー に参加 し て 、 世界 の ウ チナ ー ンチ ュ と の 交 流 を 私 の 将来 に役立て た い と 強 く 思 い ま し た 。 来年 も 絶
対 に 卒業生 と し て 参加 し ま す ！ ！ 

最後 に こ の ツ ア ー でお世話 に な っ た 、 伊地 さ ん、 太 田 さ ん、 勝連 さ ん、 池原 さ んやボ ラ ンテ ィ ア の 皆 さ ん に感
謝 し ま す ！ ！ 
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SHUN MAESHIR〇 「JST に参加 し て 」

真和志高等学校三年 1tぞYジ � 今だか ら 言 え る こ と です が 、 私 は正直 こ の ジ ュ ニ ア ス
タ デ イ ツ ア ー に参加 し た く は あ り ま せ ん で し た。 何故か

と い う と 、 楽 し み に し て い た 夏休みの最初の 一 週 間 が な く な る し 、 言葉が通 じ な い為 に 気 ま ず く な る と 思 っ た か
ら です。 そ れで も 強 く 薦 め ら れ仕方な く 参加 し た の です。 と て も 反感 を か う よ う です が 、 参加す る 前の素直な気
持 ち です。

海外参加者 と の初顔合わせ の 時 は と て も 緊張 し て い ま し た。 で も 、 県 内 参加者は前 日 に会 っ て い る の で ま だ 良
か っ た と 思い ま すが 、 海外参加者は始 め て の メ ンバ ー だ っ た の で も っ と 緊張 し た と 思い ま す。 それで も マ ナ プやケ
イ が気軽 に 声 を か け て く れた こ と です ぐ に仲 良 く な る こ と が 出 来 ま し た。 ま た 、 伊地 さ んやボ ラ ンテ ィ ア の 方 々
が 話 を す る タ イ ミ ン グ を 作 っ て く れた こ と も 仲 良 く なれた要因 だ と 思 い ま す。 そ の と き に 、 こ の メ ンバ ー と 一 週
間 一緒 に い ら れ る の か と 思 う と 、 ワ ク ワ ク し て そ の 日 の よ る は眠れ ま せ ん で し た。

自 然学習 で海 に行 っ た 時 は ビ ー チ サ ッ カ ー で盛 り 上 が り ま し た。 た だ、 遊び感 覚 でや る の か な と 思 い ま し た
が 、 マ ナ プやケイ 、 エ ド ア ル ド の 本気 の プ レ ー に圧倒 さ れま し た。 そ の他 に も 比地大滝の ト レ ッ キ ン グや歴史学
習 、 ホ テル の部屋で全員集 ま つ で怖い話を し た こ と も 本 当 に楽 し か っ た です が 、 私が 一番楽 し か っ た の は キ ャ ン
プ フ ァ イ ヤ ー で し た。 皆で歌 っ た り 踊 っ た り 伊地 さ ん の 悪 ノ リ で一発 ギ ャ グ を し た り で最高 で し た。 ま た 、 皆が
肩 を組 ん で一 つ の 輪 に な っ た 時、 九期生が始 め て 一つ に なれた気が し て う れ し く て感動 し た の を鮮明 に 覚 え て い
ま す。

サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー の 時 は複雑な気持 ち で し た。 楽 し い はず だ け れ ど最終 日 だか ら です。 一人一 人 の ス ピ ー チ
を 聞 き な が ら 余裕 を こ い て い ま し た が 、 い ざ 自 分の 番 に な る と や っ ぱ り 我慢 が 出 来 ま せ ん で し た。

い つ し か参加す る 前の 気持 ち は無 く な っ て い て 、 ま だ終わ ら な い で欲 し い と い う 気持 ち に な っ て い ま し た。 も う
終 わ っ て し ま い ま し た が 、 一つ 一 つ が最高の想い 出 です。 ま た 、 こ の絆 が 途切れぬ よ う メ ール を 続 け 、 2 0 1 1 
年 の ウ チナ ー ン チ ュ 大会 に 九期 生全員 で集 ま っ て遊びに行 き た い です。

本 当 に ス タ ッ フ やボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に感謝の 言葉 し か あ り ま せ ん。 そ し て 、 九期 の メ ンバ ー に は最高の想い
出 を も ら い ま し た。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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JINYU ARASAKI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

沖縄 尚 学高等学校二年 •しー、· ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で の 一週 間 は 、 私 に 大 き な
変化 を 与 え て く れ ま し た。 初 日 の オ リ エ ンテ ー シ ョ ン で

初 め て 沖縄参加者 と 顔 を合わせた と き は 、 一週 間 問 と い う 短い期 間 と は い え 、 み ん な と う ま く や っ て い け る か不
安 に 思 う と 同 時 に 、 世界 中 の ウ チナ ー ン チ ュ と 仲 良 く なれ る と い う 期待 を 抱 い て い ま し た。

そ し て 2 日 目 、 海外参加者 と も 合流 し 、 初 め の う ち は沖縄か ら の 参加者 も 緊 張 し て い る せ い か落 ち 着かな い様
子で、 私 も 含 め な か な か海外か ら の参加者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 難 し い よ う に 思 え ま し た。 し か し そ こ はや
は り み ん な ウ チナ ー ン チ ュ の 血 が 流れて い る だ け あ っ て 、 そ の 時 を 境 に 、 つ い さ っ き 仲 良 く な っ た と は思 え な い
ほ ど仲 良 く な り ま した。 使 う 言葉 さ え違い ま すが 、 す ぐ に誰 と で も う ち 解 け て し ま う そ の 光景 を 目 の 当 た り に し
た 私 は 、 と て も 感動 さ せ ら れ た の と 同 時 に 、 ウ チナ ー の 人 々 の 素晴 ら し さ を身 を も っ て 体感 さ せ ら れ ま し た。

翌 日 か ら は本格的 に プ ロ グ ラ ム が 開 始 し 、 平和学習や文化学習 、 講演な ど を 通 し て 沖縄の こ と を学びま し た が 、
私は平和記念公園やひ め ゆ り の塔、 首里城 も こ れ ま で に何度 も 足 を 運ん でお り 、 正直な と こ ろ ま た か 、 と 思 っ て
参加 し ま し た。 し か し 実際参加す る と 、 そ れ ま で は気 づ か な か っ た こ と や知 ら な か っ た こ と 、 海外の ウ チナー ン
チ ュ が 一緒 に い て こ そ 学べた新 し い発 見 が た く さ ん あ り ま し た。 そ こ で私 は 、 自 分が 沖縄の こ と を 実は全然知 ら
な く て 、 知 っ た 気 で い た 自 分が恥ずか し く な り ま し た。 そ し て さ ら に 、 大好 き な 沖縄に対す る 気持 ち が さ ら に 強
ま り 、 も っ と 知 り た い と い う 意欲 が湧 き ま し た。

それか ら の 私の プ ロ グ ラ ム に 対す る 気持 ち は 、 本 当 に特別 な も の が あ り ま し た。 海外参加者 と 話す時間 を な る
べ く 多 く し て 、 外か ら 見 る 沖縄は ど う な の か、 沖縄に対 し ど う 思 っ て い る の か、 思いつ く こ と はすべて質問 し て
い ま し た。 そ し て 私た ち に残 さ れた 時 間 が本 当 に惜 し く て 、 も う 終わ っ て し ま う 、 と 悲 し く な り 、 そ れ は周 り の
全 て の 参加者に共通 し て い た よ う に 思 い ま す。

楽 し す ぎ る 時間 は あ っ と い う 間 に過 ぎ て い っ て 、 気づ け ば最終 日 、 修 了 式 の 席 に い ま し た。 そ の 日 はみん な が
一 日 中 、 も う 終わ っ ち ゃ う だ と か、 嫌だ、 だ と か言 っ て い た の を 覚 え て い ま す。 で も そ の 頃私 は 、 終わ っ て し ま
う と かい う よ り も 、 こ れ か ら の私た ちすべて の 参加者に残 さ れ た 、 世界の ウ チナー ン チ ュ の 輪 を 広 げ る 、 と い う
一番大 き な役 目 を 目 標 に 、 頑張 ろ う 、 と い う 気持 ち で い つ ば い で し た。 海外参加者で さ え会 う の は こ れが 最後 な
わ け が な く 、 私 の 心 は と て も ス ッ キ リ し て い ま し た。

こ の プ ロ グ ラ ム を 通 し て 私 が 学 ん だ の は 、 平和や文化 は も ち ろ ん の こ と 、 沖縄の素晴 ら し さ 、 人 々 の 温か さ 、
沖縄が抱 え る 様 々 な 問題 、 私が今 ま で知 っ て い たつ も り で 、 実 は知 ら な か っ た も の ばか り で し た。 こ の プ ロ グ ラ
ム を 参加す る に あ た っ て 、 中 心 に な っ て 指揮 を と っ て 頂 い た 勝連 さ ん を は じ め と す る 大 田 さ んや伊地 さ ん 、 そ し
て 昨年の参加者で今 回 は私た ち を 楽 し ま せ る た め に ボ ラ ン テ ィ ア と し て 本 当 に様々 な場面でお世話に な っ た 先輩
方、 こ の プ ロ グ ラ ム に 関 わ っ た全て の 人 々 に 心 か ら 感謝 し て い ま す。

こ れか ら は今回参加 し た海外の ウ チナ ー ン チ ュ だ け で な く 、 な る べ く 多 く の繋が り を増やそ う と 思い ま す。 イ
ン タ ー ネ ッ ト やテ レ ビ電話、 方法は い く ら で も あ る の で、 互 い に 現状 を 伝 え 会 い 、 も っ と も っ と 絆 を 深 め よ う と
思 い ま す。 私 の 目 標 は 、 こ れ か ら 沖縄の こ と を も っ と 知 り 、 そ れ を 世界 に 発信 し 、 世界 中 の 人 々 に こ の 素晴 ら し
い 沖縄の こ と を 知 っ て も ら い 、 友達に な る こ と です。

こ の 目 標 を 見つ け た こ と が 私の 一 番の変化 です。 J S T 2 0 0 9 に 関 わ っ た全て方へ、 素晴 ら し い 一 週 間 を 本
当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。
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花澤 千裕
CHmiRO_

＿
比ぷAZAWA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で 得 た 物

伊良部高等学校三年 私 が こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し た の は 、
沖縄が 大好 き だ っ た か ら 自 分の住む県沖縄 に つ い て も っ

と よ く 知 り た い と 思 っ た の と 、 海外か ら の参加者 も い る と い う こ と な の で海外の 子 と 英語 を 使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン をす る こ と で 自 分の 英語が通 じ る の か試 し て み た か っ た か ら です。 実際に こ の ツ ア ー に参加 し て私 は 思 っ
て い た 以 上 の か け が え の な い体験 を し 、 沖縄への理解が深ま っ た と 共 に ま た今後の進路 を 考 え る 上で重要な き っ
か け を 得 る こ と が で き ま し た。

2 日 目 に は 万 国 津梁館 を 見学す る 前 に部分 日 食 を 見 る こ と が で き ま し た。 こ の 日 は 日 本の 一部 で は 4 6 年ぶ り
に皆既 日 食が 見 ら れた 日 だそ う で、 9 0 パ ーセ ン ト ほ ど太陽が 隠 さ れて い る 日 食 を 見 る こ と が で き て よ か っ た で
す。

3 日 目 の 夕 方か ら はエ イ サ ー講習 が 始 ま り ま し た。 エ イ サ ー は沖縄の素晴 ら し い伝統芸能だ と 思 う の で私 はエ

イ サ ー を 習 う こ と が で き る の を 楽 し み に し て い ま し た。 も と も と ダ ン ス の苦手な私に と っ て エ イ サ ー は決 し て簡
単 な も の で は あ り ま せ ん で し た が講習 の後 も 練習 を し た り し て さ よ な ら パーテ ィ ー で は最高 の演技 を 、 み ん な で
楽 し み な が ら す る こ と が で き て 何 と も 言 え な い 達成感 を 得 る こ と が で き た し 、 形 の な い 一 生 の 宝物 を手 に 入れ る
こ と が で き ま し た。

海外参加者の 人 と は 、 言葉 も 違 う し 仲 良 く な れ る の か と 心配で し た が 自 分の 方か ら 積極 的 に 話 し か け る こ と で
と て も 仲 良 く なれた し 通訳 が い な く て も 何 と か会話が で き る こ と に感動 し ま し た。 私 は う ま く し ゃ べ る こ と が 大
切 な の で は な く て伝 え よ う と す る 心 が 大切 な んだ と い う こ と を 改 め て理解 し ま し た。

私 は こ の ツ ア ー に参加す る ま で最近世界 で は 国 際化 、 国 際化 と 騒が れて い る か ら 何 と な く 国 際 関係 に つ い て 学
び た い と 思 っ て お り 、 国 際 関係 と い っ て も 具体 的 に ど ん な こ と が 学びた い の か と 聞 かれて も 答 え る こ と は で き ま
せんで し た。 し か し こ の ツ ア ー で様 々 な言葉 を話す人 た ち と 英語で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と っ た り 、 英語圃 で な
い人 と は身振 り 手振 り で会話 を し た り す る う ち に私 は今 の 私 に 一番必要 な の は英語だ け に 限 ら な い 、 スペイ ン語
や フ ラ ン ス 語な ど に ま で及ぶ幅広 い言語運用 能力 で あ る と は っ き り と わ か り 、 言語を学びた い と 思 う よ う に な り
ま し た。 ま た 、 それぞれの 国 の 人 た ち が 自 分 の 国 を紹介す る の を 聞 い て 色 々 な 国 の文化に興味が わ き 、 私 は言語
と と も に 文化 を 学びた い ん だ と 気が つ く こ と が で き 自 分の 目 標 を 見つ け る こ と が で き ま し た。 私 は こ れ ら の こ と
を 、 沖縄 と い う 独特の気候 を 持 ち 美 し い 自 然の 中 に あ る 大学で学び、 沖縄の 文化 と 歴史 と と も に異文化 に触れた
い と 思い ま す。

こ の ツ ア ー で 出会 っ た 県 内 参加者、 海外参加者、 ボ ラ ンテ ィ ア の 方、 そ し て 私 に こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

と い う 素晴 ら し い機会 を 与 え て く だ さ っ た ス タ ッ フ む 方 々 は奇跡的 に 出合 っ た 大切 な 仲 間 です。 沖縄の血が世界
に 広 が っ て い る こ と を意識 し な が ら 今後 も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り JSTの つ な が り を 大切 に し て い き た い と 思
い ま す。
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玉城 瑠璃
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
RURI TA叩SHIRO Jun i o r Study Tou r 2009 

糸満高等学校三年 私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 「本 当 に最高の 日 々 」
と 言い切 る こ と が で き ま す。 あ の 一週 間 で私 は こ れか ら

役立つ こ と を た く さ ん学びま し た。 楽 し か っ た 日 々 は あ っ と い う 間 に 終 わ る と い う けれ ど 、 JST を 振 り 返 っ た と
き そ の 言葉 は し つ く り 来 ま せ ん で し た。 “ あ っ と い う 間 で充 実 し た 日 々 ” そ う 感 じ る の はや は り 、 短 い 時 間 で 多
く の こ と を感 じ 、 学べた証拠だ と 思い ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で は 、 初 め か ら 多 く の こ と を 学ぶ こ と が で き ま し た 。
初 日 、 私が最初に仲 良 く な っ た の が ウ ェ ンデ ィ で し た。 キ ュ ーバ か ら 来た彼女 は 、 ス ペイ ン語 し か話す こ と が 出
来ず コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の が 難 し か っ た です。 し か し 女 の 子 同 士 と い う こ と も あ り 、 彼女の き れい な つ け
爪の話な ど で も り あ が り 、 動作や簡 単な英語を使い 仲 良 く な る こ と が で き ま し た。 彼女 と 仲 良 く な る こ と で私 は
こ の ツ ア ー で一番必要 な こ と を学びま し た。 そ れ は 、 言葉が 通 じ な く て も 動作や簡 単な英語で友達 に な れ る と い
う こ と です。 そ れ を 一番 に 学ぶ こ と が で き た こ と は、 す ご く 良 か っ た と 思い ま す。 彼女 と 仲 良 く な れ た こ と で 、
み ん な と 積極的 に接す る こ と が で き ま し た。

グルー プ は 、 県 内 参加者の優想 と 金太郎 、 海外参加者の ブ ラ ジルか ら き た ア ケ ミ 、 ハ ワ イ か ら き た キ ミ コ 、 ア
ルゼ ンチ ン か ら き た エ ド ア ル ド と 一 緒で彼 ら と は行動 を と も にす る こ と が 多 く 仲 良 く な る こ と が 出 来 ま し た。 こ
の グルー プはそ れぞれ個性 が ユ ニ ー ク だ っ た気 が し ま す。 金太郎 は独特の雰囲気 を 持 っ て い て 、 県 内 は も ち ろ ん
海外の 参加者 も 彼 に は素直な 姿 を 見せて い る よ う で 、 彼の雰囲気が こ の グルー プに は必要不可欠 だ っ た 気 が し ま
す。 優想は普段 か ら お っ と り と し て ど こ か抜 け て い る かん じ が し ま すが 、 リ ー ダー と し て し つ か り グルー プ を ま
と め て く れ て い ま し た。 ア ケ ミ は シ ャ イ な 一 面 も あ り ま すが 、 自 分 を し つ か り 持 っ て い る マ イ ペ ー ス な 子 です。
キ ミ コ は気 の 強い雰囲気が漂 う ノ リ の い い子 で 、 英語で話 し か け る と ク ールに答 え て く れ ま す。 エ ド ア ル ド は と
て も お も し ろ く て 、 いつ も 笑 わせて く れま し た 。 彼 ら と 同 じ グルー プだ っ た こ と を 私 は と て も う れ し く 思い ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で はた く さ ん の と こ ろ に行 き ま し た。 そ こ は沖縄に住ん で い る 私 も 行 っ た 事 の な い
と こ ろ が ほ と ん ど で 、 自 分で思っ て い る よ り 私 は沖縄の こ と を知 ら な い 事 を 実感 し ま し た。 さ ま ざ ま な と こ ろ に
行 っ た こ と で海外の 参加者 と た く さ ん の 話 を す る こ と が 出来 ま し た。

美 ら 海水族館 で は 、 カ ナ ダか ら き た愛 に カ ナ ダの い ろ い ろ な こ と を 教 え て も ら い ま し た。 彼女 と 話 を し て い て 、
気温の話に な っ た と き と て も カ ルチ ャ ー シ ョ ッ ク を 受 け ま し た。 そ れ は カ ナ ダの彼女の住んでい る 地域 の 夏 は気
温 1 5 度だ と い う こ と です。 沖縄の 冬 の気温が彼女の住む と こ ろ の 夏 の 気温 と い う の は驚 き で 、 私 が 1 5 度 は寒
い と い う と 彼女 は カ ナ ダ に住 め な い と 笑 っ て い ま し た。 し か し そ れ を 思 う と 、 そ の 日 の気温で あ る 3 2 度 は彼女
に と っ て と て も 暑 い よ う でお互い気温の違い で住む環境の違い を感 じ ま し た。

エ メ ラ ル ド ビー チ で は 、 み ん な で海水浴 を し ま し た。 ボ リ ビ ア の リ サ は初 め て の海でナマ コ を踏み、 大騒 ぎ し
て い て 私 が ナマ コ の こ と を教 え る と と て も 気味悪が っ て い ま し た。 沖縄の参加者がT シ ャ ツ の ま ま 泳い で い る の を
ア メ リ カ か ら の参加者の ジ ェ シカ と 直美 、 キ ミ コ が み て い て 不思議が っ て い ま し た。 私 は水着で泳 い でい た の で
す が 、 初 め T シ ャ ツ を 着て い た の で直美 に 「 なぜ脱が な い の 」 と 聞 かれ、 「恥ずか し が ら な い で脱いで ！ 」 と い わ
れた の は少 し 照 れ ま し た。 ア メ リ カ か ら の参加者は 、 水着 に な る の は普通 の よ う で こ れ も 文化 の 違い を かん じ ま
し た。

首里城 で は 、 ペルー のデ ィ エ ゴ と 一緒に館内 を 回 り 彼 と た く さ ん話す こ と が 出 来 ま し た 。 彼 は と て も 頭が 良 く
ユ ー モ ア も あ り 、 話 し が と て も 楽 し か っ た です。 彼 はひ と つひ と つ を と て も 興味深そ う に み て 、 わ か ら な い こ と
は積極的 に 私 に 聞 い て い ま し た。 私 も わ か ら な い も の は 、 2 人 で な ん な の か考 え て話、 そ う 言 う 意味 で も 考 え を
交換で き て 楽 し か っ た です。 彼 は 、 最後 の 日 に 首里城で一緒 に 回 っ た こ と を デー ト と 言い 「 次 は瑠璃 がペルー に
き て 、 マ チ ュ ピチ ュ の遺跡でデー ト し よ う 。 僕 が マ チ ュ ヒ° チ ュ の 遺跡 の こ と を 教 え て あ げ る よ 」 と い っ て い ま し
た。

驚い た の は三線の講座で し た。 海外参加者は三線が 引 け る 人 が 予想以上 に 多 か っ た の です。 沖縄に住 ん で い る
私 よ り 彼 ら は沖縄への愛 が す ご く 素 直 に かん じ ま し た。 沖縄に住 ん で い る と 積極的 に 沖縄の文化 に 関 わ ら ず、 ど
う も 間接的 に 関 わ る こ と が 多い気が し ま し た。 そ れ は エ イ サ ー に 関 し て も 同 じ事が言え る と 思い ま す。 私達は学

校 の 体育祭な ど でエ イ サ ー を 習 う 機会 が あ り 、 踊 っ た こ と が あ る と い う 感 じ ですが 、 海外の参加者は授業 な ど で
は な く 、 自 分か ら 積極的 に エ イ サ ー を学んでい る の です。 そ こ に 沖縄 と い う 私達参加者の原点へ の 考 えや想 い の
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違い を感 じ た気 が し ま す。
エ イ サ ー の 練習 は 、 楽器な ど と 違い体全体 を使 う と い う 点で初 め て 踊 る 参加者に は難 し い も の で し た。 う ま く

い かず 、 あ き ら め て し ま う メ ンバ ー に ス タ ッ フ の勝連 さ ん が 掛 け た言葉 は 、 私 の 心 に 強 く 残 っ て い ま す。 「 エ イ
サ ー を 学ぶ こ と は 、 参加者の 一 生の財産に な る 」 そ れ は 、 こ の ツ ア ー のすべて に お い て 言 え る と 思 っ た の です。
沖縄の こ と を学ぶ、 自 分の原点 を 学ぶ こ と は 自 分 を構成す る な かでの原点 と な る 貴重 な財産だ と 思い ま し た。 そ
し て何かを経験す る と い う こ と は人 生 に お い て 必ず財産 と な る と 思い ま し た。 勝連 さ ん の言葉は私が こ れか ら 何
を経験す る と き も 思い 出す、 と て も す ば ら し い言葉だ と 思い ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が 終わ り 、 各 々 の 国 に戻 り 各 々 の 生活 に 戻 っ た今 も ツ ア ー で の 思 い 出や メ ンバ ー と
の 絆 は色 あ せ る こ と な く 、 沖縄への つ な が り は深 く な っ て い る と 思い ま す。

私 は 、 ア メ リ カ の 直美やカ ナ ダの愛、 ブ ラ ジルの美和 と メ ールのや り 取 り を し て い ま す。 時差 を 考 え な けれ ば
い け な い メ ールは普段 の メ ール と 比べて 不思議な感覚 に 陥 り ま す。 す ぐ に地球の裏側 に い る 彼 ら に届 く メ ールだ
か ら 共有 で き る 時間 の感覚 はす ごい と 思い ま す。 世界 に 友達が い て 、 彼 ら の こ と を 考 え な が ら 生活 を す る の は と
て も 楽 し い です。 し か し彼 ら と のや り 取 り で 1 番苦労 し て い る の は言葉です。 英語でい か に わ か り やす く 伝 え る
か を 考 え る の は大変ですが 、 と て も 勉 強 に な り ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 、 多 く の こ と を教 え て く れ、 そ し て 多 く の財産 を 与 え て く れ ま し た。 こ の ツ ア ー

は私の素晴 ら し い財産です。
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徳元 り さ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
RISA TOKUMOTO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  

那覇商業高等学校三年

ま せん で し た。

ツ ア ー に参加 し て

私 は初 め て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー ヘ の 参加 が 決 ま っ
た 時、 嬉 し い気持 ち や楽 し み な 気持 ち は正直少 し も あ り

それ よ り も み ん な と 仲 良 く なれ る かや、 海外か ら の参加者 と う ま く 交流で き る かな ど不安でい っ ぱ い で し た。
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 県 内 参加者 と 顔合わせ を し た 時 に 、 さ ら に み ん な と 馴染 め る 気が し な く て 行 き た く な い

な っ て お も い ま し た。 私 は と て も 人見知 り を す る の で県 内 参加者 と も あ ま り 話せ ま せ ん で し た。 な の に 翌 日 か ら
始 ま る ツ ア ー で海外参加者 と 仲 良 く 交流す る の は無理だな っ て と て も 落 ち 込 ん でい ま し た。

い よ い よ ツ ア ー が始ま っ て み ん な で顔合わせ を し た 時 も み ん な の 輪 に入れず に 、 一人でボ ー っ と し て い ま し た。
そ ん な 時に友達の玉城 り さ さ んが海外参加者に話 し か け て み よ う っ て誘われま し た。 最初 は 、 人見知 り だか ら 無
理 っ て拒否 っ て た け ど 、 一応 り さ さ ん に付いて行 く 事 に し ま し た。 こ れ を き っ か け に 初 め て 話 し た海外参加者が
ウ エ ンデ ィ ー で し た。 そ の後A ~ Fチ ー ム に 分 かれ て グルー プ対抗 で ゲ ー ム を し ま し た。 そ の お か げで少 し み ん
な と 話す こ と が で き ま し た。 そ し て ダ ン ス を し て ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー で初 め て た く さ ん話 し た の が デー ニ ー と
金太郎 で し た。 こ の と き に本 当 に少 し だ け初 め て 楽 し い っ て 思 い ま し た。 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー で み ん な の 演技
を 見 て 盛 り 上が っ て 朝 ま で の 参加 し た く な い っ て 気持 ち は全 く 無 く な っ て い ま し た。 寝 る と き に は 明 日 に は も っ
と み ん な と 仲 良 く な っ て 、 ツ ア ー を 楽 し みた い な っ て気持 ち に 変 わ っ て い ま し た。

二 日 目 は 日 食 を 見 て 水族館 に 行 き ま し た。 水族館でや っ と 海外参加者 に友達が で き ま し た。 嬉 し く て適 当 な英
語や ジ ェ ス チ ャ ー で頑張 っ て話を し ま し た。 海で泳 ぐ 時 に も み ん な で た く さ ん話 し て 、 砂浜でのバ レ ー で は も っ
と 仲 良 く な る こ と が で き ま し た。 ホ テ ルで も 一つ の部屋 に集ま っ て み ん な で い ろ い ろ 話 し て盛 り 上が り 、 み ん な
の 事 を た く さ ん知 る こ と が で き ま し た。 来て よ か っ た な っ て と っ て も 思い ま し た。 あ ん な に人見知 り で多分参加
者の 中 で一番行 く 気 と や る 気 が 無 か っ た 私 が今 は 自 分か ら 海外参加者 に 話 し か け た り 、 み ん な の 輪 に 自 然 に入れ
て い ま し た。 こ ん な に 早 く 自 分が 変 わ っ て る こ と に本 当 に ビ ッ ク リ で し た。 不安な ん て 全 く 、あ り ま せん で し た。

私 が こ の ツ ア ー で一番想い 出 に残 っ て い る の は キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー です。 ゲー ム な ど で盛 り 上が っ て チ ー ム の
仲 が よ り 深 ま り ま し た。 そ の後 み ん な で火 を 囲 ん で ダ ン ス を し た り 、 歌 を 歌 っ た り し ま し た。 サルサ っ て い う ダ
ン ス も デ ィ エ ゴ に エ ス コ ー ト し て も ら っ て 初 め て経験 し ま し た 。 歌はみん な で肩 を組んで歌い ま し た。 歌や ダ ン
ス の と き に み ん な の笑顔 を た く さ ん 見れ ま し た。 本 当 に全員 が 一 つ に な る の を と っ て も 強 く 感 じ て嬉 し さ と 感動
で涙が 出 ま し た。 こ れ を き っ か け に み ん な が 家族の よ う な存在 に な り ま し た。 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で歌や ダ ン ス 、
カ チ ャ ー シー を や っ て言葉の壁 と い う の を全 く 感 じ ま せん で し た。 上手に話せ な く て も 通 じ合 っ て 仲 良 く なれて
大事な の は言葉 じ ゃ な い っ て わ か り ま し た。 と っ て も 最高 な 夜 に な り ま し た。

そ の 後 の ツ ア ー も み ん な と も っ と 交流 し て 仲 を 深 め 毎 日 と て も 楽 し み ま し た。 三線体験やエ イ サ ー な ど 沖縄の
伝統芸能 を 学びま し た。 沖縄の伝統芸能 な の に私 は ど っ ち も 海外参加者 に 教 え て も ら っ た の が 、 はずか し い な と
思 い ま し た。 で も と て も い い経験 に な り ま し た。

私 は参加 中 一 日 一 日 が 本 当 に と て も 充実 し て い て 毎 日 た の し す ぎ る ぐ ら い に ツ ア ー を満喫 し て い ま し た。 こ ん
な 楽 し い毎 日 も 終わ り が来て し ま い ま し た。 お別れパ ー テ ィ ー の 前 日 な の に 、 私は涙が 止 ま り ま せん で し た。 初
め は五泊 六 日 が と て も 長 く 感 じ て 行 き た く な い っ て 思 っ て た 自 分が嘘みた い で し た。 明 日 でお別れ っ て 考 え た ら
と っ て も 寂 し く て 五 日 間 を 思 い 出 し た ら 泣 け て き ま し た。

お別れパ ー テ ィ ー で も 何か想い 出 を残そ う と 県内参加者で集 ま っ て そ の 日 で ダ ン ス を 覚 え て 踊 る こ と に し ま し
た。 パ ー テ ィ ー が 始 ま っ て最初 に全員 で感想 を発表 し ま し た。 私 は 三人 目 の 時 ぐ ら い か ら 涙が 出 て き て 止 ま り ま
せんで し た。 さ っ き ま で裏で い ろ い ろ 準備 し な が ら みん な でお し ゃ べ り し て 笑い合 っ て い た の に 、 本 当 に今 日 でお
別れ っ て 実感湧かな く て 、 で も み ん な の ス ヒ° ー チ を 聞 い て い た ら 本 当 に今 日 で最後 な ん だな っ て と っ て も 悲 し く
な り ま し た。 五泊 六 日 の ツ ア ー は長い よ う で と っ て も 短 く て だ け ど毎 日 が 充 実 し て濃 か っ たせいかみ ん な と 何 ヶ
月 も 一緒 に過 ご し て い た よ う な気 が し ま し た。

み ん な歳 も バ ラ バ ラ で 国 も 違 っ て い て 話す言葉 も さ ま ざ ま だ っ た け ど 一 つ の 家族 に な る こ と が で き ま し た。 そ
ん な み ん な と お別れす る の は本 当 に つ ら す ぎ ま し た。 私の 中 で今 ま で 出 一番つ ら い別れで し た。

翌 日 早起 き し て 海外参加者 を 見送 り に 空港へ行 き ま し た。 み ん な と ハ グ し て 見 え な く な る ま で見送 り ま し た。
も う 何 回i立 い た か わ か ら な い ぐ ら い泣 き ま し た。 頭 も い た く て 目 も はれ て や ばか っ た です。 今年一番号泣 し ま し

- 65 -



た。 そ れ ぐ ら いみ ん な と は離れ た く な か っ た し 、 と っ て も い い ツ ア ー で し た。 本 当 に短い 間 だ っ た け ど 、 こ の ツ
ア ー で 出 会 っ た み ん な よ は 一 生付 き 合 っ て い け る 気 が し ま す。 九期生の 三十六名 み ん な と っ て も 最高 で し た。 ツ
ア ー 参加者 に選ばれた の を 不運っ て 思 っ て い た け ど 、 今 は胸 を は っ て 幸運だっ た っ て言 え ま す。 夏休み に い い想
い 出 が で き ま し た。

こ の ツ ア ー で で あ っ た 三十六名 と ス タ ッ フ や関係者 に と っ て も 感謝 し て い ま す。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し
た。
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玉城 理沙

首里高等学校三年

い ち ゃ り ば ち ょ ー で 一

「 い ち ゃ り ば ち ょ ー で一 」 こ の ツ ア ー に 参加 し て 私 が 大
好 き に な っ た方言です。 一 週 間 と い う 短い期 間 に も 関 わ

ら ず、 私 た ち は ま る で家族 の よ う な 関係 に なれ ま し た。
私 に と っ て 、 二度 目 の挑戦 だ っ た こ の ツ ア ー。 合格通知 が届 い た と き は 、 本 当 に嬉 し か っ た。 し か し 、 楽 し み

と 同 時 に み ん な と 仲 良 く で き る か、 輪の 中 に入れ る か と い う 大 き い不安 も あ り ま し た。
最初 は 、 一 人 で ポ ツ ン と 立 っ て い て な じ め な か っ た け ど 、 話 し か け て も ら っ た り 、 勇 気 を 出 し て積極的 に み ん

な に話 し か け る よ う に し ま し た。 毎 日 毎 日 みん な と 打 ち 解 け 合 っ て い く の が 、 楽 し み に な り ま し た。
こ の ツ ア ー は全部楽 し か っ た け ど 、 や っ ぱ り 私 に と っ て 一番 の 思 い 出 は 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー です。 ダ ン ス も

盛 り 上 が っ て 、 み ん な の 心 が 一つ に な っ た様 に感 じ ま し た。 ま た 、 仲 が も っ と 深ま る チ ャ ン ス に な り ま し た。 ツ
ア ー 中 に誕生 日 だ っ た金太郎 に 、 み ん な でサ プ ラ イ ズバ ー ス デー を し た と き も 、 と っ て も 盛 り 上が り ま し た。 り
さ も いつ か は 、 グ ロ リ ア さ ん の ダ ン ス を マ ス タ ー し た い です。

こ の ツ ア ー で は 、 楽 し か っ た こ と だ け で な く 、 驚い た ごと や勉強 に な っ た こ と も た く さ ん あ り ま し た。 一番驚
い た の は 、 み ん な 日 本語が上手で、 私達以 上 に 沖縄につ い て 知 っ て い た こ と です。 ま た 、 移民の ワ ー ク シ ョ ッ プ
を し た と き は 、 県外参加者の 方が積極的 に取 り 組んでい る の が 印象 的 で し た。 エ イ サ ー の 練習 の と き も 、 県外参
加者の ほ う が私 よ り 上手で感心 し た反面、 沖縄に い る の に で き な い 自 分が少 し恥ずか し く な り ま し た。

今 ま で は 、 沖縄の移民 に つ い て 何 も 知 ら な か っ た け ど 、 こ のJST を機会 に移民 に つ い て も っ と 学ん でい き た い
です。 そ し て 、 沖縄に住んでい る か ら こ そ伝統的 な も の に触れ、 今以上に沖縄の こ と を知 ら な い と い け な い と 思
い ま し た。 ま た 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で初 め て 、 英語以外の言語 と 関 わ る こ と が で き ま した。 特 に 私 に と っ
て 、 ス ペイ ン語が お も し ろ く 、 大学で勉強 し よ う と 思 っ て い ま す。

JSTは終わ っ て し ま っ た け れ ど 、 私達の 絆 は ず っ と 繋が っ た ま ま です。 こ れか ら は、 メ ー ルな ど の や り と り を
通 し て 、 ず っ と 連絡 を と っ て い き た い です。 ま た 、 来年 はOB と し てJST に 参加 し 、 盛 り 上 げ、 交流 の 幅 を 広 げて
い き た い です。 ボ リ ビア の り さ が言 っ て い た よ う に 、 こ の ツ ア ー に参加 し て 初 め て 、 世界の 裏側 に も 沖縄が あ る
ん だ と い う こ と を感 じ ま し た。

一 週 間 は本 当 に あ っ と い う 間 だ っ た け ど 、 一 生忘れ な い 思 い 出 に な り ま し た。 JST に参加で き て よ か っ た 、 こ
の 仲 間 に 出会 え て よ かっ た 、 本 当 に そ う 思い ま す。 み ん な あ り が と う 。 ま た会 え る 日 を楽 しみ に し て い ま す。

Obr i ga ari ga thank you ! A i  Ai  mucho voce 

＇
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名 嘉真 美咲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
MISAKI NAKAMA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

浦添高等学校三年 し ' � 沖 縄 の ル ー ツ を 学ぶ き っ か け に な っ た ジ ュ ニ ア ス タ
デ イ ツ ア ー。 私 は こ の ツ ア ー を 通 し て 、 世界 に 渡 る ウ チ

ナ ー ン チ ュ の 繋 が り の 広 さ に驚か さ れ ま し た。 今 ま で の 私 な ら 、 【 世界 】 と い う 言葉 か ら 連想 さ れ る も の は ア メ
リ カ し か な く 、 そ れ こ そ英語 さ え で き れ ば不 自 由 す る こ と は な い と 思い込ん で い ま し た。 し か し 、 こ の ツ ア ー の
参加者 は ブ ラ ジル、 ア ルゼ ンチ ン 、 ボ リ ビア 、 ペルー 、 中 に は ニ ュ ー カ レ ド ニ ア と い う あ ま り 聞 き 慣れ な い 国 か
ら も 参加 し て い ま す。 も ち ろ ん 、 全員 が 皆英語 を 話せ る わ け で な く 、 ま た 日 本語 も 話せな い参加者 も い ま す。 そ
う い っ た環境の 中 で共 に 一 週 間行動す る こ と が で き る の か、 初 め は不安 を感 じ ま し た。 と い う の も 私 自 身、 英語
は 準 2 級程度 し か取得 し て お ら ず、 言語な し に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る と い う すべ を 知 ら な か っ た か ら です。
ですが 、 実際海外参加者 に 会 っ て み る と 、 そ ん な 不安 は嘘かの よ う に私た ち はす ぐ 打 ち 解 け ま し た 。 祈念史料館
や平和 の礎な ど で沖縄の歴史 を 学ぶ ほ か、 海や 山 で 自 然体験 を し た り と 、 一週 間 が あ っ と い う 間 に感 じ ら れ ま し
た。

現在 の世界が抱 え る 問題は果て し な く 、 分 か ち 合 う と い う の は難 し い こ と か も し れ ま せ ん。 し か し 、 た と え言
語が通 じ な い と し て も 相 手 を 思 う そ の 心 だ け で 同 じ想い を 共有す る こ と が で き る の だ と 、 私 は こ の ツ ア ー を 通 し
て学びま し た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は様 々 な価値観 を 私 に 与 え 、 ま た世界平和 に つ い て 深 く 考 え さ せ ら れ ま
し た 。

今後 も ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に よ っ て 芽生 え た想い を 忘れず、 将来 に 繋 げて い き た い です。 そ し て こ れか ら
の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー参加者 に私が感 じ た こ の感動 を伝 え て い き た い です。
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宮平 優想

那覇商業高等学校三年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て

は じ め に 、 こ の ツ ア ー に参加 さ せて く れた担 当 者 の 皆
さ ん、 ス タ ッ フ 、 ボ ラ ンテ ィ ア の 皆 さ ん 、 本 当 に感謝 し

ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た。 こ の ツ ア ー で得た も の は 、 私 の 生涯忘れ る 事の で き な い宝物 に な り ま し た。
最初 は 、 み ん な と 話せ る かな と か、 友達で き る かな っ て不安だ ら け で 、 戸惑 う 事 も 多 々 あ り ま し た が 、 み ん な

と 一 日 一 日 を過 ご し て い く う ち に 、 そ ん な不安 も な く な り 、 今思 え ば こ の 一週 間 と て も 充実 し て い て長 い よ う で
短す ぎ る 一 週 間 で し た。

ま た 、 海外参加者 の み ん な は 、 沖縄に住む私達 よ り 沖縄の 事 を 知 っ て い た り 、 と て も 典味 を も っ て い て 、 一緒
に学習 し て い く う ち に私 自 身 も も っ と も っ と 、 沖縄の事 が 大 好 き に な り ま し た。 沖縄の伝統芸能 を 体験す る 機会
が あ り 、 三線やエ イ サ ー を み ん な と 練習 し て 一 つ の 物 を 作 り あ げ る こ と は 、 難 し く て 大変で し た が 、 最後や り と
げ ら れた 時 は本 当 に 涙が 出 る く ら い の感動で し た。

ア メ リ カ 、 ブ ラ ジル、 ア ルゼ ンチ ン 、 ペルー 、 ス ペイ ン 、 ボ リ ビ ア 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 、 カ ナ ダ、 キ ュ ー バ 、
み ん な住む場所や、 話す言葉それぞれ違い ま す が 、 心 は み ん な う ち な ～ ん ち ゅ で し た。

そ し て 、 私 に は 9 ヶ 国 の友達が で き ま し た。 こ れか ら み ん な と 連絡 を と り あ っ て 、 将来は私が こ の 9 ヶ 国 を訪
れた い な と 思い ま し た。 地球の反対側 の 沖縄 を 、 遠 く 離れた と こ ろ で生活す る み ん な に会 い に 行 き ま す。

2 0 0 9 年の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 で き て 、 こ の 3 6 名 の メ ンバ ー に会 う 事が で き 、 私 は本 当 に 幸せ
です。

誰かが言 っ た 、 「 さ よ な ら 」 じ ゃ な く て 、 「 い っ て ら っ し ゃ い」 、 ま た必ず会 え る 。
3 6 名 で歌 っ た 「 島人ぬ宝」 、 私 は一 生忘れ ま せ ん。

Aia i  mucho voce 

ー
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安里 公美子
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KUMIKO ASA TO · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

西原高等学校二年 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に参加 し て今 ま で体験 し
た こ と の な い こ と が で き ま し た。

私 は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン か ら 緊 張 し て い て 参加者名 簿 を 見 る と 同 世代 が 少 な く や っ て い け る か不安で し た。 ツ
ア ー 当 日 、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 ハ ワ イ 、 プ ラ ジル、 アルゼ ン チ ン 、 ボ リ ビア 、 ペルー 、 メ キ シ コ 、 キ ュ ーバ 、 ニ ュ ー

カ レ ド ニ ア か ら 来て い て驚 き ま し た。 4 ヶ 国語 も 話せ る の か心配でた ま り ま せん で し た。 そ う こ う し て い る う ち
に ツ ア ー が 始ま り ま し た。 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン か ら 始ま り 、 自 己紹介、 国 の紹介 を 聞 き ま し た。 そ の後 交流 プ ロ
グ ラ ム が行われま し た。 イ ス 取 り ゲー ム 、 ジ ャ ン ケ ン列車な ど の ゲー ム を し た り ダ ン ス を し て 交流 を深 め 合 い ま
し た。 少 し です け ど話せ た か な と 思い ま す。 そ れ が 終わ る と ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー が 開催 さ れ ま し た。 そ こ で タ
食 を食べ な が ら お話 し で き ま し た。 1 日 目 は緊 張の 1 日 と な り ま し た。

翌 日 か ら は少 し緊 張が と け 、 ツ ア ー が 始 ま り ま し た。 2 日 目 は レ ク セ ン タ ー を 出 て ま ず県庁 で歓迎セ レモ ニ ー

に参加 し ま し た。 次 に訪れた の が 万 国津梁館へ行 き 、 2 0 0 0 年 に行われた沖縄サ ミ ッ ト の会場 を 見学 し ま し た。
つ い た 時 に部分 日 食が 見れ よ か っ た です。 続いて美 ら 海水族館へ行 き 、 見て 楽 し み ま し た。 イ ルカ シ ョ ー も 見 る
こ と が で き 興奮 し ま し た。 次 に エ メ ラ ル ド ビー チ と い う 海へ行 き みん な で泳 ぐ こ と が で き ま し た 。 天気 も あ ま り
良 く な く 、 肌寒かっ た です。 海 を 出 て 、 ビー チバ レ ー を 楽 し み ま し た。 翌 日 3 日 目 は比地大滝ヘ ト レ ッ キ ン グ を
し ま し た。 ひたす ら 歩 き 続 け 、 疲れま し た が 、 自 然の す ば ら し さ を 実感で き た 一 日 で し た。 こ の 日 か ら エ イ サ ー

講習 が 始 ま り 覚 え る の に 必死で し た。 他 に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー が あ り 、 グルー プ対抗でゲー ム を し て 楽 し み ま し
た。 歌 っ て 、 踊 っ て最高な 一 日 で し た。 4 日 目 は 、 歴史学習 と し て 首里城 に 行 き 、 琉球王朝 の 頃の こ と が 学べた
り 、 文化学習 と し て 県立博物館へ行 き 、 文化 を 学んでい き ま し た。 そ れ に伝統工芸 の 琉球漆器作 り を体験で き ま
し た。 細かい作業で あ ま り 上手 く で き な か っ た です け ど満足のい く 作品 が で き ま し た。 伝統芸 能 の 三線 も 体験で
き よ か っ た です。 5 日 目 に は平和学習 と し て 平和祈念館へ行 き 、 平和 の こ と を学んでい き ま し た。 午後 か ら はマ
チ グ ワ ァ ー散策 と い っ て 普段行 か な い 所 に も 行 き 新 し い発 見 が で き ま し た。 6 日 目 は ホ テルで移民 に つ い て勉強
し て い き ま し た。 も っ と 知 っ て い か な い と い け な い と 思い ま し た。

こ の ツ ア ー を 通 し て 多 く の こ と を学びま し た。 一 週 間 と い う 短い 時 間 で し た け ど 、 充実 し て い て 楽 し か っ た で
す。 心 に残 る 思い 出 が で き ま し た。 国 が 違 っ て も や は り 心の 中 は う ち な 一 ん ち ゅ だ と 思い ま し た。 こ れで終わ り
で は な く 、 私 は こ れか ら も 交流 を続 け て い く つ も り です。 いつかむ こ う の 国 に行 き た い と 思 い ま す。
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新垣 玲央菜
証ON-A]MむW心面 初 め て の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を 通 し て

中 部商業高等学校 一年 I . ..` ／』｀'.’ 今 回 の 、 第 九 回 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー を 通 し て 学ん
だ こ と が 、 た く さ ん あ り ま し た。

ま ず、 ツ ア ー初 H に 初 め て海外参加者の 人た ち と 顔合わせ を し た と き 、 私 よ り 先 に 来 て い た 県 内 参加者の 人 た
ち は も う す で に 交流 し て い て 、 と て も 驚 き ま し た。 ス ペイ ン語で話 し か け て い る 人 も いれば、 カ タ コ ト の英語 を
混ぜて 積極 的 に 話 し か け て い る 人 た ち が 多 か っ た か ら です。 私 は今 ま で 、 「 自 分 は積極的 な ほ う だ」 と 思 っ て い
た ばか り に 、 正直 に い う と 驚 き よ り 、 焦 り の ほ う が おお き か っ た です。 そ の と き に 、 こ の ツ ア ー で は今 ま で以上
に積極的 に な る こ と が必要だ と い う の を 学びま し た。

二 日 目 か ら は 、 本格的 に プ ロ グ ラ ム が ス タ ー ト し 、 初 め て い く 県庁 に 、 万 国津梁館 と い ろ ん な こ と を 学習 し ま
し た。 こ の 日 か ら 、 ホ テ ルの部屋割 り に海外参加者の人 た ち も 加 わ り 、 常 に 交流す る 機会 が 増 え て い っ た た め 、
自 然 と し ゃ べ り か け る よ う に な り 、 英語で通 じ る ひ と に は で き る だ け知 っ て い る 表現で伝 え た り 、 何て言 え ばい
い か分か ら な い と き に は 「 こ う い う と き は何て言 う の ？ 」 と 質問 し た り と 、 だんだん積極的 に な っ て い き ま し た。

三 日 目 に は比地大滝の ト レ ッ キ ン グで よ り 親 し く な り 楽 し み に し て い た 交流プ ロ グ ラ ム と キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

で は 、 ボ ラ ンテ ィ ア の み な さ ん が 計画 を すべて 立 て て く れ て い て 、 予想以上 に楽 し む こ と が で き ま し た。 キ ャ ン
プ フ ァ イ ヤ ー の最後 に は 、 初 日 か ら 踊 っ て い た マ カ レナや ス ペイ ン 系 で踊 ら れて い る 「サルサ」 と い う ダ ン ス を
教 え て も ら い な が ら 、 私 は 心 か ら 楽 し む こ と が で き 、 「 住 ん で い る 国 が 違 う な ん て 思 わ な い 」 ほ ど に 、 最 高 に 楽
し め ま し た。 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の ラ ス ト に はみ ん な で 「 島ん人ぬ宝」 を 歌 い 、 本 当 に こ の 瞬間全員 の “ 心 が 一

つ ” に な っ た こ と を 体感 し 、 一 つ の 家族の よ う に さ え 思 え ま し た。
四 日 目 は歴史 ・ 文化学習 で初体験 の “ 琉球漆器作 り '’ を し た り 、 三線 を 習 い ま し た。 ア メ リ カ 出身 の 有紀 と 、

ペルー 出 身 の ルイ ス が 沖縄 の お じ ー た ち の よ う に 三線 が 上手 だ っ た の で、 と て も 驚 き ま し た。 「 安里屋ユ ン タ 」
を 大体通 し て 弾 け る よ う に な り 、 貴重 な体験が で き た 一 日 で し た。

五 日 目 に は平和学習 を し 、 “ 沖縄戦” の 話 を 通 し て 、 改 め て 平和 が ど れ ほ ど大切 で幸せ な こ と か知 る こ と が で
き ま し た。 午後 か ら は 、 エ イ サ ー練習 に 力 を 入れ、 全体練習 の 後 に は 自 主練 も し て 、 短時間 で は あ り ま し た が 、
み ん な と て も 頑張 っ て い ま し た。

六 日 目 は 「移民 に つ い て の講話 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ」 で 、 こ の ツ ア ー の原点 で あ る 「 なぜ先祖 の 人 た ち は海外 に
移住 し た の か ？ 」 一番疑問 に 思 っ て い た こ と が わ か り 、 良い勉強 に な り ま し た 。

そ し て と う と う 最終 日 の 七 日 目 、 こ の 一 週 間 の成果発表や、 エ イ サ ー 、 出 し 物 を 披露 し ま し た。 最終 日 に は 、
初 日 の ぎ こ ち な さ が ウ ソ の よ う に 、 ま る で前か ら 知 り 合 っ て い た かの よ う に み ん な 仲 良 く な っ て い て 、 本 当 の家
族 だ と 思 え ま し た。 友美が 言 っ て い た よ う に 、 「 国境が あ る と い う こ と を感 じ ら れ な い」 ほ ど の 仲 に な っ て い ま
し た。

こ の ツ ア ー を通 し て 、 大切 な こ と は 「 う ま く し ゃ べ ろ う と す る よ り 、 話 し た い ど 思 う 意欲 が あ る か ど う か」 が
一番大事だ と 学びま し た。 ま た 、 ど う や っ て こ れか ら 海外 の 人 た ち 、 県 内 参加者の人た ち と 交流 し て い け ばい い
の か考 え た結果、 メ ール ・ 電話 を 通 し て連絡 を 取 り 合 っ た り 、 あ る い は文通す る の は ど う かな と 思い ま し た。 そ
れ と 、 も し海外 に行 く 機会 が あ れ ば今度 は 、 他 の 国 の 文化 ・ 歴史 を 学びた い と 思い ま す。 こ の 素晴 ら し い ツ ア ー

に参加で き て 、 と て も 多 く の想い 出 ・ 経験が で き た の で、 今度 は ボ ラ ンテ ィ ア と し て 関 わ っ て い け た ら い い な と
思 っ て い ま す。 本 当 に 良 い経験が で き て よ か っ た です。

,a
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仲里 な つ き
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て

陽 明 高 等学校一年 私 は 、 あ の 一週 間 を 思い 出 し て 、 本 当 に こ の企画に参
加 で き て よ か っ た と 心 の そ こ か ら 思い ま す。 皆 と 一緒 に

過 ご し た 日 々 は 、 毎 日 が 新鮮で新 し い発 見 な ど が で き 、 “ 楽 し か っ た ” の 一言 し か 出 て き ま せん。 一 日 目 は 、 言
葉が う ま く 通 じ な く て気持 ち を伝 え る の に 時間 が かか っ た け ど 、 や っ ば り 一緒 に い て 何か繋が り を感 じ た し 、 顔
は う ち な 一 ん ち ゅ な の に 日 本語が あ ま り 話せな い人や、 見 た 目 は外国人 な の に 日 本語が 上手に話せ る 人 、 本 当 に
い ろ ん な 県外参加者 が い て 驚 き と 共 に 、 温かい気持 ち に な り ま し た。 そ う 感 じ た 瞬 間 か ら 、 私 は 、 JST参加者皆
の こ と が 「家族」 の よ う な存在 に な っ て い た ん だ と 思 い ま す。

皆で過 ごす初 め て の夜 は 、 仲 良 く な っ た友達 と 、 ト ラ ン プ を し た り 、 体 を つ か っ て遊ぶゲ ー ム な ど を し て 寝 る
の も も っ た い な い と 思 っ た く ら い楽 し か っ た です。

二 日 目 は 、 ま だ打 ち 解 け て い な い な が ら に も 美 ら 海へ行 っ た り 、 エ メ ラ ル ド ビー チでバ レー を し た り と 、 ま た
一 つ想い 出 が で き ま し た。

三 日 目 の夜、 先輩方が 考 え て く れ た ゲー ムやバ ー ベ キ ュ ー 、 そ し て キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で は 、 ダ ン ス を 踊 り 、
歌 を 歌 い 、 み ん な の絆が も っ と 深 ま っ た気 が し ま し た。 こ の 頃か ら 、 み ん な と の別れが近づい て い る よ う な気 が
し て 寂 し い気持 ち に な り ま し た。

四 日 目 で の 一 番 の 思 い 出 は 、 DFS の フ ー ド コ ロ シ ア ム で食べた昼食が と っ て も お い し か っ た こ と です。 振 り 返
り シー ト を 見て 「今 日 の 一番 の 楽 し み に し て い る こ と は何ですか ？ 」 と い う 質問 に対 し て でかでか と “ 昼食” と
書い て あ る の を み て 、 後 で 一人で笑い ま し た。

五 日 目 、 こ の 日 はみん な です ごす最後 の 夜。 そ ん な夜にふ さ わ し い 、 あ の 有名 人 き ん ち ゃ ん の 誕生 日 でみんな
でサ プ ラ イ ズパ ー テ ィ ー を し た 時 の あ の楽 し さ は 、 一 生忘れ る こ と は な い です。 で も 少 しや り す ぎ だ っ た ね （笑）

そ し て い よ い よ 最終 日 。 悲 し い気持 ち を か き 消すた め に た く さ ん笑 っ て い ま し た。 な の に 、 そ の 日 は き ん ち ゃ
ん の誕生 日 パー テ ィ ー だ け をす る 予定 と 聞 か さ れ て い た の に驚いた こ と に私の誕生 日 ケ ー キ ま で 買 っ て く れ て い
て 、 今 ま で我慢 し て い た 涙 が ボ ロ ボ ロ 出 て き て 自 分で も び っ く り し ま し た。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。

28 日 の サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー で の 出 来事 は 、 書 い て い る と き に思い 出 し て 泣 き そ う な の で
最後 に み ん な に メ ッ セ ー ジ を 書 き ま す ｝

あ の 一 週 間 は本 当 に あ っ と い う 間 だ っ た け ど 、 い ま で も 一 日 一 日 の 出 来事 を鮮明 に 思 い 出す こ と が で き ま す。
あ ん な に 楽 し い と 思 え た の も JST 9 期 生一 家 に 出 会 う こ と が で き た か ら だ と 心 か ら 感謝 し て い ま す。 本 当 に サ イ
コ ー な 夏 の 思い 出 です。 み ん な です ご し た あ の 一週 間 は 、 私 の か け が え の な い 宝物 です。 み ん な 、 一週 間 な つ き
の お 世話お疲れ様で し た。 （笑）

- 72 -



普天 間 友美
T-OMOM

i
FUTENMA ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て

首里東高等学校一年 私 は 、 今 回 の ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て 学校 で は で き
な い貴重 な 体験 を す る こ と が で き ま し た。 初 め て の オ リ

エ ンテ ー シ ョ ン で は少 し 緊張 し た け ど 、 段 々 不思議 と と け合い 、 言葉で は な く 心で通 じ合 え る よ う な 仲 間 が い る
よ う な気 が し ま し た。

初 め て参加す る 皆 さ ん と 出会 え た ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー の と き も 言葉 は通 じ な く て も 少 し の 英語や 日 本語 を 交
え た ジ ェ ス チ ャ ー で 自 分の 思 う こ と が伝 え ら れた と き の感動 は 、 小 さ な喜びで も あ り と て も 大 き な想い 出 と な る 、
今 ま で に な い満足感 を あ じ わ え た の を 覚 え て い ま す。

毎 日 の ス ケ ジ ュ ー ルの 中 で新 し い発見や経験 に よ る 感動 の つみ重ね、 今 日 と い う 今 に な っ て は 、 自 分は こ の よ
う な 体験が で き た こ と は と て も 恵ま れて い た んだ な と 思い ま し た。 そ し て 沖縄に住んでい る 大勢の 人 に 国 際交流
を 通 じ て 言菓や文化の違い は あ る けれ ど、 も っ と そ の 素晴 ら し さ を認め合い感 じ て欲 し い と 思い ま し た 。

今 、 私 は 国境 と い う 言葉 を感 じ ら れ ま せん。 今 回 で あ っ た 友 だ ち と い る と き は特 に感 じ ま せん。 で も 家 に あ る
地球儀 を 見 る と 、 た く さ ん の 国 が あ っ て た く さ ん の 国境 を 見 る こ と が で き ま す。 い つ か私 は た く さ ん の 国境 を越
え て 、 い ろ い ろ な 国 に行 っ て み た い と 思 っ て い ま す。 そ し て 、 い く つ も の言葉を勉強 し て 、 人 々 と 話 し て み た い
です。 そ し て 世界 の 人 々 に も 。 私 の 大好 き な 『沖縄』 を紹介 し て あ げた い と 思 い ま す。

今度、 メ ンバ ー の 皆 さ ん と 「会 い た い ね。 」 と 電話 し た 時 に 、 「 同 じ 空 の 下 に住 ん で い る の だか ら 、 い つ で も 会
い に行 け る よ 。 」 と 言 え る よ う 、 私 は本 当 に 地球が 一 つ で よ か っ た と 思 え る よ う な未来 に 向 け て頑 張 っ て い き た
い です。

最後 に 、 ス タ デ イ ツ ア ー を 担 っ て い た だ き ま し た 実行委員 の 皆様方、 ス タ ッ フ の皆様、 ご協力 い た だ い た ボ ラ
ンテ ィ ア の 皆様、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。

- 73 -



ブース ク リ 満理奈
呻:NA -B6us-cKRi
沖縄 尚学高等学校一年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に 参加 し て 、 私 は 国境 を こ え
て の友情 の 大切 さ を 学びま し た。 友情 を 育み、 沖縄文化

を 背景 に も つ世界 の 人 々 と の 交流を維持 し て い き た い と 思 っ て い ま す。 私 が こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の こ と
を 知 っ た の は 、 母 と あ る フ ァ ー ス ト フ ー ド店へ立 ち 寄 っ た と き で し た。 そ こ で、 母の教え子で あ っ た赤嶺 さ ん と
い う 方 に 出会 っ た の です。 赤嶺 さ ん は私が フ ラ ン ス 語 を話せ る と い う こ と で、 参加 し て み て は ど う だ ろ う か と 尋
ね ま し た。 正直言 っ て 、 不安な気持 ち が 大 き か っ た です。 フ ラ ン ス 語 を話せて も 、 ち ゃ ん と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
が と れ る か ど う か と 、 ネ ガテ ィ ブ な 考 え が頭の 中 で駆 け巡 っ て い ま し た。 し か し 、 人 間 は体験 し て み な い と わ か
ら な い も の で 、 初 日 の ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ で 、 私 の担 当 の ユ キ と い う ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の 子 と 初 め て 出会 っ た 時
に 、 「 昨 日 は よ く 寝むれた ？ 」 と 、 フ ラ ン ス 語で気軽 に話 し か け る こ と が で き ま し た。 こ れ が ユ キ と の 友情 の 第
一歩で し た。 初 日 だ と い う の に短時間 でお互い が話 し か け合 え る よ う な 状態 が で き ま し た。 と て も 恥ずか し が り
屋で、 あ ま り 自 分か ら 話 し か け る こ と は な か っ た ユ キ が 、 徐 々 に周 り の環境 に慣れ 、 よ く 話す よ う に な っ て嬉 し
か っ た です。 ユ キ は故郷の こ と を い ろ い ろ 話 し て く れ 、 南半球の遠 く 離れ た 国 に も 沖縄の祖先 を も つ人 々 が い る
こ と に 、 あ ら た め て 驚 き ま し た。

ツ ア ー の期 間 、 さ ま ざ ま な活動 を 通 し て 、 ユ キ以外の人た ち と も 友情 を 深め る こ と が で き ま し た。 バ ス の 中 で
は 、 友人 に フ ラ ン ス 語 を 教 え 、 発音 を 間違 え る と お互い爆笑 し で愉 し い 時 間 を過 ごせ ま し た。 キ ャ ン プフ ァ イ ア ー

で行 っ た ゲー ム で は 、 私 の チ ー ム と 別 の チー ム が タ イ の 4 位 だ っ た のすで、 私が代表 と な っ て じ ゃ ん け ん で勝 ち 、
練習 し て き た踊 り を披露す る 機会 も あ り ま し た。 ま た海外か ら 参加 し て き た人達の発表 で 、 そ こ が ど う い う 国 な
の か知 る こ と も で き ま し た。 海外、 県 内 か ら 集 っ た ツ ア ー の仲 間 と 山 登 り の 途 中 の 景色 に感動 し た り 、 博物館 を
訪れた り 、 国際通 り を歩い た り し て 、 国 を こ え て ひ と つ と な り 、 沖縄の こ と を 知 る 貴重 な 体験 と な り ま し た。 最
初 は気 ま ずか っ た雰囲気 も 日 に 日 に お 互 い 打 ち 解 け て き 、 昔か ら 長 く 付 き 合 っ て い る よ う な 、 そ ん な感 じ さ え し
ま し た。 ず っ と こ の友情 を 大切 に し て い き た い と 思 っ て い ま す。

ス タ デ イ ツ ア ー の プ ロ グ ラ ム の 中 で、 特 に 素睛 ら し い な と 思 っ た こ と は、 「 エ イ サ ー 」 の練習 と 舞台発表です。
「 エ イ サ ー 」 と い う も の は 、 沖縄の文化 で あ り 、 そ の 文化 を沖縄人 の 血 を ひ く 海外 の 同 世代 の 人 た ち と い っ し ょ
に 学び、 愉 し め た か ら です。 「 エ イ サ ー 」 を通 し て 私達の友情は更 に深ま っ た と 思い ま す。 「 エ イ サ ー 」 の練習 は
決 し て 易 し い も の で は あ り ま せ ん で し た。 足 と 手の位置が逆 に な っ た り 、 テ ン ポ が遅れた り し て 大変 で し た。 私
の パ ー ト ナ ー の ユ キ は 、 練習 の途 中 で 「 私 に は で き な い 」 と 言い 出 し て き ま し た。 「 ど う し た の ？ 」 と 尋ね る と 、
「難 し す ぎ る 。 」 そ う 答 え ま し た。 ふて く さ れた ユ キ に 、 「やれ ばで き る よ 。 」 と 何回 も い い ま し た が 、 聞 く 耳持た
ず、 と う と う 地面 に座 り 込ん で し ま い 、 皆 が 練習 い て い る と こ ろ を た だ じ っ と 見て い ま し た。 そ ん な ユ キ を 見 て
世話役 の 方が 声 を か け て く れ ま し た。 「 エ イ サ ー だ け はせ め てや っ て欲 し い。 エ イ サ ー をや っ た こ と で母 国 に 帰 っ I
た ら 、 『 あ ぁ 、 や っ て よ か っ た。 』 と 思 っ て 欲 し い。 ユ キ だ け が や ら な い と 皆 が 悲 し む よ 。 」 と 言 っ た こ と を ユ キ ー

に伝 え る と 、 「や っ て み る 」 と 言 っ て く れ ま し た。 私 に も 、 「 ユ キ の傍 に い てや っ て ね」 と さ さ や き 、 私 た ち は さ っ
そ く 練習 を 再 開 し ま し た。 何度 も 練習 す る う ち に 、 ユ キ も 思 う よ う に 体 を 動 かす こ と が で き 、 本番の舞台 で ば心
底エ イ サ ー を 楽 し ん でい る よ う で し た。 辛 い 時 も お互い を 励 ま し あ う こ と でひ と つ の事 を 達成す る 喜び を ユ キ も
私 も かみ し め て い ま し た。 私 と ユ キ は こ の経験 を 通 し て 絆 が深 く 繋が っ た よ う な気が し ま す。

友情 と い う の は 、 国や言葉 を こ え て も 存在す る も の だ と い う こ と を ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を 体験 し て 強 く 感
じ ま し た。 こ こ で築い た友情 を維持 し 、 私達が 大人 に な っ て も 交流 が で き る こ と を願 っ て い ま す。 た と え住む場
所や話す言語が 異 な っ て も 、 海外か ら 参加 し た 皆 が 、 私 た ち と 同様 に 沖縄の文化 を誇 り に思 っ て く れた ら 、 こ の
ス タ デ イ ツ ア ー の意義が活か さ れ る の だ と 思 い ま す。 最後 に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を企画 ・ 運営 ・ 支援 し て
い た だい た 全 て の 方 た ち に 、 こ の よ う な素晴 ら し い機会 を 与 え た く だ さ っ た こ と を感謝 し ま す。
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ブ ラ ジル沖縄県人会

日 本への旅

私 は ブ ラ ジル沖縄県人 会 を 代 表 し て 、 去 る 7 月 に
2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 参加者 3 名 の 引 率者
と し て 沖縄に行 く こ と に な り ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 14歳 か ら 1 7歳 ま で の 中
高校生 を対象 と し て海外移住者の子孫 を 県 内 に招 く 県
主催 の 文化交流プ ロ グ ラ ム です。

参加者募集要項 は毎年大体 2 月 中 旬 に 沖縄か ら 送 ら
れ て き ま す。 募集人数が 毎年変わ り ま すが 各支部 に 知
ら せ会員 の 子供た ち の 中 か ら 選抜審査が行われま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は大体 7 月 中 旬 、 学校 の休
み期 間 中 に 沖縄で行われ る プ ロ グ ラ ム です。 同 ツ ア ー

は 、 移民で外 国 に 行 っ た県人の子孫た ち に 、 祖先 の 故
郷で あ る 沖縄 を 知 っ て も ら う 機会 で あ る と と も に 、 海
外 の 県 系 人社会 の 次世代 の リ ー ダ ー を 育成す る こ と 、
そ し て 参加 者 の 国 同 士 の 絆 を 深 め る の が 主 な 目 的 で
す。

ツ ア ー の 最 初 の 数 日 は 、 ホ ー ス ス テ イ 先 で の 親 戚
と 絆 を深 め る た め に 一緒に過 ご し遊び に 行 っ た り し ま
す。

そ の 後 、 ホ ー ム ス テ イ の 家族 と 別れ全員 の 参加者が
ホ テ ル に集 い 、 ギ ッ シ リ と 企画 さ れた ツ ア ー期 間 中 に
単独行動 を 取 ら ず参加 し ま す。

こ の ツ ア ー に は海外 よ り 1 8名 、 県 内 よ り 1 8名 の 計36
名 の 参加者 と 主催 ・ 運営 ス タ ッ フ が参加 し ま し た。

各 国 の 参加者た ち が仲 良 く な る よ う 、 主な歴史上 の
舞台や伝統芸能 を 見学 し 、 環境保護 を 考 え た様 々 な 交
流 を 通 し て 、 県 内 の 北 か ら 南 ま で知 る 機会 に な り ま し
た。

ジ ュ ニ アス タ デ ィ ツ ア ー の 開 始以来、 主催 ・ 運営 ス
タ ッ フ に企画 さ れた様 々 な ゲー ム が あ っ た お かげで参
加者た ち は 「 い ち ゃ り ば あ ち ょ う で ぇ ～ 」 と い う 表現
通 り 、 皆兄弟 で あ っ た かの よ う に感 じ て い ま し た。

私 は沖縄を訪れ る の は 2 回 目 で し た が 、 初 め て の よ
う な も の で し た。 若い人た ち に 囲 ま れ 自 分 も 若返 っ た
み た い で楽 し か っ た です。 こ の旅 は 、 次世代の 育成 と
世界 中 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と の 絆 を 深 め る と い う 点 で 、
と て も 勉強 に な り ま し た。

沖縄 を知 ら な か っ た若者た ち が ウ チナ ー ンチ ュ で あ

る こ と に誇 り を持 っ て 国へ帰国 し 、 よ り 一層 沖縄文化
に 興 味 を持 ち 、 こ の 島へ戻 り た く な る 気持 ち に き っ と
な っ た と 思い ま す。

海外参加者た ち が み ん な 、 心 に ウ チナー ン チ ュ の種
を 植 え て も ら っ た かの よ う で し た。 こ れか ら は こ の種
は芽生 え 実 を 結 ぶ た め に 各 国 の 県人 会 の 支援や指導、
イ ベ ン ト ヘ の 参加誘導が必要 です。 一方、 JST参加者
た ち が 国へ帰 り 、 無 関心 に な り 、 県人会 で の 活動 に 参
加 し な い でいればそ の種は芽生 え も 実 を 結ぶ こ と も で
き な い で し ょ う 。

ブ ラ ジル沖縄県人会幹部 の 皆 さ ん に2009年JST に 参
加 さ せ て い た だ き ま し た こ と を 感 謝 し ま す。 今 年 の
JST参加者やOB の 皆 さ ん 、 今度 は ブ ラ ジル沖縄県人会
AOKB/プ ラ ジ ル 沖 縄 文 化 セ ン タ ー CCOB の イ ベ ン ト
への参加 を お待 ち し て い ま す。 ま た 、 こ の 素晴 ら し い
交流の継続 を 祈 り 、 全世界 の ウ チナ ー ン チ ュ の絆が深
ま る こ と を願いつつ 沖縄政府 に も 感謝の気持 ち で い っ
ぱい です。 愛 を込 め て 栄養 を 与 え豊かな 実 を 結 ん で い
け る よ う に頑張 り た い と 思い ま す。

VIAGEM AO JAPAO 

Viajei ao Japao, no mes de Julho passado, especificamente 

a Okinawa, como representante da Associa<;:ao Okinawa 

Kenj in do Brasil - AOKB, acompanhando os tres j ovens 

estudantes brasileiros que participaram no JST - Junior 

Study Tour 2009. 

0 JST e um intercambio cultural organizado pelo governo 

de Okinawa,onde sao convidados os jovens de 1 4  a 1 7  anos 

de diversos paises onde existem descendentes de okinawanos. 

A AOKB, todos os anos,  assim que recebe o convite de 

Okinawa - geralmente nos meados do mes de fevereiro, 

indicando inclusive o numero de participantes que varia de 

ano para ano , comunica para todas as sub sedes e faz a sele 

<;:ao dos candidatos entre os filhos de seus associados. 

E um evento que ocorre em Okinawa, geralmente na 

segunda quinzena de julho, no periodo de ferias escolares .  

0 objetivo principal desse intercambio e dar oportunidade 

aos jovens para conhecer a terra dos seus ancestrais, formar 

futuros lideres nos respectivos paises de origens e fazer um 
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intercambio com todos os paises participantes . .  

Como ocorreu este ano, nos primeiros dias , os  participantes 

ficaram nas casas dos parentes (home stay ) para uma 

convivencia famil iar estreitando as suas rela95es e,  para 

eventuais passeios particulares 

Ap6s esse periodo, todos os participantes, se juntaram para 

uma programa9ao desligando do home stay hospedando se 

num hotel, cujas atividades pre-programadas foram intensas, 

nao se permitindo mais os passeios individuais .  

Vieram dezoito j ovens do exterior mais  dezoito j ovens 

selecionados de varias regioes de Okinawa, totalizando 

assim um grupo de trinta e seis estudantes e mais a equipe 

da comissao organizadora. 

Foi uma oportunidade de conhecer Okinawa de norte a 

sul, visitando os principais locais hist6ricos, artes e culturas 

tradicionais da ilha, preserva<;ao do meio ambiente, alem 

de diversas atividades com o obj etivo de fazer a integra9ao 

dos grupos procedentes de diversos paises. 

No inicio, os j6vens encontrando pela primeira vez, estavam 

reticentes ,  mas como diz o uchinanchu " ichariba choode" 

logo tomaram-se amigos, e mais do que isso, pareciam velhos 

conhecidos, gra9as tambem com as diversas brincadeiras 

descontraidas programadas pelos organizadores do evento. 

Foi a minha segunda visita a Okinawa, mas parecia ser 

a primeira, sentindo me j ovem no meio de adolescentes e, 

como eles,  foi uma viagem onde aprendi muito . Esse tipo 

de intercambio e sem duvida, a melhor maneira de formar 

futuros lideres e a melhor maneira de estreitar os la<;os dos 

uchinanchus de todos os paises .  

Tenho certeza que os  esses j ovens que nao conheciam 

Okinawa, voltaram a seus paises de origem, com orgulho de 

serem descendentes de uchinanchus, com muito mais interesse 

na cultura okinawana e principalmente com vontade de voltar 

novamente a aquela ilha. 

E como se t ives se  p lantado uma semente de espirito 

uchinanchu no cora<;ao de cada jovem estrangeiro que esteve 

participando. Cabe agora, aos pais, as associa⑳es okinawanas 

de cada pais, cuidar, orientar, e convidar a participar nos 

eventos promovidos pelas entidades,  para que a semente 

germine e que deem bons frutos para atingir o obj etivo 

desse intercambio. 

Se os j ovens que estiveram em Okinawa participando no 
JST, ao voltarem a seus paises, nao participarem nas atividades 
das associa⑳es,  desligando totalmente da comunidade 
okinawana, aquela semente nao gem血叫 e conseqiientemente 
nao havera frutos .  

Agrade<;o a Diretoria da AOKB por ter me indicado para 

representかlo e poder participar no JST 2009 e fa<;o convite 
aos participantes desse intercambio, inclusive dos anos anteriores, 
para participar nos eventos da AOKB /CCOB . Agrade<;o 

tambem o govemo de Okinawa por essa iniciativa digna de 

louvor e que continue promovendo esse tipo de encontro que 

com certeza estara fortalecendo os lac;os de amizade entre os 

okinawanos do mundo todo. Vamos fazer germinar a semente, 

tratando com carinho, regando, adubando para que possamos 

colher bons frutos .  
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弘 中 山城 ルイ ス フ ェ ルナ ン ド
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
HIRONAKA YAMAGUSUKU LUIS FERNANDO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2 2 歳 3 世· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ペルー共和国 Republic of Peru - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ペルー沖縄県人会

2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

ま ず初 め に 、 沖縄県及び同 県交流推進課 に こ の 度 の
2009年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 交流プ ロ グ ラ ム の ペ

ルー参加者の 引 率者 と し て参加 さ せて頂い た こ と に深
く 感謝を 申 し 上 げ ま す。

J S T ツ ア ー に 参加 し て か ら 7年、 沖縄県 に 戻 る 機
会が訪れま し た。 し か し 、 今 回 は私 の 親愛 な る ペルー

沖縄県人会 を 代表す る 青年 た ち の 引 率者 と し て です。
2002年 に 参加 し た と き に は お じ い ち ゃ ん お ば あ ち ゃ
ん が 生 ま れ 育 っ た 島 の 文化 、 伝 統 な ど の 多 く の こ と
を学びま し た。 ま た 、 当 時で き た友達 と も 今 で も 連絡
を 取 り 合 っ て る こ と か ら 、 世界の ウ チナ ン チ ュ ー ネ ッ
ト ワ ー ク 維持 と い う こ の プ ロ グ ラ ム の 目 的 の 一 つ が 達

成 で き て い ま す。 だ か ら こ の 引 率者 と し て の新た な挑
戦 を 手放すわ け に はい き ま せ ん で し た。 ま た 、 初参加
し た と き に初 め て 日 本 と い う 国 を知 る こ と が で き ま し
た。

ハ ル ユ キ 君 と キ オ ミ さ ん の 引 率 者 と し て 任命 さ
れ た あ と は 、 沖 縄 県 で 披 露 す る 演 目 「La Mar inera 
Nortena」 （多種多様 に 亘 る 中 か ら 一 つ） の 練 習 を 始 め
ま し た。 ペルーや 当 県人会 につ い て も 調べ始 め 、 顧 問
の 方 々 と 話 し合い の 場 を 持つ こ と が で き 当 県人会 に つ
い て 学び、 当 国 で の 沖縄文化維持 の た め の役割 に つ い
て も 理解す る こ と が で き ま し た 。

3 ヶ 月 の 準備期 間 を 終 え 、 目 標 に 達 し た あ と 、 待 ち
に待 っ た飛行機 に 乗 り 込み23時間 く ら い の旅 を経て に
沖縄県 に着 き 、 そ のす ば ら し さ を 改 め て満喫す る こ と
に な っ た の です。

私 は J S T が入念 に計画 さ れ、 かつ決 め ら れた 目 標
を成 し遂げて い る プ ロ グ ラ ム で あ る と 思い ま す。 プ ロ
グ ラ ム 内 に 様 々 な 国 々 か ら 参加 し て い た 県 民子弟 の
青年た ち に 沖縄の 文化及び伝統 を 体験 さ せ る こ と で知
り 、 学ぶ機会 を 与 え て い る か ら な の です。 こ の こ と が 、
同 プ ロ グ ラ ム に参加 し て い る 県民子弟 の 新 し い世代の
人 た ち と 本県 と の 有能 な 交流 を 生み 出 し 、 維持す る 方
法 に も な る の です。

今年の参加者は 、 今 ま で に参加 し た 人 た ち と 同様 に 、
人生忘れ ら れな い体験 を し 、 ウ チナ ン チ ュ ー と い う 言

葉 に 対す る 見方が変わ り 、 今 な ら 沖縄出身が ど う い う
こ と な の かが 更 に理解で き た の で は な い の か と 思い ま
す。

沖縄文化 を維持 し続 け る た め に 日 々 新 し い世代の 人
た ち と 共 に 活動 を し 、 年少及び青年た ち に 三味線、 太
鼓及びエイ サ ー を 学ぶ典味 を植 え付 け て き ま し た。

青年た ち に J S T に参加 で き 、 沖縄文化 を 知 る 機会
を 与 え て く れ る 沖縄県 に 改 め て感謝致 し ま す。

最後 に な り ま す が 、 信頼を し キ オ ミ さ ん と ハルユ キ
君 の 引 率者 と し て指名 し て く れた ペルー 沖縄県人会 に
感謝 を す る と と も に 、 間違い な く いい経験 をす る 青年
参加者の た め こ の事業の 更 な る 発展 を 目 指す沖縄県及
び 同 県 交流推進課 に感謝の 意 を 述 べ さ せて 頂 き ま す。
ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム に対す る 参加者た ち が 見せ て く
れたや る 気 と み な さ ん と 分か ち 合 っ た す ば ら し い時間
に 対 し感謝 を 申 し 上 げ ま す。 ど う も あ り が と う ご ざい
ま し た。

- 77 -



ナ カ ソ ネ ソ ニ ア マ リ ア
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
NAKASONE SONIA MARIA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
5 0 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
キューバ共和国 Republica de Cuba - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
キ ュ ー バ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2009

私 は ウ チナ ー ンチ ュ で あ る こ と を いつ も 誇 ら し く 思
っ て い ま す。 父 親 は 時 間 が 空 い て い る 時 に 島 の音楽、
お菓子や料理の レ シ ヒ゜ 、 習慣 踊 り な ど を 私 と 姉妹 に
も 教 え て く れ ま し た。

家 で 床 に 座 り 、 歌 の 意 味 は 分 か ら な か っ た け れ ど
も 、 三線 を使 っ て の母国語での 昔話や踊 り な ど に 、 驚
い て 笑い な が ら 楽 し ん で い る 様子が記憶に刻 ま れ て い
ま す。 ですの で 、 い つ の 日 か、 キ ュ ー バヘ渡 る た め に
離れ な けれ ば な ら な か っ た 私 の 父 の 生 ま れ故郷 で あ る
沖縄を訪ね、 父 の遺骨 の 一 部が納 め て あ る 仏壇 の あ る
実家で、 父 を 見送 り ず っ と 祈 り を捧 げた親戚 に会 う こ
と を 心 の 中 で期待 し て い ま し た。 し か し 、 私 の よ う な
キ ュ ー バ 人 に と っ て は 、 そ れ は結局 た だ の 幻 覚 で あ り 、
こ の夢 を 叶 え る こ と は大分難 し い こ こ と だ と 思 っ て い
ま し た。

し か し な が ら 沖縄県主催 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー

の よ う な 、 人道的 かつ感激的 な プ ロ グ ラ ム の お陰で私
の も う 一 方の魂の片割れ と 出会 え た し 、 遥か故郷 を想
う 父親への約束を果たせま し た。

こ の J S T は 私 に と っ て は祖先 の残 し た 文化 を誇 る
私 の よ う に 、 ニ ュ ージー ラ ン ドや米 国 な ど遠 い と こ ろ
に 住 ん で仕事 を し 、 夢 を み て い る 沖縄人 と の 出会 い も
と て も 大事 な 体験で し た。 沖縄で安里屋ユ ン タ を 聞 い
て と て も 感動 し ま し た。 こ の美 し い 曲 は 、 父親が 故郷
を 離れ ざ る を得な か っ た こ と に よ り ホ ー ム シ ッ ク や憂
鬱 な 気分 に な っ て し ま っ た 時 に よ く 歌 っ て い ま し た。
若い参加者が み ん な仲 良 く エ イ サ ー を 踊 っ て い る の を
見 て 、 涙 が で る ほ ど感動 し ま し た。 決 し て 忘れ る こ と
は な い で し ょ う 。

J S T 期 間 中 、 沖縄で花、 植物、 景色、 空 、 海 な ど 、
私 の 母国 と 同 じ ぐ ら い言葉に表せ な い美 し い 自 然に恵
ま れた こ と と 、 馬鹿げた事で起 き た 戦争で破壊 さ れた
沖縄 を復元 さ せた 沖縄人 の 勤勉 さ に驚 き ま し た。

何 よ り も 、 沖縄で の 滞在 を き っ か け に 父親側 の 家族
と 出 会 う こ と が で き 、 （ も し か し た ら 最初 で 最後 の チ
ャ ン ス か も し れ ま せ ん ） 、 言 葉 で は 表 現 で き な い ほ ど
楽 し い 時 間 を 過 ごせ ま し た。 ま た キ ュ ー バ 沖 縄移民
1 0 0 周 年記念 を き っ か け に 、 キ ュ ーバ の 家で も て な

し た友達 と 再会 で き ま し た が 、 彼 ら は私 を 暖か く 優 し
く 迎 え て く だ さ い ま し た。 書 き 漏れ の 心配 も あ り ま す
か ら 、 こ こ でみ ん な の名 前 を 挙 げ る こ と は控 え ま す。

最後 に 、 こ の 故郷への旅 を 実現 し て 下 さ っ た皆様 に
お 礼 の 気持 ち を お伝 え し ま す。 こ の 素 晴 ら し いJSTプ
ロ グ ラ ム を 企 画 し 、 複雑 な 手続 き を 手伝 っ て 下 さ っ
た 、 お忙 し い 中 、 時間 を 気 にせず に 空港ま で迎 え に き
て 下 さ っ た方 々 、 暖 か く 私 を も て な し て 下 さ っ た 沖縄
の 方 々 、 ツ ア ー に 一緒 に 参加 し て 下 さ っ た 方々 、 そ し
て 、 様 々 な 不安や妨 げが あ っ た と 思い ま すが 、 私 の 家
族や親戚 に も 本 当 に感謝の気持 ち で い つ ばい です。

Junior Study Tour 2009 

Siempre me he sentido orgullosa de mi herencia okinawense. 

Mi padre se ocupaba, cada vez que tenia un momento libre 

de sus multiples tareas y responsabilidades, de ensefiarnos 

a mis hermanas y a mi, canciones de las islas,  recetas de 

cocina y de dukes, costumbres y bailes locales .  Todavia 

nosotras recordamos c6mo de nifias, sentadas en el piso de 

nuestra casa, riendonos, y a la vez maravilladas, disfruぽbamos

de las historias que nos contaba, de sus bailes y de sus canciones 

en su lengua natal, que nosotros no podiamos entender, 

acompaiiado de su sanshin. Por todo ello, tenia una secreta 

esperanza de que algun dia yo pudiera vis itar el terrufio de 

mi padre, la casa donde naci6, y que abandon6 para marcharse 

a Cuba; y el altar donde descansan parte de sus restos ;  y 

conocer a la otra parte de la familia que un dia lo despidi6, y 

que siempre mantuvo vivo su recuerdo. Pero para una cubana 

como yo, era muy dificil que ese suefio (porque en un final, 

para mi todo no era mas que una ilusi6n) pudiera hacerse 

realidad en algun momento. 

Sin embargo, y gracias a la existencia de una obra tan humana 

y a la vez tan emotiva como el JST Junior Study Tour Program 

de la Prefectura de Okinawa, pude reencontrarme con la otra 

mitad de mi alma, y finalmente saldar una deuda afectiva 

con la memoria de de mi padre, de quien conservo tan hellos 

momentos cuando el evocaba su tierra tan distante. 

Pero el JST represent6 para mi otra faceta igualmente 

intensa: el encuentro con okinawenses como yo que viven, 
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trabaj an y suefian en lugares tan di stantes como Nueva 

Zelandia y los Estados Unidos, y que, al igual que yo, viven 

orgullosos de su herencia cultural. Fue muy emocionante oir 

en Okinawa "Asadoda yunta" :  la tan bella canci6n que mi padre 

cantaba cuando le ganaba la melancolia y la nostalgia por lo 

que habia tenido que renunciar. Tambien me emocione 

hasta las lagrimas cuando vi a los j6venes bailando juntos, 

en perfecta armonia, el "eisa" . Nunca lo olvidare. 

Pero tambien mi estancia en Okinawa como parte del JST 

Program me permiti6 admirar las indescriptibles bellezas 

naturales de una tierra bendecida como la mia: sus flores, su 

vegetaci6n, sus paisajes, su cielo, su mar; y admirar igualmente 

la laboriosidad de los okinawenses en reconstruir una tierra 

arrasada por la insensatez de la guerra, para hacerla aun mas 

bella. 

Y por si fuera poco, mi presencia en Okinawa hizo posible 

que me encontrara (tal vez por unica vez) con toda la familia 

de mi padre que a血 vive alli, y con la que comparti momentos 

indescriptibles, que no alcanzo a expresar con palabras. 

Mi estancia en Okinawa tambien me sirvi6 para reencontrarme 

con amigos a los que agasaje  en mi hogar con motivo de 

las celebraciones de los primeros I 00 afios de la presencia 

okinawense en Cuba, en el 2007, y que alla me colmaron 

de amor, carifio y bendiciones .  Nombrarlos a todos seria 

un ejercicio imposible para mi, y ademas, temo cometer el 

pecado del olvido, o la involuntaria exclusion, y ese no es 

mi prop6sito . 

A todos los que hicieron posible este viaje mio a mis origenes, 

los que me ayudaron en todos los pasos de un dilatado y a la 

vez complejo  tramite ; a los que estaban esperandome en el 

aeropuerto a mi llegada, sin importar hora ni momento u 

ocupaciones; a los que me brindaron su casa y su calor; a los 

que me cuidaron y estuvieron atentos a cada uno de los mil 

detalles que puede significar la presencia de un cubanchu en 

Okinawa; a todos los que lograron esta maravilla del JST, y 

la convivencia  de tantas personas b�enas bajo  un mismo 

techo, a pesar de las tensiones y los obstaculos de todo tipo 

que una empresa tan bella y altruista como esta puede encontrar; 

a mi familia, a mis seres queridos, a Okinawa; a todos; mis 

mas profundas y sinceras gracias. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想 と 今後 の 交流の

継続について

ツ ア ー を 無事 に 終 え て 一先ず安心 し て お り ま す。 今

回 、 初 め て 引 率者 と し て ツ ア ー に 参加 さ せ て も ら い 、

沖縄県 内 と 海外の 学生、 引 率者や県庁職員 を始 め企画

担 当 者が 一緒に行動 を 共 に し 、 本 当 に意味の あ る 経験

を 、 さ せて も ら い ま し た。

移住地 出発前 に 引 率者の 情報不足で一 時は ど う な る

か と 思い ま し た が 、 成 田 到着後、 海外の 学生達 と 無事

合流 し沖縄へ と 向 かい ま し た。 沖縄に到着す る と 関係

者各位や家族 の 出 迎 え が あ り 、 皆 さ ん長 い旅 の疲れ も

忘れ親類 と の 再会 を 喜ん でい ま し た。

ツ ア ー 開 始 当 初 は 、 県 内 と 海外 の 生徒が 中 々 打 ち解

け な く て 、 中 に は孤立す る 子 も あ り ま し た が 、 最終 日

に は全生徒 が 一つ に な り 別れ を 惜 し む ま で の 中 に な り

ま し た。 今 回一番感 じ た事は、 言葉、 習慣が かわ っ た

学生た ち が短い時間で打 ち 解 け合い、 別れを惜 しむ姿

を 見 て感動 を 受 け ま し た。

初 日 に 県庁 を訪れて副知事や県職員 にお会い し て激

励 を 頂 き 皆 さ ん嬉 し く 感 じ た と 思い ま す。 で き れ ば も

う 少 し 時間 を 、 頂 き 意見 の 交換会 が で き れ ば 良 かっ た

の で は な か っ た か と 思 い ま し た。 万 国 津納 会館 に て

世紀の 皆既月 食 を 見 る こ と が で き 大変感動 い た し ま し

た 、 特に海外の学生 は故郷の地で見 る こ と が で き 良 い

思い 出 に な っ た の で は な い で し ょ う か。 海洋博記念公

園 の水族館で は沖縄に生息す る 多 く の 生物や珍 し い生

物 を 間 近 に 見 る こ と が 出来 ま し た が 、 時間 の都合 も あ

り ゆ っ く り 、 観察す る こ と が 出 来 な く て残念で し た。

そ の 後 の 海水浴 で は 皆 さ ん、 は し ゃ い で 楽 し ん で

各 々 に 自 由 に過 ご し て お り ま し た。

宿泊 に は 山 の 高台 に あ る 見晴 ら し の 良 い ホ テ ルで畳

部屋 に寝 、 大浴場で も 疲れ を取 る こ と も 出 来ま し た が 、

沖縄の 生徒 は と も か く 、 海外の生徒 の 中 に は 、 初 め て
の体験 の 生徒 も い て 、 日 本の習慣 を 体験で き 良 い経験
に な り ま し た 。

琉球の史跡を巡 り 、 私た ち の祖先が どの よ う に して こ
の小 さ な島 を世界に通 じ る 歴史を築いて き たか、 た ど る
事がで き た ま した。 歴史を探っ てい く う ち に 、 伝統芸能
のすば ら し さ を知 る こ と が 出来き 誇 り に思い ま した。

平和記念学習 で は 、 沖縄戦の凄ま じ さ を 体験談や資

料を通 し て勉強 さ せて い た だ き ま し た。 特に私は米国

よ り 学生 を 引 率 し て き 、 そ の 生徒た ち に は 、 特に意味

あ る も の で は な か っ た か と 思い ま す。 中 に は軍人の家

族 を持つ者 も お り 何かを考え さ せ ら れた の で は な い だ

ろ う か ？ 沖縄は 日 米間 だ け で は な く 世界 に平和 の 尊

さ を訴 え て い る よ う に思い ま す。

最終 日 の移民 に つ い て の話 し合い で は 、 各学生や私

た ち 引 率者 に と っ て 自 分のJレー ツ を 見直す こ と が で き

た事 と 思い ま す。 小 さ な 島 か ら 世界各地 に夢を追い か

け 移住 し て い っ た 先 人 た ち の 苦 労や後 の 成 功 を 見 直

し 、 今 の 自 分 を 見 直す こ と が 出 来ま し た。 ー 自 分 自 身 も

先人た ち の よ う に 、 夢 を追い渡米 し 、 沖縄 を思い な が

ら 今 日 に 至 っ て 降 り ま す。 沖縄の外か ら 見直す と 良 い

と こ ろ が鮮明 に 見 出す事が で き 、 故郷 を大事に思 え る

よ う に な り ま し た。

ツ ア ー を 通 じ 終結 と し て 参加者全員 で祭 り 太鼓 を 演

舞 し た こ と は世界の ウ チナ ン チ ュ ー が 一つ に な っ た証

で は な い で し ょ う か。

今 回 の 体験 に お い て 短い期 間 で は あ り ま し た が 、 琉

球、 沖縄 を少 し で も 知 り 理解 さ れた こ と は 、 将来生 き

て い く 上で貴重な 体験 に な っ た の で は な い だ ろ う か ？

ど こ で住み育 と う と 自 分の血筋の誇 り を 忘れずに頑張

っ て い け る の で は な い だ ろ う か。

米 国 で も そ う ですが 、 ど こ に行 っ て も 沖縄の人達の

結束は他 の地域の 人達に比ベ一層 強 く 、 県人会の力 と

言 う も の は、 はか り 知れ な い と 思い ま す。

今後、 沖縄の子弟 た ち が活躍 し て い く 上で、 沖縄県

民 と の 関 わ り は と て も 大事な事で は な い で し ょ う か ？

今後、 こ の よ う な 交流な ど は 、 やは り 海外県人会の役

割 が 大変重要で は な い か と 思い ま す。 県庁 を は じ め 沖

縄関係各位が 県人会や県関係 団体 と 緊密 に し て い く こ

と で、 今後 の発展 に結びつ く も の と 思い ま す。

最後 に こ の機会 を く だ さ っ た 、 沖縄県民 を は じ め 関

係者各位の方々 に 心 よ り 、

お礼 申 し上げま た今後 も こ の よ う な企画が 多 く 出 来

き 、 世界の ウ チナ ー ン チ ュ ー の 交流が盛ん に な り 社会

に貢献で き る 人材の育成 につながれば良い と 思い ま す。

又 いつか何 ら かの機会 で皆 さ ん に お会い で き る 事 を

願 っ て 降 り ま す。

- 80 -



資 料 編





1 受 入 実 績
―- | 

( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の国別内訳 【 （ ） はその う ち 引 率者の 人数】

国］口~~~〗
H 1 3  

（りチナーン和大会）
ボ リ ビ ア 5 ( 1 ) 
ブ ラ ジ ル 7 ( 1 ) 
" （カ ンポ グ ラ ンデ） 3 ( 1 ) 
ア ル ゼ ン チ ン 5 ( 1 ) 
ペ ル ． 5 ( 1 ) 
ベ ネ ズ エ ラ 2 ( 1 ) 
メ キ シ コ 3 ( 1 ) 
キ ユ バ ゜

フ ラ ン ス 2 ( 1 ) 
イ ギ リ ス 2 ( 1 ) 
ド イ ツ 2 ( 1 ) 
米 国 （ハ ワ イ ） ゜

” （グ ア ム） 1 
” （本 土） 20  (4) 

力 ナ ダ 6 (2) 
フ ィ リ ピ ン 4 ( 1 ) 
シ ン ガ ポ ー ル ゜

マ レ ー シ ア ゜

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ゜

計 67 ( 1 7) 

( 2 ) 海外参加者内訳
世 代 別

国］口~~~:
H l 3  

（りチナーン和大会）
1 世 ゜

2 世 26 
3 世 2 1  
4 世 3 
5 世 ゜

計 50 

男 女 別

国]/~~～〗
H 1 3  

（りチナーン和大会）
男子 30 
女子 20 
合計 50 

( 3 ) 県 内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別

国]:~~~::
H 1 3  

（りチナーン和大会）
小学生 ， 
中学生 24 

高校生 1 7  
計 50 

男 女 別

国]:~~～〗:
H 1 3  

（りチナーン和大会）
男 子 1 5  
女子 35 
合 計 50 

H 14  

2 
3 ( 1 ) 

1 
3 ( 1 ) 
3 ( 1 ) 
゜

゜

2 ( 1 ) 
゜

゜

゜

2 
゜

6 (2) 
2 ( 1 ) 
3 ( 1 ) 
2 ( 1 ) 
゜

゜

29 (9) 

H 1 4 

゜

5 
8 
7 
゜

20 

H 1 4  

， 

1 1  
20 

H 1 4  

゜

1 3  
1 1  
24 

H 1 4 

6 
1 8  
24 

H 1 5  H 1 6  H 1 7  H l 8  
（りチナーl和大会）

3 ( 1 ) 2 2 5 ( 1 ) 
2 3 ( 1 )  3 ( 1 ) 5 ( 1 ) 

2 ( 1 ) 1 1 2 
2 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 3 

3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 4 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 1 
2 ( 1 ) 2 ( 1 ) ゜ 2 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 2 ( 1 ) 2 
゜ ゜ ゜ ゜

3 ( 1 ) 1 ゜ 1 
2 ( 1 ) ゜ ゜ ゜

5 (2) 5 ( 1 ) 6 ( 1 ) 1 1  (2) 
1 1 1 2 

3 ( 1 ) 1 1 1 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜

28 (9) 22  (5) 22  (5) 40 (6) 

H l 5  H 1 6  H 1 7  H 1 8 
（りチナーン和大会）

゜ 1 2 1 
6 6 3 1 4  
1 0  8 ， 1 3  
3 2 3 5 
゜ ゜ ゜ 1 
1 9  1 7  1 7  34 

H 1 5  H 1 6  H 1 7  H 1 8  
（りチナ—l和大会）

5 7 6 1 5  
1 4  1 0  1 1  ） 1 9  
1 9  1 7  1 7  34 

H 1 5  H 1 6  H 1 7  H 1 8  
（りチナーン和大会）

゜ ゜ ゜ ゜

7 5 4 1 1  
1 8  1 5  1 5  22  
25  20 1 9  33 

H 1 5 H 1 6  H 1 7  H 1 8  
（りチナー；和大会）

4 4 5 7 
2 1  1 6  1 4  2 6  
25  20 1 9  33  

- 8 1 -

H 1 9  H20 H2 1 計

3 ( 1 ) 1 1 24 (4) 
3 ( I )  3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 32 (8) 

1 1 1 1 3  (2) 
2 3 ( 1 ) 2 26 (5) 

3 ( 1 ) 1 3 ( 1 ) 28 (8) 
゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 
゜ ゜ 1 5 ( 1 ) 
゜ 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 1 2  (6) 
゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ 6 (2) 
1 ゜ ゜ 3 ( 1 ) 
゜ 1 1 9 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ 3 ( 1 ) 

6 ( 1 ) 4 ( 1 ) 6 ( 1 ) 69 ( 1 5) 
1 1 1 1 6  (3) 
1 ゜ ゜ 1 4  (3) 
゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 
゜ 1 ゜ 2 (0) 
゜ 1 ( 1 ) 1 2 ( 1 ) 

2 1  (4) 1 9  (5) 22 (4) 270  (64) 

H 1 9 H20 H2 1 計

゜ 1 ゜ 5 
5 2 5 72  
8 5 8 90 
4 7 5 3 9  
゜ ゜ ゜ 1 
1 7  1 5  1 8  207 

H 1 9  H20 H2 1 計

6 4 6 88 
1 1  1 1  1 2  1 1 9 
1 7  1 5  1 8  207 

H 1 9  H20 H2 1 計

゜ ゜ ゜ ， 
4 4 5 77 
1 3  1 1  1 3  1 35 
1 7  1 5  1 8  2 2 1  

H 1 9  H20 H2 1 計

3 3 4 5 1  
1 4  1 2  1 4  1 70 
1 7  1 5  1 8  2 2 1  



I 平成21 年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 山 城 金 太 郎 KINT ARO YAMASHIRO 1 4  男 伊江中学校

2 小 那 覇 祐 希 YUKI ONAHA 1 2  女 古蔵中学校

3 神 里 阿 侑 香 A YUKA KAMIZA TO 14 女 南西中学校

4 仲 村 デー ニ ー DANNY NAKAMURA 1 3  男 名 護中学校

5 新 里 陽 菜子 HIN AKO SHINZA TO 1 2  女 伊波中学校

6 慎 榮 城 駿 SHUN MAESHIRO 1 7  男 真和志高校

7 新 崎 仁 雄 JINYU ARASAKI 1 7  男 沖縄尚学高校

8 花 澤 千 裕 CHIHIRO HANAZAWA 1 7  女 伊良部高校

， 玉 城 瑠 璃 RURI TAMASHIRO 1 7  女 糸満高校

1 0  徳 本 り さ RISA TOKUMOTO 1 7  女 那覇商業高校

1 1 玉 城 理 沙 RISA TAMAKI 1 7  女 首里高校

1 2  名 嘉真 美 咲 MISAKI NAKAMA 1 8  女 浦添高校

1 3  宮 平 優 想 YU MIYAHIRA 1 7  女 那覇商業高校

14  安 里 久美子 KUMIKO ASA TO 1 6  女 西原高校

1 5  新 垣 玲 央菜 REONA ARAKAKI 1 6  女 中部商業高校

1 6  仲 里 な つ き NA TSUKI NAKAZA TO 1 5  女 陽 明高校

1 7  普 天間 友 美 TOMOMI FUTENMA 1 6  女 首里東高校

1 8  ブー ス ク リ 渦理奈 MARINA BOUSCKRI 1 5  女 沖縄尚学高校
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海外参加者名簿

氏 名

1 
仲宗根 グス タ ヴ ォ 学

NAKASONE GUSUT A VO MANABU 

2 
翁長 セ ー リ ア 美和

ONAGA CELIA MIW A 

3 
安 中 安慶名 レ シ チ ア ア ケ ミ

YASUNAKA AGUENA LETICIA AKEMI 

4 
小池 エ ド ア ル ド 直 征

KOIKE EDUARDO ERNESTO 

5 
仲宗根 ＿ コ フ ス 啓

NAKASONE NICOLAS CRISTIAN 

6 
中 村 利沙

RISA NAKAMURA 

7 
宮城 仲本 治至 デ ィ エ ゴ

MIYAGUSUKU NAKAMOTO HARUYUKI DIEGO 

8 
安座間 平良 キ オ ミ ク ラ ウ デ ィ ア
AZAMA TAIRA KIOMI CLAUDIA 

， 
エ ス プ フ ロ サ ノ 仲程

ESTELA LOZANO NAKAHODO 

1 0  
ウ エ ンデ ィ ロ イ ス タ マ キ

WENDY LOYS T AMAKI 

1 1  
座喜味 ケ リ ア ン キ ミ コ

ZAKIMI KELLI ANN KIMIKO 
新妬 有紀

1 2  
YUKI SHINGAKI 

力 プ イ ア ヒ ミ コ リ ベ ラ
1 3 

RIVERA KA TIY A 
真喜志 直美

14 
NAOMI MAKISHI 

ルー ク マ イ ケ ル ラ イ ル
1 5  

LUKE MICHAEL RYLE 
ジ ェ シ カ ダ エル ブ ラ ッ ク

1 6  
BLACK JESSICA DANIELLE 

1 7  
親川 愛

AI OYAKAWA 

1 8  
レ カ イ ユ ユキ ア ン ド レ ア
LECAILLE YUKI ANDREA 

海外引 率者名 簿

氏 名

1 
与儀 哲雄

―

YOGUI TETSUI 

2 
弘 中 山城 ルイ ス フ ェ ルナ ン ド

HIRONAKA Y AMAGUSUKU LUIS FERNANDO 

3 
ナ カ ソ ネ ソ ア マ リ ア

NAKASONE SONIA MARIA 

4 
米 盛 克之

KA TSUYUKI YONEMORI 

年令 性月IJ 世代 国 名 県 人 会 名

1 7  男 2 世
プ ラ ジル沖縄県人会

1 6  女 3 世 ブ ラ ジル

1 5  女 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

1 7  男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

1 8  男 2 世

14 女 3 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

1 7  男 4 世
ペル ー ペルー沖縄県人会

14 女 3 世

14  女 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会

1 8  女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

1 7  女 4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

1 7  男 2 世 北米沖縄県人会

15  女 2 世 ジ ョ ー ジ ア 琉球郷友会
ア メ リ カ

1 5  女 2 世 ワ シ ン ト ン DC 沖縄会

1 7  男 3 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人会

1 6  女 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会 （が じ ゅ ま る会）

1 6  女 3 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会

1 8  女 4 世 ニ ュ ーカ レ ドニア ニ ュ ー カ レ ド ニ ア沖縄 日 系 人会

年齢 性別 世代 国 名 県人会等名

69 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

22 男 3 世 ペルー ペルー沖縄県人会

50 女 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

37 男 1 世 ア メ リ カ ジ ョ ー ジ ア 琉球郷友会
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I 平成20年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 里 明 衣子 MIY AZA TO MEIKO 14  女 伊江中学校

2 下 門 楓 SHIMOJO KAEDE 1 3  女 潮平中学校

3 福 里 那 央 FUKUZA TO NAO 14  男 高江洲 中 学校

4 豊 里 源 TOYOZA TO GEN 1 3  男 那覇 中学校

5 豊 永 優 姫 TOYONAGA YUKI 1 7  女 コ ザ高等学校

6 新 垣 美 樹 ARAKAKI MIKI 1 7  女 開邦高等学校

7 酒 井 知 奈 SAKAI CHINA 1 6  女 那覇高等学校

8 村 田 ゆ う こ MURATA YUKO 1 5  女 那覇西高等学校

， 花 城 亜紀子 HANASHIRO AKIKO 1 6  女 那覇西高等学校

1 0  玉那覇 祐利香 TAMANAHA YURIKA 1 7  女 西原高等学校

1 1  宜 保 有 樹 GIBO YUKI 1 7  男 中 部農林高等学校

1 2  池 村 愛 美 IKEMURA AIMI 1 6  女 豊見城高等学校

1 3  友 利 麻 羽 TOMORI MAU 1 6  女 首里東高等学校

14  新 城 祥 子 ARASHIRO SHOKO 1 7  女 八重 山高等学校

1 5  兼 城 凛 子 KANESHIRO RIKO 1 6  女 首里高等学校
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平成20年度 海外参加 者 名 簿

海外参加者名 簿
名 年令 性月lJ 世代 国 名 県 人 会 名

1 
天久 レ フ 阿 弓

AMEKU LENIRA A YUMI 
1 5  女 2 世

2 
与那嶺 モ ＿ 力 多美

プ ラ ジル沖縄県人会

YONAMINE MONICA TAMMY 
1 5  女 3 世 ブ ラ ジル

中 馬 渡慶次 カ ー レ ン
3 

TIGUMAN TOKESHI KAREN 
1 8  女 4 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

4 
名 城 エ ベ リ ン マルセ フ

NASHIRO EVELYN MARCELA 
1 7  女 3 世

5 
饒平名 さ ゆ り

ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

YOHENA SA YURI 
1 8  女 3 世

6 
安座間 上地 力 丁 リ ネ 直未

AZAMA UECHI KA THERINE NAOMI 
1 6  女 4 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

8 
島袋 里菜

SHIMABUKURO RINA 
14  女 3 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

， 
ガル シ ア ウ エ マ ダ エル
GARCIA UYEMA DANIEL 

1 5  男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

1 0  
森部 マ シ 美幸

MORIBE MARCIE MIYUKI 
1 5  女 4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

上運天 ク リ ス 丁 イ ー ナ ア イ
1 1  

UEUNTEN CHRISTINA AI 
1 7  女 4 世 サ ン フ ラ ン シ ス コ 沖縄県人会

ウ ィ レ ッ ト ザ ッ ク リ ー ア メ リ カ
1 2  

WILLETT ZACHARY 
1 3 男 2 世 ワ シ ン ト ン 州 沖縄県 人 ク ラ ブ

1 3 
チ ョ ア レ ク サ ン ダー デ ィ ヂ ン

CHO ALEXANDER DAE JIN 
1 6  男 3 世 沖米沖縄県人会

1 5  
山城 清光昭 ブ レ ッ ト

YAMASHIRO BRETT ALEXANDER 
1 6  男 4 世 カ ナ ダ カ ルガ リ ー オ キ ナ ワ ン ク ラ ブ

1 6  
福里 友理

FUKUZA TO YURI 
1 5  女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

1 7  
ヴォ

ー

ティ シ ゼ） キ モルガン フ ァ ビエラ テレ ズ

VONITIHSI-ZENOKI MORGANE F ABIELLA THERESE 
1 9 女 4 世 ニ ュ ー カ レ ドニア ニ ュ ー カ レ ド ニ ア沖縄 日 系 人会

海外引 率者名簿
名 年齢 性別 世代 国 名 県人会等名

1 
垣花 輝明

KAKINOHANA KIMEI 
67 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

2 
大城 デ ィ エ ゴ セ バ ス プ イ ア ン

OSHIRO DIEGO SEBASTIAN 
2 1  男 3 世 ア ルゼ ン チ ン ボ リ ビ ア 沖縄県人会

3 
サ ン チ ェ ス タ マ キ ロ ベル ト

SANCHEZ T AMAKI ROBERTO 
44 男 3 世 キ ュ ー バ ペルー 沖縄県人会

4 
稲福 紀子

INAFUKU NORIKO 
24 女 1 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

5 
小 出 友視

I/ I/ KOIDE TOMOMI 
女 ニ ュ ー カ レ ドニア 沖縄ニ ュ ー カ レ ド ニア友好協会
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1 平成1 9年度 県 内 参加 者 名 簿 I 

県 内 参加者名簿
氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 粟 國 志 帆 AGUNI SHIHO 14  女 真和志 中 学校

2 金 城 華奈 子 KINJO KANAKO 1 3  女 潮 平 中 学校

3 宮 城 玲 奈 MIYAGI RENA 1 3  女 美里 中 学校

4 安 里 巽 ASA TO TA TSUMI 1 4  女 与那原 中 学校

5 玉 城 美耶 子 TAMAKI MIY AKO 1 6  女 那覇西高等学校

6 上 間 瑞 樹 UEMA MIZUKI 1 7  女 開 邦 高等学校

7 与 那 覇 智 都 YONAHA CHISATO 1 6  女 開 邦 高等学校

8 瑞慶 山 美 咲 ZUKEY AMA MISAKI 1 7  女 コ ザ高等学校

， 宮 城 聖 乃 MIYAGI SYONO 1 5  女 コ ザ高等学校

1 0  狩 俣 友 恵 KARIMA TA TOMOE 1 7  女 宮古高等学校

1 1 上 原 善 男 UEHARA YOSHIO 2 1  男 南部工業高等学校

1 2  宮 城 和 哉 MIYAGI KAZUYA 1 8  男 西原高等学校

1 3  J I  I 満 大 祐 KAWAMITSU DAISUKE 1 7  男 西原高等学校

1 4  岸 本 り い ま KISHIMOTO RIIMA 1 6  女 宜野湾高等学校

1 5  許 田 侑 加 KYODA YUKA 1 8  女 興南高等学校

1 6  源 河 花 乃 子 GENKA KANOKO 1 7  女 首里高等学校

1 7  宇 座 愛 希 UZA AIKI 1 5  女 浦添高等学校
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海外参加者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3 

14 

15  

16  

1 7  

氏 名
宮里 賢征

MIYAZATO UETA MAURY MASSAYUKI 
上江洲 小百合 シル ビ ア
UESU SIL VIA SA YURI 

ヴ ィ ヴ ィ ア ネ ユ ミ ハ フ サキ
VIVIANA YUMI HARASAKI 

新城 パ ブ ロ ア リ エル
PABLO ARIEL ARAGUSUKU 

仲宗根 ゆ か り
YUKARI NAKASONE 

真栄城 仲宗根 カ リ ナ 初江
KARINA HATSUE MAESHIRO NAKASONE 

伊佐 与儀 幸子 カ ロ リ ー ナ
SACHIKO CAROLINA lSA YOGUI 

大城 広大
KODAI OSHIRO 

ク ダカ 美咲
MISAKI KUDAKA 

ジ ャ ス 丁 イ ン ト ヨ サ ト
JUSTIN TOYOSA TO 

麗矢 マ ー ロ ウ
LAIY A MARLOW 

マ ケ フ レ ネ ー コ ー ル
MICHAELA RENE COLE 

ト モ コ レ ネ ー レ オナ ー ド
TOMOKO RENEE LEONARD 

ク リ ス 丁 イ ー ナ チ ハ ル ヘ ン リ ー

CHRISTINA CHIHARU HENRY 
ジ ョ シ ュ ア マ イ ケ ル キ ャ ンベル
JOSHUA MICHAEL CAMPBELL 

ク リ ス チ ア ン サ ン
MACALINT AL CHRISTIAN SANTOS 

比嘉 紀乃
KOTONO HIGA 

海外引 率者名 簿

氏 名

1 
カ ネ シ ロ ジ ョ ゼ マ ツ ォ

KA立SHIRO JOSE MATSUO 

2 
儀間 い つ 子

ITSUKO GIMA 

3 
城間 呉屋 カ リ ナ ジセ レ

KARINA GISSELLE SHIROMA GOYA 

4 
マ ユ ミ マ レ イ ン コ ル
MA YUMI MARLENE COLE 

年令 性けlj 世代 国 名 県 人 会 名

1 7  男 3 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

1 5  女 4 世 ブ ラ ジル

1 7  女 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県 人会

1 8  男 4 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

1 7  女 2 世

1 7  女 3 世
ペルー ペルー 沖縄県人会

1 6  女 3 世

1 3 男 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

1 5  女 3 世

1 3 男 4 世 北米沖縄県人会

14 女 2 世 コ ロ ラ ド 州沖縄県人会

1 7  女 3 世 ア メ リ カ ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

1 7  女 2 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人会

1 7  女 ス ペイ ス コ ー ス ト 沖縄県人会
2 世

ゆ い ま る 会

1 5  男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

1 8  男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

14 女 2 世 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県人会

年齢 性別 世代 国 名 県 人 会 名

56 男 2 世 プ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

30 女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

27 女 3 世 ペ ルー ペルー 沖縄県 人会

48 女 2 世 ア メ リ カ ア ト ラ ン タ 沖縄県人会
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I 平成1 8年度 県 内参加者名 簿
— ―  ― ― ― -

I 
県 内 参加者名 簿

氏 名 学年 性別 学 校 名

1 国 吉 明 奈 KUNIYOSHI MEINA 3 女 中城村立 中 城 中 学校

2 久 手 堅 憲 稀 KUDEKEN NORIKI 3 男 西原町立西原東 中学校

3 比 品....L. 夏 海 HIGA NA TSUMI 3 女 浦添市立浦添 中学校

4 冨 名 腰 彩 乃 FUNAKOSHI AYANO 3 女 那覇市立首里 中学校

5 豊 見 山 佐 妃 TOMIYAMA SAKI 3 女 那覇市立松島 中 学校

6 前 里 雅 MAESA TO MIY ABI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

7 中 村 春 葵 NAKAMURA HARUKI 3 女 豊見城市立長嶺 中学校

8 与 坂 勇 姫 YOSAKA YUKI 1 女 南城市立玉城 中学校

， 比 嘉 美 幸 HIGA MISAKI 3 女 与那原町立与那原中学校

1 0  崎 原 佑 介 SAKIHARA YUSUKE 3 男 与那原町立与那原 中学校

1 1  島 袋 正 志 SHIMABUKURO MASASHI 1 男 多良間村立多良 間 中 学校

1 2  諸 見 正 太 MOROMI SHOTA 3 男 石川 高等学校

1 3  津 波 義 弥 TSUHA YOSHIY A 3 男 北谷高等学校

14 山 内 祐 奈 YAMAUCHI YUUNA 3 女 普天間高等学校 ・

1 5  喜 納 亜 沙 美 KINA ASAMI 3 女 普天間高等学校

1 6  ) 1 | 節 奈 那 KAW ASETSU NANA 3 女 西原高等学校

1 7  屋 比 久 ま り YABIKU MARI 3 女 浦添工業高等学校

1 8  運 天 美 由 紀 UNTEN MIYUKI 3 女 浦添工業高等学校

1 9  池 原 な な え IKEHARA NANAE 3 女 那覇国際高等学校

20 上 間 も え み UEMA MOEMI 3 女 那覇国際高等学校

2 1  狩 俣 彩 乃 KARIMATA AYANO 1 女 首里高等学校

22 久 貝 博 文 KUGAI HIROFUMI 1 男 小禄高等学校

23  大 城 ひ ろ か OSHIRO HIROKA 2 女 那覇西高等学校

24 岩 田 彩 IWATA AYA 1 女 那覇西高等学校

25 稲 福 奈 実 子 INAFUKU NAMIKO 3 女 那覇商業高等学校

26 城 田 麻 莉 亜 SHIROTA MARIA 3 女 那覇商業高等学校

27  謝敷 ア リ ー ニ JASHIKI ALINI 1 女 沖縄尚学高等学校

28 宮 城 若 名 MIYAGI WAKANA 2 女 沖縄女子短期大学附属高等学校 ，

29 下 地 由 芙 子 SHIMOJI YUFUKO 2 女 開邦高等学校

30  照 屋 美 友 貴 TERUYA MIYUKI 2 女 知念高等学校

3 1  糸 数 舞 ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

32 金 城 将 吾 KINJO SHOGO 3 男 糸満高等学校

33 平 良 優 圭 TAIRA YUKA 3 女 久米島高等学校
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海外参加者名簿
名 性月IJ 世代 国 名 県 人 会 名

1 
ガ ブ リ エ レ エ リ 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
女 2 世

2 
カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅

KARINA IZUMI GUSHIKEN 
女 3 世

3 
カ レ ン ュ ：：：： 宮城

ブ ラ ジル沖縄県 人会

KAREN YUMI MIYASHIRO 
女 4 世

4 
レ チ シ ア チ エ ミ 尚 良

ブ ラ ジル

LETICIA TIEMI TAKARA 
女 3 世

マ リ オ セ ル ジ オ い さ お 小波津
5 

MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 
男 3 世

6 
レ ナ タ ち え み 城 間

カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

RENATA TIEMI SHIROMA 
女 3 世

7 
宮平 レ オナ ル ド マ）レア イ ン

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 
男 2 世

8 
新垣 あ かね

AKANE ARAKAKI 
女 1 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

， 
喜納 パ ウ フ ミ カ エ フ ミ ユキ

PAULA MICAELA KINA 
女 3 世

1 0  
新垣 金城 ジ 一 ホルヘ

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 
男 4 世

1 1 
具志堅 大城 ガ ブ リ エ フ イ サベル

女
GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 

3 世 ペル ー ペルー 沖縄県人会

1 2  
渡嘉敷 国頭 ダ エ フ

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 
女 4 世

1 3 
比嘉 さ ゆ り

SAYURI HIGA 
女 3 世

1 4  
翼榮城 弥生

YA YOI MAESHIRO 
女 3 世

1 5  
安里 健

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

KEN ASATO 
男 2 世

1 6  
ホ カ マ 栄

SAKAE HOKAMA 
男 3 世

1 7 
イ ダルゴ カ ネ ド フ フ ン シ ス コ エイ ジ

FRANCISCO EILL Y HIDALGO CANEDO 
男 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会

1 8  
キ ヨ ミ ト レ ス ゴ ンザ レ ス

KIYOMI TORRES GONZALEZ 
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

1 9 
高 田 シ ャ ン プ ル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダーエル マ コ ト バ ン バ ー ド
20 

DANIEL MAKOTO BOMBARD 
男 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

2 1  
又吉 ま り こ リ ン

MARIKO LYN MATAYOSHI 
女 2 世 北 カ リ フ ォ ル

ー
ア 沖縄県人会
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海外参加者名 簿

1 9  
商 田 シャンテル 真 由 美

女CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダー エル マ コ ト バ ンバ ー ド
20 男DANIEL MAKOTO BOMBARD 

2 世 北米沖縄県人会

又吉 ま り こ リ ン
2 1  

MARIKO LYN MAT A YOSHI 女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県 人会

りIッ トセル ミッシェル ケイJ
22 女MICHELLE KEIKO WHETSELL 

2 世 ワ シ ン ト ン州 沖縄県人 ク ラ ブ

デ ィ ヨ アレン シュルうイン
23 男DALE ALLEN SCHLEHLEIN ill 

3 世 中 西部沖縄県人会

アシュレイ 紀子 シャンJーズ
ア メ リ カ

24 
ASHLEY KIKO SHANKLES 女 2 世 ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県人会

イーアン トーマス タ
、
ク

‘
ぅス

25 男IAN THOMAS DOUGLAS 
3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

フ ェ ン グ フ ー 美花
26 

MIKA LEILANI FENGLER 
女 2 世 ア ト ラ ン タ 沖縄県 人会

アーシリー 7
、
ルック シンゲルトン

27  女
ASHLIE BROOKE SHINGLETON 

3 世 ジ ャ ク ソ ン ビル沖縄県人会

クリス ト77ー シ
ャ
ェ7リー I 卜

＼
リース

‘

28 男CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 
2 世 ミ シガ ン沖縄県人会

29 
9＼

゜
ターリン アン ド リ ュ一 義輝

男ANDREW YOSHIKI PATTERSON 
2 世 バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会

比嘉 史
カ ナ ダ

30 
NICHOLAS CHIKASHI HIGA 男 2 世 ト ロ ン ト 球陽会

3 1  
7

‘
うイアン メヒア ヤキテン

男Y AQUITEN BRYAN MEJIA 
3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

32 比嘉 麻耶
女

MAYA HIGA 
2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

＼ 

33 
石垣 幸夫

SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 男 2 世

34 石垣 優児
イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

YUJI ISHIGAKI 男 2 世

海外引 率者名 簿

氏 名 性別 世代 国 名 県 人 会 名

1 与儀 上原 昭雄
AKEO UEHARA YOGUI 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人 会

2 譜久原 アン ドオ
FUKUHARA ANTONIO 男 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

3 イ ノ ウ エ 悦子
女

ETSUKO INOUE 
2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

． 
4 7リエタ 7ォンテ 伊波

女
JULIET A FONTE IHA 

3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

5 ジ ャネッ ト 亜希子 山 内
JANET AKIKO YAMAUCHI 女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

� 

6 上原 さ やか
SAY AKA UEHARA 女 1 世 ア メ リ カ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
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／ 平成1 7年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名簿
氏 名 年齢 性別

1 具 志 堅 靖 知 GUSHIKEN Y ASUTOMO 14 男

2 城 間 ひ か る SHIROMA HIKARU 14  女

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 14  男

4 又 吉 奈 保 子 MAT A YOSHI NAOKO 14  女

5 金 城 千 守三 KINJO CHIHIRO 1 6  女

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 1 6  男

7 金 城 エ リ ナ KINJO ERINA 1 7  女

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 1 7  女

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 1 8  女

1 0  山 城 木ロ 奈 YAMASHIRO ANNA 1 6  女

1 1  宇 根 あ み 菜 UNE AMINA 1 7  女

1 2  大 城 李 理 子 OSHIRO RIRIKO 1 5  女

1 3 斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 1 6  女

14 又 吉 扶 MAT A YOSHI T ASUKU 1 7  男

1 5  上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5  女

1 6  小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 1 6  女

1 7  番 園 亨 BANZONO TORU 1 6  男

1 8  翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 1 7  女

1 9 伊 良 部 夏 美 IRABU NA TSUMI 1 8  女

- 9 1  -

} 子 校 名

沖縄市立 コ ザ 中 学校

那覇市立石嶺 中学校

与那原町立与那原 中学校

石垣市立伊原間 中 学校

北部工業高等学校

名護高等学校

読谷高等学校

具志川 高等学校

具志川 高等学校

普天間高等学校

浦添高等学校

那覇高等学校

那覇国 際高等学校

那覇国 際高等学校

小禄高等学校

豊見城高等学校

糸満高等学校

久米島高等学校

宮古工業高等学校



海外参加者名簿
氏 名

1 
大城 直美 マ ヤ フ

MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 
宮城 明子 ベ ア ト リ ス

BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 
川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ

HENRIQUE KENJI KAWANAMI 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3 

14  

1 5  

1 6  

1 7  

屋宜 官広 ア レ ハ ン ド ロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユカ リ
YUKARI KISHIMOTO 

仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ
TAKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

親川 千草 カ サ ン ド フ
CHIGUSA CASANDRA OY AKA WA 

ジ ャ ン ― ブ フ ジル
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ
CHANCE KENICHI IT ALIANO 

イ ー ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

フ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
RAQUEL EMI CONDON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ー ズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

、／‘ ` ヨ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SAW ADA 

ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘ ス ス
JASMINE MARIE DE JESUS 

ゴ ンザ レ ス 優子 エ リ ザベ ス
YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

F ABIANA CARMEN SHINZA TO 
安座間 喜屋武 シ ェ イ フ パ ト リ シ ア
SHEILLAH PATRICIA AZAMA KIYAN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO ISHIKI 

性月 LJ 世代 国 名 県 人 会 名

女 2 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 3 世 ブ ラ ジル

男 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会 ヽ

女 1 世

女 4 世
ペルー ペルー 沖縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県 人会

男 1 世 ュ タ 州沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D C 沖縄県人会

女 3 世 イ ン デ ィ ア ナ沖縄県人会

男 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会

男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県 人会

女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

性別 世代 国名 県人会名

男 1 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県 人会

女 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

男 1 世 ア メ リ カ ュ タ 州沖縄県人会

女 1 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会
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1 平成1 6年度 県 内 参加 者 名 簿 7 
県内参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 棚 原 琴 希 T ANAHARA KOTOKI 14  女 宜野湾市立宜野湾 中 学校

2 糸 数 梨 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女 那覇市立小禄中学校

3 国 吉 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 14 女 久米島町立具志川 中学校

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 14 女 平良市立平良 中 学校

5 前 上 里 李 衣 奈 MAEUEZA TO LIINA 1 3  女 石垣市立伊原間 中 学校

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 1 7  女 名護高等学校

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 1 7  女 石川 高等学校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  男 石川 高等学校

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 1 8  女 読谷高等学校

1 0  又 吉 毅 MAT A YOSHI T AKESHI 1 7  男 美里高等学校

1 1  上 原 唯 UEHARA YUI 1 8  女 球陽高等学校

1 2  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女 与勝高等学校

1 3  沖 吉 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女 普天間高等学校

14 運 天 美 里 UNTEN MISA TO 1 6  女 首里高等学校

1 5  久 銘次 美 奈 江 KUMEJI MINAE 1 6  女 那覇国際高等学校

1 6  謝 敷 エ ミ リ ー JASHIKI EMILY 1 6  女 那覇国 際高等学校

1 7  金 城 の ぞ み KINJOU NOZOMI 1 7  女 那覇西高等学校

1 8  許 田 卓 史 KYODA T AKAFUMI 1 8  男 興南高等学校

1 9  金 憲 禎 KIM HUNJUNG 1 6  男 沖縄 尚学高等学校

20 細 田 愛 HOSODA MANA 1 5  女 豊見城高等学校
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海外参加者名簿

氏 名 性けIJ 世代 国名 県 人 会 名

1 
比嘉 理恵 デボ フ

DEBORA LIE HIGA 
女 3 世

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

ブ ラ ジル沖縄県人会

CRISTINA MA YUMI CHINEN 
女 2 世 ブ ラ ジル

城間 ロ ド リ ー ゴ シゲイ ロ
3 

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
男 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

4 
又吉 ア ン ド レ ス

MATAYOSHI ANDRES PABLO 
男 3 世

5 
米須 ノ ルマ ビル ヒ

一
ァ

ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

KOMESU NORMA VIRGINIA 
女 3 世

6 
エ ス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ エ ッ コ

ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 
女 4 世

比嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビエル
ペルー ペルー沖縄県人会

7 
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

男 3 世

8 
中 村 稲嶺 真 由 美

女
NAKAMURA IN AMINE MA YUMI 

2 世

， 
新垢 サ ト ル

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ARAKAKI SA TORU 
男 2 世

1 0  
サユ リ ゴ ンザ レ ス ナ カ ソ ネ

GONZALEZ NAKASONE SA YURI 
女 3 世 キ ュ ーバ キ ュ ーバ沖縄県人会

1 1  
ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ パ ス

PANIS MICHELLE MIYORI 
女 3 世 沖米沖縄県人会

1 2  
ウ ィ リ ア ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー

STRALEY WILLIAM WALTER 
男 2 世 ペ ンサ コ ー ラ 沖縄県人会

コ フ オ ク リ ス タ ル
1 3 

CORRAO CRYSTAL MARIE 
女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会

14  
新城 ア ン ト ニ 大陸男

ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 
男 2 世 サ ンデ ィ エ ゴ沖縄県人会

ジ ェ シー ・ マイ カ イ ア オ ア カ マ ラ
ー ・ ホ リ

1 5  女
HORI JESSIE MAI KAIAO A KAMALANI 

4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

1 6  
喜久川 可奈

KIKUKAWA KANA 
女 1 世 カ ナダ バ ン ク ーバー沖縄県友愛会

1 7  
レ ン ド ジ ャ ン ボー フ ァ シ ョ

BONIFACIO RHEND JAN 
男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

海外引 率者名 簿

氏 名 性別 世代 国名 県人会名

1 与儀 上原 昭雄 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

2 新垣 ア リ エル 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

3 松 田 美津江 女 2 世 ペルー ペルー沖縄県人会
4 ミ ュ キ イ ト カ ズ モ ラ レ ス 女 3 世 キ ュ ーバ キ ュ ーバ沖縄県人会
5 光江 上原 コ ー チ 女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会
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！ 平成1 5年度 県内参加 者 名 簿
ー

］
県内参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 本 詩 織 Miyamoto Shiori 1 2  女 港川 中 学校

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女 首里中 学校

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 14  男 糸満中学校

4 比 屋 根 安 尚 Hiyane Yasunao 1 3  男 南 星 中 学校

5 長 嶺 ー 司 Nagamine Kazushi 1 3  男 南 星 中 学校

6 古 波 蔵 直 子 Kohagura Naoko 14  女 南 星 中 学校

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 1 8  女 八重 山農林高等学校

8 吉 村 苑 華 Yoshimura Sonoka 1 7  女 読谷高等学校

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女 球陽高等学校

1 0  玉 城 幸 Tamaki Miyuki 1 7  女 浦添高等学校

1 1  安次 富 紗 綾 香 Ashitomi Sayaka 1 6  女 浦添商業高等学校

1 2  比 嘉 こ な み Higa Konami 1 7  女 首里高等学校

1 3  安 里 み ち ょ Asato Michiyo 1 7  女 首里東高等学校

14 新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 1 7  女 那覇高等学校

1 5  新 崎 奈 央 Arasaki Nao 1 7  女 那覇高等学校

1 6  前 田 那 美 子 Maeda Namiko 1 8  女 那覇国際高等学校

1 7  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6  女 那覇国際高等学校

1 8  金 城 美 菜 Kinjo Mina 1 7  女 那覇商業高等学校

1 9  大 城 桃 香 Oshiro Momoka 1 6  女 沖縄尚学高等学校

20 真 栄 城 智 恵 美 Maesiro Chiemi 1 6  女 沖縄尚学高等学校

2 1  稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 1 5  女 興南高等学校

22 村 吉 梨 華 子 Murayoshi Rikako 1 5  女 興南高等学校

県外内 参加者名 簿
氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 金 城 幸 代 Kinjo Sachiyo 1 5  女 兵庫県立宝塚私立高 司 中学校

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 1 7  男 兵庫県立宝塚高等学校

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 1 8  女 日 本福祉大学附属高等学校
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I 平成1 5年度 海外参加 者 名 簿 I 
海外参加者名 簿

氏 名 性別 世代 国名 県 人 会 名

1 
新城 真 由 美 女 3 世

Monica Mayumi Arashiro ブ ラ ジル沖縄県人会
仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り

女 2 世 ブ ラ ジル2 
Carolina Midori Nakamura 

新里 チ エ ミ ア ン ネ
女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会3 

Anne Thiemy Suzuki Shinzato 

井 口 セ シ リ ア ミ ド リ
女 3 世4 

Iguchi Cecilia Midori ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
諸喜 田 マ リ ネ

女 3 世5 
Shokida Marine 

仲本 山城 ダー エ フ
女 3 世6 

Nakamoto Yamagusuku Daniella ペ ルー ペルー 沖縄県人会
渡慶次 山城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ

女 3 世7 
Tokeshi Yamagusuku Maria Gabriela 

8 
神谷 ナ オ ミ

女 2 世
Kamiya Pedraza Naomi ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

， 
比嘉 浩— 男 2 世
Higa Koji 

1 0  
ア レ マ ン レ オナル ド ホルヘ エルネス ト

男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ
女 4 世1 1  

Katharine Anne Shiroma ハ ワ イ 沖縄県人会
タ イ ン‘ ／̀ ／‘ コ バ シガ ワ

男 4 世1 2 
Ty Jin Kobashigawa 

玉城 由 美 女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会1 3 
Tamashiro Yumi 

柳 田 コ リ ン タ ケ シ
男 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県 人会14  

Yanagida Colin Takeshi 
ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク 女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人会1 5  

Ashley Frick 

1 6  
仲原 オ リ バ ー 竜 司 男 2 世 カ ナ ダ カ ルガ リ ー沖縄県人会

Nakahara Oliver Ryoji 

デ ィ ナ マ エ ェ ロ イ リ エ ゴ
女 3 世1 7  

Llego Dinahmae Eroy フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会
1 8  

パ ト リ シ ア レ ジ ー ナ ノ セ ダ ロ ペ ス 女 3 世
Lopez Patricia Resyna Noceda 

レ ド ナ ジ ェ ー フ ァ ー 祐紀 女 3 世 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会1 9  
Redona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国名 県人会名

1 屋富祖 正一 男 1 世 ブ ラ ジル カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会
2 安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝 男 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会
3 比嘉 次雄 男 1 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会
4 上間 大兼久 ホルヘ 男 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ーバ沖縄県人会
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波 女 1 世 北米沖縄県人会
6 曽 野 知雄 男 2 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
7 島袋 カ オル ネ イ デ ィ ー 女 2 世 ハ ワ イ 沖縄県人会
8 ア セルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エバン ヘ リ オ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
， 奥濱 レ ド ナ 悦子 女 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会
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1 平成1 4年度 県 内 参加者名 簿 I 
県 内参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 里 諒 哉 Ryoya Miyazato 1 5  男 名護市立大宮 中 学校

2 奥 間 友 里 恵 Yurie Okuma 14 女 金武町立金武 中 学校

3 輿 那 城 美 姫 乃 Mikino Yonashiro 1 2  女 沖縄市立安慶 田 中 学校

4 伊 良 波 一 美 Kazumi Iraha 14  女 沖縄市立 山 内 中 学校

5 嘉 数 真 菜 Mana Kakazu 1 3  女 浦添市立浦西 中 学校

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 1 3 女 那覇市立松城 中 学校

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 1 5  女 那覇市立小禄中学校

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 14 男 与那原町立与那原 中 学校

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 1 2  女 豊見城市立伊良波 中 学校

1 0  } | | 平 ． 之 Kazuyuki Kawahira 14  男 城辺町立福嶺 中 学校

1 1  宮 城 聖 里 香 Serika Miyagi 1 7  女 辺土名 高等学校

1 2  大 城 奈 津 紀 N atsuki Ohshiro 1 6  女 石川高等学校

1 3 山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女 美里高等学校

14 宮 里 あ す か Asuka Miyazato 1 7  女 宜野湾高等学校

1 5  宙向 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 1 6  男 西原高等学校

1 6  西 筋 理 奈 Rina Irisuji 1 5  女 那覇高等学校

1 7  玉 城 智 佳 Chika Tamaki 1 8  女 沖縄女子短大附属高等学校

1 8  國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 1 6  男 豊見城高等学校

1 9  又 吉 香 穂 利 Kahori Matayoshi 1 5  女 糸満高等学校

20 石 井 雄 大 Takehiro Ish且 1 7  男 八重 山高等学校

県外内 参加者名簿
氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 J I  I 崎 麻 奈 美 Manami Kawasaki 1 3  女 鶴見 中 学校

2 金 城 香 奈 Kana Kinjo 1 3  女 鶴見 中 学校

3 輿 那 嶺 美 香 Mika Yonamine 1 2  女 大阪市立天下茶屋 中 学校

4 糸 洲 久 美 子 Kumiko Itosu 1 7  女 明浄学院高等学校
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I 平成1 4年度 海外参加 者 名 簿 I 

海外参加者名簿
氏 名 性別 世代 国名 県 人 会 名

1 当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ
男 4 世Mauricio Shiei Touma ブ ラ ジル

2 蘭 良 グ ラ ウ シャ ネ ン シ ー
女 3 世 ブ ラ ジル

沖縄県人会
Glaucia Nency Takara 

3 志良堂 ジ ャ ケ リ ネ
女 4 世 カ ン ポ グ ラ ンデ

Jacoueline Shirado 沖縄県人会

4 米須 ト マ ス
男 2 世Tomas Komesu 在亜沖縄県人

島袋 エ リ ア ー ナ ビル ヒ ー ニ ア ア ルゼ ン チ ン 連合会5 Eliana Virginia Shimabukuro 女 3 世

6 広 中 山城 ルイ ス フ ェ ルナ ン ド
男 4 世Luis Fernando Hironaka Y amagusuku ペル ー

ゴ ンザ レ ス 平良 ハ イ メ
ペル ー

沖縄県人会7 Jaime Gonzales Taira 男 3 世

8 仲里 秋奈 女 2 世Akina Nakazato 
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア

ロ ニ ー ヴ ェ レ ス 真栄城 沖縄県人会
， Rony Velez Maeshiro 男 3 世

1 0  ナ リ マ ン ピ ー ニ ャ フ ォ ン テ
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ

Narryman Pina Fonte 沖縄県人会

1 1  清本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ ー 誠
男 4 世Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハ ワ イ

1 2  伊良波 ク リ ス ト フ ァ ー マ イ ケ ル
男 4 世 沖縄県人会

Christopher Michael Iraha 

1 3 比嘉 ク リ ス テ ィ ン ミ ヨ シ
女 4 世 北米

Cristan Miyoshi Higa 沖縄県人会
バ ウ チ ャ ー 飛鳥

ア メ リ カ
ワ シ ン ト ン D.C.14 Asuka Christine Boutcher 女 2 世 沖縄会

1 5  ジ ョ ナサ ン サ ン ダー ス
男 3 世 ア ト ラ ン タ

Johnathan David Saunders 沖縄県人会

1 6  ジ ョ セ フ リ ー バザー ド
男 3 世 北加

Joseph Lee Buzzard 沖縄県人会

1 7  藤 田 エ リ ザベ ス 由 利子 女 2 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト
Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会

1 8  ミ シ ェ ル ア ベダニ ア ペ ベ ニ ト
女 3 世Michelle Abedania Pebenito フ ィ リ ピ ン

ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス イ グナ シ オ フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会1 9  Jonerobeth Comeros Ignacio 女 3 世

20 照屋 なつ子 女 2 世 シ ンガ ポ ー ル 星琉会Natsuko Teruya 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国名 県人会名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代 女 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会
2 新里 ダニエル エ ス テバ ン 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 赤嶺 光弘 男 1 世 ペルー ペルー 沖縄県人会
4 エ ス テル タ マ キ ト ー レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 呉屋 君子 女 1 世 ア メ リ カ 北米沖縄県 人会
6 大城 順市 男 1 世 北加沖縄県人会
7 藤 田 み ど り 女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会
8 エ ス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
， 橋本 真理 女 1 世 シ ンガポ ー ル 星琉会
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県 内 参加者名 簿
氏

1 知 名 倫 子
2 仲 田 尚 仁
3 又 吉 椎 菜
4 平 良 久美子
5 仲 本 達 郎
6 新 垣 史 織
7 目 取真 輔
8 城 間 祥 大
， 照 屋 寛 佳
1 0 玉 城 匠
1 1  知 ノJ_C-r ヽ 鈴 奈
1 2 仲 間 良 成
1 3 牧 山 禾

木
LJ 紗

14 仲 程 祐 介
1 5 成 底 徹
1 6 仲 里 彩 夏
1 7 屋嘉比 梢
1 8 玉 城 彩 衣
1 9 松 本 佳 子
20 東 江 真理子
2 1 与那嶺 悠
22 古 謝 ち ひ ろ
23 比 嘉 紗 苗
24 仲 程 若 菜
25 平 田 吉 郎
26 比 品ー 彩 賀
27 比 嘉 亜 樹
28 古 堅 葵
29 佐久川 俊 介
30 謝 花 千 夏
31 普天間 ． 樹
32 玉那覇 優 香
33 宮 城 鮎 子
34 高 田 真奈美
35 翁 長 里 美
36 上 原 恵理佳
37 与那覇 恵 禾

フ
fj 

38 徳 里 麗 華
39 中 村 晴 枝
40 伊 計 美 希
41 仲宗根 智 世
42 佐久田 智 世
43 J I  I 口 フ吉 未
44 池 原 理 ． 

45 宝蔵寺 祐 司
46 仲 間 明 奈
47 ノホr 畑 美 加
48 新 崎 舞
49 比屋根 恵 美
50 真 謝 絵 美

平成1 3年度 県 内 参加 者 名 簿 I 

名 学年 性別 学 校 名
Rinko China 小学 4 年 女 宜 野 座 小 学 校

Naohito Nakada 小学 4 年 男 南 風 原 小 学 校
Shiina Matayoshi 小学 5 年 女 漢 那 小 学 校

Kulniko Taira 小学 5 年 女 志 真 志 小 学 校
Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男 城 西 小 学 校

Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 念 小 学 校
Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 玉 小 学 校
Shoudai Shiroma 小学 6 年 男 若 狭 小 学 校
Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男 城 南 小 学 校
Takumi Talnaki 中学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
Suzuna Chinen 中学 1 年 女 伊 江 中 学 校

Yoshinari Nakama 中学 1 年 男 越 来 中 学 校
Risa Makiyama 中学 1 年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校

Yusuke Nakahodo 中学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
Toru Narisoko 中学 1 年 男 港 川 中 学 校

Ayaka Nakazato 中学 1 年 女 知 念 中 学 校
Kozue Yakabi 中学 1 年 女 東 風 平 中 学 校

Ai Tamaki 中学 1 年 女 那 覇 中 学 校
Yoshiko Matsulnoto 中学 1 年 女 那 覇 中 学 校

Mariko Agarie 中学 2 年 女 伊 江 中 学 校
Haruka Yonamine 中学 2 年 男 伊 良 波 中 学 校

Chihiro Koja 中学 2 年 女 嘉 手 納 中 学 校
Sanae Higa 中学 2 年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校

Wakana Nakahodo 中学 2 年 女 古 蔵 中 学 校
Yoshiro Hirata 中学 2 年 男 佐 敷 中 学 校

Ayaka Higa 中学 2 年 女 松 城 中 学 校
Aki Higa 中学 2 年 女 興 南 中 学 校

Aoi Furugen 中学 3 年 女 安 田 中 学 校
Shunsuke Sakugawa 中学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校

Chinatsu Jahana 中学 3 年 女 宮 里 中 学 校
Kazuki Futenma 中学 3 年 男 小 禄 中 学 校
Yuka Tamanaha 中学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
Ayuko Mayagi 中学 3 年 女 西 原 東 中 学 校

Manami Takada 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
Satomi Onaga 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
Erika Uehara 高校 1 年 女 昭和薬科大学附属高等学校
Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校

Reika Tokuzato 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
Harue Nakamura 高校 1 年 女 那 覇 国 際 高 等 学 校

Miki Ikei 高校 2 年 女 宮 古 高 等 学 校
Tomoyo Nakasone 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校

Tomoyo Sakuda 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
Marni Kawaguchi 高校 2 年 女 首 里 東 高 等 学 校

Riichi Ikehara 高校 2 年 男 普 天 間 高 等 学 校
Yuji Hozoji 高校 2 年 男 普 天 間 高 等 学 校

Akina Nakama 高校 3 年 女 宮 古 高 等 学 校
Mika Chabata 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
Mai Arasaki 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校

Megumi Hiyane 高校 3 年 女 南 風 原 高 等 学 校
Emi Maja 高校 3 年 女 名 護 高 等 学 校
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海外参加者名簿

名 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 率 者

1 与儀 エ リ カ
女ERIKA YOGI 

2 太 田 ヂオゴ
男DIOGO TAKAKE OTA 

3 知花 ム リ ロ
男MURILLO CHIBANA 

ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会 松堂 ひ ろ み
4 諸見里 春美

女KARINEHARUMI MOROMIZA TO 
崎間 ビ ク ト ル 達 由 鯉

男5 VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌宏
男MARCELO MASAHIRO MIYAZATO UETA 

7 宮城 ガス ト ン
男GASTON MIYASHIRO 

8 比嘉 フ ェ ルナル ド
男FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

アルゼンチ ン 在亜沖縄県人連合会 安里エス テ ラ ア レハ ン ド ラ
玉那覇 ノ ルベル ト

男， NORBERTO TAMANAHA 
大城 ノ エ リ ア

女1 0  
NOELIA OSHIRO 

1 1  伊芸 ヘ フ ル ド
男GERALDO IGEI KOHATSU 

1 2  亀 甲 マサル
男MASARU ARTURO KAMEGO 

ペルー ペルー沖縄県人会 仲宗根 吉修
1 3  山城 イ サベル

女ISABEL Y AMAS印RO NAKACHI

14 比嘉 盛繁
男HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子
女ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  大城 ニ カ リ
女NIKARI OSHIRO MURARA 

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 安谷屋 敬
1 7  中 田 弘喜

男FERNANDO HlROKI NAKATA 

1 8  仲村 美恵子
女MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 9  仲村 ミ ツ ォ
男JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会 中村 イ ルマ ヌ ネ ス
20 仲村 ヤス ヒ ロ

男Y ASUHIRO NAKAMURA OROZCO 

2 島 田 バグネル 和 良
男1 

WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 
ブ ラ ジル カ ンポグラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘

2 具志堅 ノ ブユキ
男2 ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

23  古謝 景士
男 ベネズエ ラ ベネズエ ラ 沖縄県人会 古謝 い そ えRAUL KEIS印 KOJA

24 宜保 亜 由 美 カ レ ン
女A YUMI KAREN GIBO 

カ ナダ バ ン ク ーバー沖縄友愛会 仲宗根 功
2 5  嶺丼 真実

女MELISSA MAMI MINEI 
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海外参加者名簿

2 6  金城 茜
MARGARET AKANE KINJO 

女

27 | 
目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ I I カ ナ ダ I レス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 l 浦 崎 ジ ョ ー ジ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 
女

28 玉栄 チ ャ ー ルズ
| | CHARLES MASA TOMO T AMAE 

男

ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ I JOSEPH FREDRIC JONES 
男

ブ ラ イ ア ン デイ ビ ス I BRYAN KIYOSHI DA VIS 
男

3 1  
デイ ビ ッ ト レ イ モ ン ド

. |  DAVID RICHARD RAYMOND I 男

ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ I ALICIA KEIKO BERENZ 
女

33 
テイ ル リ チ ャ ー ズ

DALE KAORU RICHARDS 

テイ フ ァ ニ ー フ ィ ド ラ ー

TIFF ANY FIEDLER 

比嘉 龍児
RYUJI HIGA 

落合 北斗
HOKUTO CREIG OCHIAI 

37 ロ バ ー ト フ ァ ン チ ェ ス
ROBERT JAMES FUNCHES 

ケ イ ラ ケ ン プ
KAYLA RENEE CAMP 

ア ンデ ィ ー ラ イ ダー

ANDY KIYOSHI RIDER 

キ ム ビセ ッ ト
KIM BISSETTE 

マ イ ケ ル ハ ー カ ー

MICHAEL ALAN HARKA 

42 
ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン

| | CRYSTAL LYNN SW ANSON 
女

43 
テ レサ マ リ コ モ ー ト ン

| | TERESA MARIKO MORTON 
女

44 
ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー テ ィ ン

CRISTOPHER PORTIN 

45 
マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ

| | MA. JA YL YNC. DIQUIA TCO 
女

46
1 チ ヨ ミ サ ン タ ロ ー サ ラ ンセ ス 1

CHIYOMI ST A. ROSA RANCES 
女 1 フ ィ リ ピ ン I フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 1 ト ヨ コ 照屋 エ リ セ オ

嶋崎 妙恵美
T AEMI SHIMAZAKI 

知念 賢吾
KENGO CHINEN 

石垣 優児 I YUJI JOE ISHIGAKI 男 I ィ ギ リ ス 1 ィ ギ リ ス 沖縄県人会

50 松川 ル カ
| | LUCA TOM MUSASHI MATSUKAWA 

男 I ド イ ッ I ド イ ツ 沖縄県人会

29 前 田 洋子
（北米沖縄県人会）

30 

32 

34 女

35 男

オハイ オ 沖縄友 の会 1 洋子 サ ン ダ リ ン

米国東海岸沖縄県人会 1 （ シ カ ゴ沖縄県人会）

36 男 I ア メ リ カ 1 ニュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

38 

39  

40 

男

男

女

男

女

41 男

男

47 女

48 ー一 男

49 

北米沖縄県人会

サ ンディエゴ 沖縄県人会

ュ タ 州沖縄県人会

ワ シ ン ト ン沖縄県人会ク ラ ブ 1 ト シ コ バ ー ト リ ー

シ カ ゴ沖縄県人会

遊友会

ワ シ ン ト ン D C沖縄県人会

ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

D FW 沖縄県人会

ジヤ ク ソ ン ビル沖縄県人会 l ルイ ス 高江洲 佳代子

フ ェ イ エ ッ ト ビル沖縄県人会
l （ア ト ラ ンタ 沖縄県人会）

ペ ンサ コ ー ラ 沖縄県人会

7 日 リ ダ沖縄郷友会（がじ まる会）

グ ア ム 沖縄県人会 引 率者無 し

フ ラ ン ス 1 フ ラ ン ス 沖縄県人会 知念 睦子

石垣 栄康

松川 カ
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I 知 事 表 敬 式 次 第 1 

日 時 ： 平成 2 1 年 7 月 2 2 日 （水）

場所 ： 県庁 1 階 県民ホール

司会 ： 上地 聡 （交流推進課主幹）

8 : 4 5 

8 : 4 7 

8 : 5 0 

9 : 0 0 

9 : 0 5 

開 会 司会

参加者紹介 司会

歓迎の挨拶

参加者代表挨拶

閉 会

沖縄県副知事 安里 カ ツ子

海外参加者代表

座喜味 ケ リ ー ア ン 君子

（ハ ワ イ 沖縄連合会）

県内参加者代表

真榮城 駿

（真和志高等学校）

司会

写真撮影 （中庭）

f
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|

-ニ - l
日 時 ： 平成 2 1 年 7 月 2 1 日 （火） 1 8 : 30 ,__, 20 : 00 
場所：かんぽ レ ク セ ン タ ー 小体育館

1 8 : 3 0 

1 8 : 3 2 

1 8 : 3 7 

1 8 : 4 0 

1 9 : 3 0 

1 9 : 3 5 

1 9 : 4 0 

1 9 : 4 5 

1 9 : 5 0 

1 9 : 5 5 

2 0 : 0 0 

開 会

歓迎の挨拶 沖縄県観光商工部参事監兼観光交流統括監

知念 英信

宣 誓 ボリビア沖縄県人会
中村 利沙

乾杯の音頭 沖縄ブラジル協会
会長 西原 篤 ー

食事・懇談

余 興 司会：ジュニアス タ デ ィ ー ツアー 卒業生

エイ サ ー

伝統舞踊（伊江島）

三線

マリネラ（伝統舞踊）

宮平 優想（那覇商業高校）
徳元 り さ （那覇商業高校）

トランペット カテ イ ヤ ヒ ミ コ リベ ラ（アメリカ）

山城 金太郎（伊江島中学校）

仲里 なつ き（陽明高校）

宮城 仲本 治至 デ ィ エ ゴ（ペルー）

安座間 平良 キオ ミ クラウデ ィ ア（ ペルー ）

終 了
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I さ よ な ら パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 

1 7 : 0 0 

1 7 : 0 2 

1 7 : 2 0 

1 7 : 3 0 

1 7 : 3 5 

1 7 : 4 0 

1 7 : 4 5 

1 7 : 5 0 

1 7 : 5 8 

1 8 : 0 3 

1 8 : 0 9 

1 8 : 2 0 

1 8 : 3 0 

開会

乾杯の音頭

食事・懇談

エイ サー演舞

ピ ア ノ

サンポニ ャ と三線の演奏
（ボリビア伝統楽器）

伝統舞踊（伊江島）

アルゼンチンの伝統舞踊

謎の軍団 真栄城商店

エイ サー演舞

歌

ダンス

カチ ャ ーシー

閉会

～終了～

- 1 04 -

司会

日時：平成 2 1 年 7 月 2 7日（月）
場所：那覇ぶんかテンブス 館
司会：卒業生ボランテ ィ ア

沖縄カナダ協会
会長 大山 盛稔

琉球國祭り太鼓

新里 陽菜子（伊波中学校）

中村 利沙（ボリビア）

山城 金太郎（伊江中学校）

仲宗根 ニコ ラス 啓（アルゼンチン）
小池 エ ドアルド 直征（アルゼンチン）

真榮城 駿（真和志高校） 他

参加者全員

参加者全員

参加者全員

参加者全員

司会



1 

2 

3 

4 

5 

6 

弓 I

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表
――--

A グル ー プ B グル ー プ C グルー プ

花澤 千裕 （女） 玉城 理沙 （女） 新崎 仁雄 （男）

Chihiro Hanazawa Risa Tamaki Jinyu Arasaki 

日 本 日 本 日 本

仲村 デー ニ ー （男） 神里 阿侑香 （女） 新里 陽菜子 （女）

Denny Nakamura Ayuka Kamizato Hinako Shinzato 

日 本 日 本 日 本

徳本 り さ （女） ブー ス ク リ 満里奈 （女） 安里 久美子 （女）

Risa Tokumoto Marina Bousckri Kumiko Asato 

日 本 日 本 日 本

カ テ イ ヤ ヒ ミ コ リ ベ ラ （女） ジ ェ シカ ブラ ッ ク ダニエル （女） 新垣 有紀 （男）

Rivera Katiya Black Jessica Danielle Yuki Shingaki 

ア メ リ カ ア メ リ カ ア メ リ カ

宮城 仲本 治至 デ ィ エゴ （男） 仲宗根 ニ コ ラ ス 啓 （男） ロ サ ノ 仲程 エ ス テ ラ （女）

Miyagusuku Nakamoto Haruyuki Diego Nakasone Nicolas Cristian Lozano N akahodo Estela 

ペル ー ア ルゼ ン チ ン メ キ シ コ

翁 長 セ リ ー ア 美和 （女） レ カ イ ー ユ ユキ ア ン ド レ ア （女） ウ ェ ンデ ィ ロ イ ス タ マ キ g(）

Onaga Celia Miwa Lecaille Yuki Andrea Wendy Lois Tamaki 

ブ ラ ジル ニ ュ ー カ レ ド ニ ア キ ュ ー バ

与儀 哲雄 （男） 弘中 山城 ）レイ ス フ ェルナ ン ド （男） ソ ニ ア マ リ ア ナカ ソ ネ （女）

Tetsuo Yogui Hironaka Y amagusuku Luis Fernando Sonia Maria Nakasone 

ブ ラ ジル ペルー キ ュ ー バ
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I ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 I 

D グルー プ E グル ー プ F グルー プ

1 名 嘉真 美咲 （女） 宮平 優想 （女） 慎榮城 駿 （男）

Misaki Nakama Yu Miyahira Shun Maeshiro 

日 本 日 本 日 本

2 小那覇 祐希 （女） 山城 金太郎 （男） 普天間 友美 （女）

Yuki Onaha Kintaro Yamashiro Tomomi Futenma 

日 本 日 本 日 本

3 仲里 な つ き （女） 玉城 瑠璃 （女） 新垣 玲央奈 （女）

Natsuki Nakazato Ruri Tamaki Reona Arakaki 

日 本 日 本 日 本

4 ルー ク マイ ケル ラ イ ル （男） 座喜味 ケ リ ア ン 君子 （女） 真喜志 直美 （女）

Ryle Michael Luke Zakimi kelli Ann Kimiko Naomi Makishi 

ア メ リ カ ア メ リ カ ア メ リ カ

5 中村 利沙 （女） 小池 エ ド ア ル ド 直征 （男） 親川 愛 （女）

Risa Nakamura Koike Eduardo Ernesto Ai Oyakawa 

ボ リ ビ ア ア ルゼ ン チ ン カ ナ ダ

6 安座間 平良 キオミ ク ラ ウディ ア （女） 安仲 安慶名 レチシア ア ケ ミ （女：） 仲宗根 グス タ ヴ ォ 学 （男）

Azama Taira kiomi Claudia Yasunaka Aguena Leticia Akemi Nakasone Gusutavo Manabu 

ペルー ブ ラ ジル ブ ラ ジル

米盛 克之 （男） 小 出 友視 （女）

弓 I
Yonemori Katsuyuki Tomomi Koide 

ア メ リ カ 日 本
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